
「
柳
生
の
芸
能
Ⅱ
」
外
伝
勢
法

は
じ
め
に

平
成
十
九
年
に
「
春
風
館
文
庫
1
」
と
し
て
刊
行
し
た
神
戸
金
七
編
『
柳
生
の
芸
能
』

は
、
新
陰
流
の
祖
・
上
泉
伊
勢
守
、
柳
生
新
陰
流
を
創
始
し
た
柳
生
宗
厳
か
ら
尾
張
柳

生
三
代
・
柳
生
達
也
に
至
る
初
期
柳
生
新
陰
流
の
達
人
た
ち
が
創
始
し
た
「
本
伝
」
と

呼
ば
れ
る
勢
法
で
あ
る
。

神
戸
金
七
が
編
纂
し
た
元
々
の
『
柳
生
の
芸
能
』
に
は
、
続
編
と
し
て
江
戸
時
代
後

期
の
長
岡
桃
嶺
が
考
案
し
た
「
外
伝
勢
法
」
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
外
伝
勢
法
」
は
新

陰
流
中
興
に
力
を
そ
そ
い
だ
桃
嶺
が
、
当
時
盛
行
し
て
い
た
、
防
具
を
着
け
て
自
由
に

打
ち
合
う
試
合
稽
古
に
対
抗
し
て
、
こ
れ
を
学
べ
ば
充
分
で
あ
る
と
試
合
型
と
し
て
考

案
し
た
勢
法
で
あ
る
。
「
柳
生
の
芸
能
Ⅱ
」
の
内
容
は
、
こ
の
「
外
伝
勢
法
」
で
あ
る
。

そ
の
内
も
っ
と
も
基
本
と
な
る
「
相
雷
刀
八
勢
法
」
は
　
『
柳
生
新
陰
流
を
学
ぶ
』

（
赤
羽
根
龍
夫
著
・
ス
キ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）
　
に
演
武
写
真
付
で
詳
細
に
解
説
し
た
。
ま

た
同
書
の
D
V
D
版
も
「
監
修
・
加
藤
伊
三
男
、
赤
羽
根
龍
夫
」
で
刊
行
さ
れ
た
。
D

V
D
版
に
は
「
中
段
十
四
勢
法
」
も
映
像
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
書
籍
版
も
D
V
D
版

も
、
「
打
太
刀
下
村
幸
裕
　
使
太
刀
赤
羽
根
大
介
」
で
あ
る
。
本
書
で
は
こ
の
「
中

段
十
四
勢
法
」
〔
十
一
本
に
ま
と
め
て
あ
る
〕
は
詳
細
な
演
武
写
真
を
載
せ
て
お
い
た
。

赤
羽
根
　
大
　
介
※

赤
羽
根
　
龍
　
夫
※
※

※
神
奈
川
歯
科
大
学
助
教
（
体
育
学
）

※
※
神
奈
川
歯
科
大
学
教
授
（
哲
　
学
）

「
外
伝
勢
法
」
に
は
勢
法
以
外
に
、
「
中
庸
五
箇
の
身
」
、
「
流
水
の
位
」
、
「
風
帆
の
位
」
、

「
一
打
三
足
」
な
ど
柳
生
新
陰
流
を
学
ぶ
者
が
ぜ
ひ
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

考
え
方
が
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
て
有
益
で
あ
る
。

そ
れ
以
外
に
「
外
伝
勢
法
」
の
特
色
は
、
宮
本
武
蔵
の
「
円
明
流
」
に
つ
い
て
各
所

に
触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

吉
岡
一
門
と
の
三
度
に
わ
た
る
決
闘
に
勝
利
し
た
武
蔵
は
「
円
明
流
天
下
二
を
名

乗
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
以
後
、
武
蔵
は
晩
年
に
熊
本
に
行
く
頃
ま
で
は
「
円
明
流
」

を
名
乗
っ
て
い
た
。
そ
の
間
、
武
蔵
は
尾
張
に
三
年
滞
在
し
、
そ
の
後
は
弟
子
の
竹
村

与
右
衛
門
を
遣
わ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
武
蔵
の
円
明
流
は
尾
張
藩
を
中
心
に
広
ま
っ

た
。
同
音
で
は
元
禄
時
代
頃
ま
で
は
柳
生
新
陰
流
と
円
明
流
の
み
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

そ
の
た
め
柳
生
新
陰
流
は
円
明
流
を
強
く
意
識
し
、
そ
れ
に
勝
つ
勢
法
も
研
究
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
柳
生
新
陰
流
道
場
で
も
円
明
流
が
稽
古
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
新
陰

流
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
杉
田
定
一
の
「
名
古
屋
柳
生
流
で
は
二
刀
流
も
と
り
入
れ

て
い
た
」
　
（
『
い
ろ
は
柳
生
物
語
』
）
と
い
う
証
言
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
「
外
伝
勢
法
」

に
は
「
二
刀
勢
法
」
と
「
対
二
刀
勢
法
」
が
載
せ
ら
れ
、
柳
生
新
陰
流
の
術
理
を
説
明

す
る
の
に
随
所
に
円
明
流
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
『
刀
法
録
』
自

体
に
武
蔵
の
↓
兵
法
三
十
五
箇
条
」
が
「
円
明
三
十
五
ケ
條
の
内
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
、
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若
干
の
解
説
も
加
え
ら
れ
て
い
る
。

一
般
に
は
尾
張
の
円
明
流
は
昭
和
以
降
は
途
絶
え
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

春
風
館
で
は
尾
張
貫
流
槍
術
の
師
範
家
に
伝
え
ら
れ
た
円
明
流
が
現
在
で
も
高
弟
の
間

で
稽
古
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
遣
い
方
は
柳
生
流
で
遣
わ
れ
た
も
の
と
同
じ
で
あ
る
。
本

書
で
は
こ
の
う
ち
「
外
伝
勢
法
」
中
の
「
二
刀
勢
法
」
に
あ
た
る
七
本
の
演
武
写
真
を

掲
載
し
た
。

円
明
流
に
つ
い
て
は
九
月
ま
で
に
　
『
宮
本
武
蔵
「
円
明
流
」
を
学
ぶ
』
　
『
D
V
D
版

宮
本
武
蔵
「
円
明
流
」
を
学
ぶ
』
　
（
共
に
ス
キ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）
を
刊
行
予
定
で
あ
る
。

『
柳
生
の
芸
能
』
　
の
主
な
原
典
は
長
岡
桃
嶺
の
『
刀
法
録
』
で
あ
る
。
『
刀
法
録
』
は

「
本
原
第
一
」
「
教
習
第
二
」
「
勢
法
第
三
」
　
「
勢
法
第
四
」
「
勢
法
第
五
」
「
試
合
第
六
」

「
形
勢
第
七
」
「
虚
実
第
八
」
「
応
変
第
九
」
「
抜
刀
第
十
」
「
稽
古
第
十
一
」
「
総
論
第
十

二
」
「
奥
義
第
十
三
」
「
雑
事
」
に
分
か
れ
て
い
る
。
大
冊
で
あ
り
、
ま
た
必
ず
し
も
充

分
に
整
理
さ
れ
て
い
る
と
は
云
え
な
い
が
、
神
戸
は
主
に
「
勢
法
編
」
と
　
「
意
思
編
」

を
元
に
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
お
り
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
柳
生
新
陰
流
の
勢
法
を

知
る
に
は
絶
好
の
書
で
あ
る
。

『
刀
法
録
』
は
漢
文
と
和
文
で
書
か
れ
て
い
る
。
『
柳
生
の
芸
能
』
　
で
は
、
漢
文
は
神

戸
金
七
に
よ
り
分
か
り
易
く
す
る
た
め
の
若
干
の
意
訳
を
伴
っ
た
和
文
訳
が
な
さ
れ
て

い
る
。
本
書
で
は
和
文
お
よ
び
和
文
訳
の
み
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
打
太
刀
・
使

太
刀
を
分
け
た
こ
と
、
〔
　
〕
内
は
校
訂
者
に
よ
る
こ
と
、
旧
か
な
遣
い
は
出
来
る
だ

け
改
め
た
こ
と
、
漢
字
も
可
能
な
か
ぎ
り
普
通
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の
に
改
め
た
こ
と

な
ど
、
前
書
『
柳
生
の
芸
能
』
　
と
同
様
で
あ
る
。

「
刀
全
録
」
　
の
　
「
全
」
は
「
法
」
　
の
当
て
字
な
の
で
　
「
刀
法
録
」
と
し
、
「
刈
る
」

は
意
味
上
「
切
る
」
と
し
た
。
そ
の
他
、
机
1
境
　
都
て
1
す
べ
て
　
掲
き
る
1
尽

き
る
　
避
す
、
迦
す
、
外
す
1
外
す
　
過
め
る
、
止
め
る
1
止
め
る
　
績
む
1
盗
む

捲
く
、
砕
く
1
砕
く
　
卑
い
1
低
い
、
な
ど
読
み
易
い
よ
う
に
工
夫
を
加
え
た
。

春
風
飽
文
庫
Ⅱ
　
『
新
陰
流
（
疋
田
伝
）
の
研
究
』
　
の
訂
正
箇
所

一
三
頁
　
上
段
≡
行
目
　
文
化
二
十
一
年
　
　
　
　
　
1
文
化
七
年

一
四
頁
　
上
段
一
三
行
目
　
享
保
二
十
一
年
（
一
八
三
五
）
1
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
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試
合
勢
法
　
第
一

本
伝
大
転
　
〔
柳
生
達
也
が
初
心
者
の
た
め
に
考
案
し
た
勢
法
〕
…
7

下
段

中
段

雷
刀

増
補

鮮
師
勢

城
郭
勢

城
郭
勢

三
勢

城
郭
勢

城
郭
勢

雷
刀
、
虚
を
撃
つ

同

順
　
敵
下
段

逆

愚
按
勢
法
〔
長
岡
桃
嶺
が
考
案
し
た
型
〕

一
、
相
雷
刀
　
〔
八
勢
法
〕

7

一
相
雷
刀

二
　
疾
雷
刀

三
　
疾
雷
刀

四
　
蝉
翼
刀

五
　
蝉
翼
刀

六
　
江
河
勢

す

い

し

ヤ

七
　
水
車
勢

八
　
水
車
勢

順
・
逆
ニ
ッ
打
〔
合
し
打
〕

さ
き
、
つ
ち

順
　
先
撃

二
勢

七

　

城

郭

勢

八

　

城

郭

勢

九

　

城

郭

勢

十

　

城

郭

勢

十
一
城
郭
勢

十
二
城
郭
勢

十
三
城
郭
勢

十
四
城
郭
勢

続
け
使
い

逆順続
け
使
い

順逆順逆順逆順逆

首
を
梓
ぐ
　
却
き
打

腹
を
梓
ぐ
　
流
す

拳
を
拝
ぐ
　
止
め
る

転
身

敷
け
打

足
を
拝
ぐ

手
足
を
外
す

著
け
撥
い

受
け
取
り

手
を
反
し
止
め
る

手
を
反
し
止
め
る

裏
を
梓
ぎ
撥
う

裏
を
拝
ぎ
撥
う

〔二本日〕

〔
三
本
目
〕

〔
四
本
日
〕

〔
五
本
目
〕

〔
六
本
目
〕

〔
七
本
目
〕

〔
八
本
日
〕

〔
九
本
日
〕

〔
十
本
日
〕

〔
十
一
本
日
〕

逆後
れ
打

後
れ
打

連
け
撃

1
＝
－
∴
」

先

逆
相
架
け
止
め
る

順
楯
突
け
流
す

二
、
中
段
　
〔
十
四
勢
法

十
一
本
に
ま
と
め
て
遣
う
〕
…
…
…
…
1
4

一
　
中
段
　
外
し
打
　
直
勢
　
敵
・
雷
刀
　
　
　
〔
一
本
目
〕

三
、
下
段
〔
八
勢
法
〕

一

　

朝

架

け

二

　

相

架

け

三

　

入

り

身

四

　

入

り

身

五
　
足
を
梓
ぎ
止
め
る

六
　
足
を
拝
ぎ
止
め
る

七
　
足
を
拝
ぎ
流
す

人
　
足
を
揮
ぎ
流
す



逆　順　逆　順　順　逆　順　逆

28

七　六　五　四

逆　順　逆　順

29

四
、
相
雷
刀
　
〔
十
三
勢
法
〕

一
相
架
け

二
　
相
架
け

≡　止め打

四
　
止
め
打

五
　
流
し
止
め
を
兼
ね
る

六
　
打
落
し

逆順順逆

順
逆
同
勢

七
　
打
落
し
後
、
弾
ね
る
を
止
め
る

八
　
外
し
打

九
　
外
し
て
後
、
弾
ね
る
を
止
め
る

十
外
し
て
後
、
打
落
し

お
．
り
し

十
一
座
き
打

十
二
　
下
を
打
つ
を
止
め
る
　
　
順

十
三
　
下
を
打
つ
を
止
め
る
　
　
　
逆

五
、
雷
刀
　
〔
七
勢
法
〕

一
　
城
郭
を
攻
め
る

二
　
城
郭
を
攻
め
る

三
　
足
を
打
つ

六、
・二三四五六七八

七、
二三

八、
▲二三

雷
刀
　
〔
八
勢
法
〕

下
段
を
砕
く

下
段
を
砕
く

城
郭
を
砕
く

城
郭
を
砕
く

雷
の
相
架
け
を
砕
く

雷
の
相
架
け
を
砕
く

雷
の
止
め
打
を
砕
く

雷
の
止
め
打
を
砕
く

相
宮
刀
　
〔
三
勢
法
〕

左
変

右
変

小

P

L

リ

し

足
を
坐
き
打
つ

下
段
の
相
架
け
を
打
つ

下
段
の
相
架
け
を
打
つ

下
段
の
人
身
を
打
つ

下
段
の
人
身
を
打
つ

相
雷
刀
合
し
抑
え
　
〔
三
勢
法
〕

合
し
抑
え
順
終
り

合
し
抑
え
逆
終
り

引
下
り

総
計
六
十
四
勢
法
な
り
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試
合
勢
法
　
第
二

l
、
相
雷
刀
　
〔
七
勢
法
〕

一
中
段
に
形
し
て
迎
え
る

二
青
岸
に
形
し
て
迎
え
る

三
青
岸
に
形
し
て
迎
え
る

四
中
・
下
の
間
に
形
し
て
迎
え
る

五
中
・
下
に
問
に
形
し
て
迎
え
る

六
躁
が
し
く
来
た
る
を
打
つ

七
躁
が
し
く
来
た
る
を
打
つ

直
勢
架
け
打
　
順
・
逆

順
外
し
打

逆
外
し
打

順
相
架
け
退
り
打

逆
転
身

順逆

十
七
天
の
花
車

五
、
十
太
刀
変
　
〔
二
勢
法
〕

十
八
首

十
九
拝
ぎ
入
る
を
打
つ

六
、
猿
廻
変
　
〔
二
勢
法
〕

二
〇
先

二
一
後
打
勢

七
、
1
刀
変
〔
二
勢
法
〕

二
、
相
城
郭
〔
三
勢
法
〕

l

、

古

只

ノ

　

州

九
逆
　
嶺
谷
、
敵
・
順

十
順
　
嶺
谷
、
敵
・
逆

三
、
相
下
段
　
〔
五
勢
法
〕

十
一
先
打

十
二
後
れ
打

十
三
合
し
打

二
二
弾
ね
て
後
返
り
、
ま
た
打
落
す

二
三
是
極

八
、
相
雷
刀
　
〔
三
勢
法
〕

二
四
刀
棒
に
変
ず

二
五
折
甲
に
変
ず

二
六
傭
し
打
つ

十
四
左
転

十
五
右
転

刀
背
を
執
っ
て
推
す

刀
背
を
執
っ
て
推
す

四
、
撥
草
〔
二
勢
法
〕

十
六
先
合

九
、
雷
刀
　
〔
五
勢
法
〕

二
七
撥
草
を
打
つ

二
八
擬
革
を
打
つ

二
九
十
太
刀
を
打
つ

三
〇
車
を
打
つ

三
一
車
を
打
つ

順逆逆
止
め
る

順
流
す
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右
三
十
一
勢
法
、
天
狗
抄
許
し
の
後
、
伝
え
る

小
太
刀
勢
法

一
、
小
転
下
段
要

一
下
段
変

二
後
れ
入
る

三
鉢
を
弾
ね
入
る

四
腹
を
梓
ぎ
入
る

五
腹
を
梓
ぎ
入
る

順
流
す

逆
架
け
止
め
る

六
足
を
外
す
　
順
・
逆
同
勢

七
足
を
揮
ぐ
　
架
け
流
す

三
雷
刀
転
身

四
足
を
外
す

五
足
を
外
す
　
逆

六
止
め
流
す
　
無
数

七
止
々
勢

八
、
九
中
段
を
打
つ

十
転
身
　
先
打
勢

十
一
車
に
向
か
う

十
二
弾
ね
る
を
外
す

右
、
相
伝
の
者
の
み
伝
う
べ
し

〔
二
刀
勢
法
〕

両
刀
雷
刀

二
、
小
転
雷
刀
変

一
架
け
撥
う

二
手
を
拝
ぐ
　
架
け
止
め
る

三
抗
を
揮
ぐ
　
架
け
流
す

四
腹
を
外
し
打
つ
　
順

五
腹
を
外
し
打
つ
　
逆

六
転
し
打
落
し

右
下
段
七
勢
、
雷
刀
六
勢
・
小
転
を
伝
え
た
後
こ
れ
を
授
く

六
十
一
勢
の
次
な
り

一
両
刀
雷
刀

二
同
円
曲

三
岡
下
段
の
円
曲

右
三
勢
法
、
奪
刀
法
を
伝
え
て
後
許
す
な
り

三
、
小
転
下
段
変
雷
刀

一
下
段
変
雷
刀
敵
雷
刀
　
下
同
じ

二
道
打
止
め
る
　
二
道
勢
〔
二
が
二
箇
所
あ
る
〕

〔
対
二
刀
勢
法
〕

我
れ
■
刀
、
敵
両
刀

一
火
砲
勢

二
城
郭
倫
眼
勢

三
富
刀
先
打

四
増
補
天
第
五
勢

五
同
　
天
第
四
勢

右
五
勢
、
伝
書
の
後
こ
れ
を
授
け
る



新
陰
流
兵
法
外
伝

試
合
勢
法
　
第
一

本
伝
大
転

こ
の
勢
法
は
使
太
刀
・
打
太
刀
、
長
短
同
じ
か
ら
ざ
る
覇
〔
袋
竹
刀
〕
を
用
い
る
と
い

え
ど
も
、
そ
の
実
は
長
短
に
関
せ
ざ
る
ゆ
え
に
、
と
も
に
両
手
二
尺
五
寸
の
覇
を
執
っ

て
こ
の
理
を
復
習
す
べ
し
。
こ
こ
に
挙
げ
る
と
こ
ろ
は
変
勢
の
却
き
打
な
り
。

下
段
　
変
勢
却
き
打

中
段
　
変
勢
却
き
打

雷
刀
　
変
勢
却
き
打

三
勢
と
も
遠
く
打
ち
を
敵
に
求
め
ず
、
近
く
我
が
任
豚
を
打
つ
。
目
著
は
二
星
ま
た
明

鏡
の
ご
と
く
敵
の
惣
身
を
照
ら
し
、
刃
の
物
打
に
節
を
持
し
、
撃
石
火
の
機
な
り
。

二
尺
五
寸
の
太
刀
　
柄
七
寸
・
刃
長
一
尺
八
寸

打
太
刀
片
手
に
て
斜
め
に
打
つ
。
使
太
刀
我
が
任
膝
を
却
り
打

二
星
　
　
　
敵
の
日
の
こ
と

物
打
　
　
　
太
刀
先
三
寸
の
こ
と

節

　

　

　

　

拍

子

を

も

つ

こ

と

撃
石
火
　
　
直
ち
に
打
つ
こ
と
、
剰
那
の
間
髪
も
な
き
打
ち
の
こ
と

我
が
任
腺
　
我
が
人
中
〔
身
体
の
中
心
線
〕
　
の
こ
と
、
真
申
の
こ
と

増
補

雷
刀
、
虚
を
撃
つ
　
順
敵
下
段

同

　

　

　

　

　

　

道

本
伝
は
十
文
字
の
勝
ち
を
立
て
る
と
い
え
ど
も
、
し
か
も
雷
の
落
ち
る
や
定
ま
る
処
な

き
ゆ
え
に
、
心
、
住
著
〔
居
着
く
〕
す
る
こ
と
な
く
、
時
に
よ
り
宜
し
き
を
制
す
る
こ

と
練
ら
し
む
。
ま
た
初
学
、
墜
に
打
つ
は
易
く
横
に
打
つ
は
難
し
。
よ
っ
て
横
打
を
練

ら
し
む
る
な
り
。

愚
接
〔
長
岡
桃
嶺
〕
勢
法

こ
こ
に
挙
げ
る
と
こ
ろ
の
語
は
裁
合
音
・
没
姦
昧
書
〔
と
も
に
柳
生
宗
厳
〕
・
不
捨
書

〔
柳
生
利
厳
〕
・
枝
葉
書
・
宗
錐
の
口
伝
蕃
・
武
蔵
流
の
三
十
五
條
〔
宮
本
武
蔵
『
兵

法
三
十
五
箇
条
』
〕
等
の
要
語
な
り
。
間
々
、
房
成
　
〔
桃
嶺
〕
　
が
愚
意
を
以
て
補
う
。

皆
、
勝
ち
を
制
す
る
の
法
な
り
。
見
や
す
く
せ
ん
が
た
め
多
く
原
語
を
用
い
る
。

順
・
逆
は
、
刀
を
執
っ
て
立
ち
し
時
、
鋒
、
我
が
右
に
あ
る
を
順
と
い
い
、
左
に
あ
る

を
逆
と
い
う
。
打
ち
は
右
よ
り
左
に
打
つ
を
順
、
左
よ
り
右
に
打
つ
を
逆
と
い
う
。

打
合
い
は
、
敵
刀
を
我
が
左
に
避
け
開
く
を
順
合
し
と
い
い
、
右
に
避
け
開
く
を
適
合

し
と
い
う
。

「
相
雷
刀
〔
八
勢
法
〕

一
相
雷
刀
　
順
・
逆
二
つ
打

使
太
刀
・
打
太
刀
と
も
境
外
に
お
い
て
右
足
を
前
に
し
て
雷
刀
に
立
つ
。

双
方
、
相
が
か
り
に
右
足
よ
り
進
む
。

打
太
刀
　
刃
境
に
い
た
り
首
を
打
つ
。
〔
右
足
〕

使
太
刀
　
順
に
合
し
て
雷
刀
に
上
げ
、
左
足
を
前
に
す
。

打
太
刀
　
ま
た
打
つ
。
〔
左
足
〕

使
太
刀
　
逆
に
合
し
て
雷
刀
に
上
げ
、
右
足
を
前
に
す
。

こ
れ
元
は
転
し
間
蔵
の
一
種
に
し
て
昔
の
試
合
な
り
。



第　第　第

五　四　三

意
思
　
〔
長
岡
桃
嶺
に
よ
る
考
察
〕

今
こ
の
勝
つ
形
を
挙
げ
て
一
勢
法
と
な
す
な
り
。

順
・
逆
二
つ
打
、
合
し
乗
る
打
ち
な
り
。
一
調
子
な
り
。
後
の
打
ち
は
逆
勢
を
略
し

て
続
け
使
う
も
の
な
り
。
こ
の
勢
法
を
以
て
中
庸
五
箇
の
身
を
習
わ
す
。
一
に
軌
く
。

直
立
身
、
四
方
正
面
。
二
に
日
く
。
高
大
の
勢
、
盛
大
の
気
。
三
に
日
く
。
足
を

臍
下
　
〔
へ
そ
の
下
〕
　
よ
り
使
い
脚
掌
を
以
て
踏
む
。
四
に
日
く
。
打
つ
時
、
人
中

〔
身
体
の
中
心
線
〕
を
失
わ
ず
。
五
に
日
く
。
打
っ
て
後
、
初
め
の
ご
と
く
直
立
つ
。

こ
れ
始
め
な
く
終
り
な
し
。
循
環
端
無
き
意
、
流
水
の
流
れ
る
所
、
こ
れ
源
の
意
な
り
。

中
庸
五
箇
の
身
儲
か
ら
ず
、
侍
ら
ず
、
過
不
及
な
き
を
中
と
い
う
。

第
一

第
二

膚
は
常
な
り
、
易
ら
ざ
る
な
り
。

直
立
た
る
身
　
四
方
正
面

達
翁
〔
柳
生
達
也
〕
　
の
中
身
ま
た
四
方
面
、
ま
た
面
向
不
背
、

ま
た
後
は
腹
の
面

高
に
高
を
懸
か
る
事

高
き
構
え
に
弥
高
く
の
意
。
中
段
よ
り
上
は
か
さ
を
と
る
意

足
を
臍
の
下
よ
り
使
い
、
踏
む
事

位
を
放
っ
て
打
込
む
時
、
筋
を
外
さ
ざ
る
事

打
込
み
て
な
お
始
め
の
ご
と
く
直
立
つ
事

三
重
五
重
の
意
　
つ
き
ぬ
意

流
水
そ
の
処
、
水
上
　
始
終
無
し
と

瑞
公
の
御
工
夫
、
余
は
み
な
不
捨
書
〔
柳
生
利
厳
〕
　
の
意
な
り
。
当
今
の
教
え
の
急
務

な
り
。
（
瑞
公
は
尾
張
二
代
藩
主
光
友
先
師
の
こ
と
）

流
水
の
位
　
付
り
、
そ
の
処
、
水
上
の
心
持

流
水
、
そ
の
処
水
上
、
こ
れ
は
流
れ
る
水
の
源
と
あ
り
て
千
万
里
に
流
る
ゆ
え
に
、
そ

の
処
を
源
と
し
始
め
と
し
、
尽
き
ぬ
処
を
使
う
意
な
り
。
打
た
れ
る
時
は
揚
げ
お
る
処

が
始
め
な
り
。
ま
た
揚
げ
た
る
時
は
打
ち
た
る
処
が
始
め
な
り
。
何
処
に
て
も
そ
の
処

が
始
め
と
な
る
こ
と
な
り
。
そ
の
処
に
残
心
あ
り
。
別
に
残
心
と
云
う
事
な
し
。

二
　
疾
雷
刀
　
順
先
撃

三

　

　

岡

　

　

逆

便
太
刀
・
打
太
刀
と
も
前
の
通
り
雷
刀
に
立
つ
。

使
太
刀
　
間
境
に
て
上
体
を
残
し
、
左
足
を
盗
み
右
足
を
踏
み
込
み
、
打
太
刀
の
左
手

を
順
に
先
撃
ち
す
る
。

逆は、

使
太
刀
　
右
足
を
盗
み
左
足
を
大
い
に
踏
み
込
み
、
右
手
を
逆
に
先
打
ち
す
る
。

意
思

こ
れ
い
わ
ゆ
る
疾
雷
、
耳
を
掩
う
に
及
ば
ず
、
迅
電
、
日
を
瞑
る
に
及
ば
ず
の
意
な
り
。

相
雷
刀
先
撃
と
あ
り
。
こ
れ
を
疾
雷
刀
と
名
づ
け
る
。
一
批
研
、
腕
よ
り
首
に
至
る
。

一
打
三
足
、
無
尽
の
打
ち
、
絶
法
の
打
ち
、
没
玄
味
〔
起
こ
り
が
見
え
な
い
〕
の
打
ち
、

こ
の
三
つ
を
練
る
も
の
な
り
。
高
き
に
向
か
っ
て
脚
下
を
忘
れ
る
こ
と
な
か
れ
。
枝
葉

書
に
云
う
、
雷
刀
に
し
て
敵
を
見
下
し
進
む
と
も
、
必
ず
眼
、
東
南
に
あ
り
で
、
意
は

西
北
に
あ
り
。
一
思
一
志
に
著
く
〔
居
付
く
〕
こ
と
な
か
れ
。
手
の
下
が
る
は
悪
し
く
、

ま
た
水
月
の
内
に
入
り
て
は
先
々
の
位
よ
し
。
ま
た
敵
の
萌
す
心
を
勝
つ
。
ま
た
よ
く

水
月
を
越
す
を
以
て
善
し
と
な
す
。
ま
た
厳
〔
柳
生
利
厳
〕
日
く
、
そ
の
位
悪
し
と
い

え
ど
も
先
、
そ
の
位
苦
し
と
い
え
ど
も
、
敵
に
使
わ
れ
る
を
悪
し
と
な
す
。
そ
の
位
悪

し
と
い
え
ど
も
速
や
か
に
勝
つ
を
善
と
す
。
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鳳
帆
の
位
　
付
り
、
弓
腰
の
位

撃
電
の
位
　
付
り
、
不
尋
の
位

瑞
公
〔
徳
川
光
友
〕
　
の
御
工
夫
な
り
。
こ
れ
は
帆
に
風
を
受
け
て
少
し
も
た
る
み
緩
む

処
な
く
ス
ラ
ス
ラ
と
狼
を
蹴
立
て
て
進
む
処
な
り
。
弓
腰
と
は
腰
に
力
を
取
る
こ
と
な

り
。
聾
電
と
は
ひ
く
い
な
づ
ま
の
こ
と
に
て
、
風
帆
の
位
よ
り
一
打
三
足
、
先
に
切
り

付
け
る
勢
い
、
日
を
つ
む
る
ひ
ま
も
な
き
打
ち
な
り
。
不
尋
の
位
と
は
、
敵
を
う
か
が

っ
て
出
で
ざ
る
こ
と
な
り
。

∵
　
∴
∵
…
∴

澱
隠
忍
通∴

ヽ

1

腐
■－

■

　

′

．

・

「

≠

　

Y

J

で

〆

、
刷
■
風
と
叔

－
パ
ブ

ー

〆

四
　
蝉
巽
刀
　
後
れ
打
　
逆
相
架
け
止
め
る

使
太
刀
・
打
太
刀
と
も
宙
刀
に
立
ち
て
相
が
か
り
に
懸
か
る
こ
と
前
に
同
じ
。

使
太
刀
　
間
境
に
て
左
足
を
前
に
し
、
上
体
を
前
に
懸
か
る
。

打
太
刀
　
浅
く
頭
に
打
つ
。

便
太
刀
　
上
体
を
そ
ら
し
て
外
し
、
打
太
刀
の
頭
を
打
つ
。

打
太
刀
　
受
け
て
便
太
刀
の
頭
を
打
つ
。

便
太
刀
　
逆
に
相
架
け
止
め
、
打
太
刀
の
左
腕
に
勝
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
打
つ
。

使
太
刀
　
順
に
架
け
止
め
て
左
腕
に
勝
つ
。

打
太
刀
　
左
足
に
来
た
る
。

便
太
刀
　
受
け
止
め
て
打
太
刀
の
左
腕
に
勝
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
右
足
を
打
つ
。

便
太
刀
　
受
け
止
め
て
右
腕
に
勝
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
頭
に
来
た
る
。

使
太
刀
　
二
本
相
架
け
止
め
。

埠
掌
刀l

・

ト

ム

一

◆

　

1

毎
㌦
電
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五
　
蝉
巽
刀
　
後
れ
打
　
順
相
架
け
流
す

前
に
同
じ
。
右
足
を
前
に
し
、
順
に
二
本
相
懸
け
流
し
、
足
二
本
相
架
け
流
し
、
後

二
本
、
頭
に
来
た
る
を
相
架
け
流
し
。

意
思

こ
れ
い
わ
ゆ
る
相
離
れ
る
こ
と
蝉
翼
〔
蝉
の
羽
、
薄
い
こ
と
の
た
と
え
〕
　
の
ご
と
き

意
な
り
。
敵
の
鋒
と
我
が
身
と
相
去
る
こ
と
蝉
翼
を
隔
て
る
が
ご
と
し
と
云
う
。
少

し
頭
身
を
却
き
避
け
て
乗
る
も
の
な
り
。
弧
雁
出
群
の
勢
な
り
。
越
す
拍
子
な
り
。

越
し
て
勝
つ
習
い
な
り
。
待
つ
心
、
懸
に
あ
り
、
進
み
挑
み
て
動
く
を
待
つ
。

ま
た
遠
々
の
位
、
ま
た
其
位
上
詰
、
方
法
と
号
す
の
意
、
ま
た
宗
姫
の
書
に
云
う
、
水

月
は
よ
く
越
さ
ざ
る
を
以
て
よ
く
越
す
と
な
す
。
越
さ
ざ
る
所
、
こ
れ
先
々
の
迎
え
な

り
。
越
さ
ざ
る
所
の
位
な
り
。
こ
の
意
ま
た
味
わ
う
べ
し
。
ま
た
五
七
候
〔
宮
本
武
蔵

『
兵
法
三
十
五
箇
条
』
〕
に
云
う
、
敵
の
動
き
の
跡
〔
以
下
「
後
」
と
す
る
〕
を
打
つ
、

こ
れ
二
の
越
し
と
云
う
も
の
な
り
。
ま
た
剣
を
踏
む
意
、
こ
れ
左
足
を
以
て
敵
の
打
ち

の
止
ま
る
と
こ
ろ
を
麒
む
意
、
ま
た
打
つ
と
示
し
て
太
刀
は
後
よ
り
打
つ
意
、
ま
た
身

は
進
む
身
に
し
て
足
と
心
と
を
残
し
、
ぬ
け
ず
・
は
ら
ず
、
敵
の
心
を
動
か
す
。
こ
れ

皆
味
わ
う
べ
し
。
心
や
や
萌
す
と
き
は
則
ち
そ
の
機
己
に
露
わ
れ
る
。

相
懸
け
、
順
・
逆
〔
「
相
懸
け
」
と
は
、
敵
が
打
っ
て
く
る
太
刀
を
受
け
る
の
で
は
な

く
、
こ
ち
ら
か
ら
積
極
的
に
当
た
っ
て
い
く
こ
と
を
い
う
〕

逆
は
相
懸
け
止
め
を
習
い
、
順
は
流
し
を
習
う
な
り
。
敵
、
拳
を
羨
う
時
は
、
相
架

け
止
め
は
速
や
か
に
拳
を
下
げ
て
揮
ぎ
、
肘
を
羨
う
時
、
相
架
け
流
し
は
疾
く
鉾
を

下
げ
て
巻
く
な
り
。
相
架
け
は
す
べ
て
当
た
る
拍
子
に
し
て
、
受
け
る
の
み
な
れ
ば
、

砕
か
れ
る
こ
と
あ
り
。

刀
を
使
う
時
は
通
身
よ
り
使
い
、
拳
を
以
て
刀
を
使
う
こ
と
な
か
れ
。
太
刀
は
身
と

離
れ
る
こ
と
な
か
れ
。
ま
た
身
、
刀
中
に
入
る
が
よ
し
。
相
架
け
止
め
、
敵
、
足
を

打
つ
時
、
打
止
め
る
意
な
り
。
或
い
は
外
し
て
越
し
勝
つ
。
止
め
ん
と
欲
す
る
時
は
手

を
打
た
れ
る
を
戒
し
む
。
ゆ
え
に
敵
の
拳
を
打
止
め
る
意
あ
り
。
相
架
け
流
し
は
触
れ

か
か
る
意
な
り
。

真
の
位
上
詰
　
こ
れ
は
没
玄
昧
書
の
語
な
り
。

瑞
公
の
引
き
玉
う
所
な
り
。
遠
々
の
位
、
越
す
拍
子

後
は
下
の
水
草
な
り
。
相
架
け
は
当
た
る
拍
子

ま
た
身
、
刀
中
に
入
る
。

畿
農

●
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六
　
江
河
勢
　
連
け
撃

こ
れ
い
わ
ゆ
る
尽
き
ざ
る
こ
と
江
河
の
ご
と
き
〔
孫
子
〕
意
な
り
。

使
太
刀
・
打
太
刀
　
墳
外
に
て
雷
刀
に
立
ち
、
進
む
こ
と
前
の
如
し
。

打
太
刀
　
刃
境
に
て
頭
を
打
つ
。

便
太
刀
　
順
に
合
し
乗
る
。

打
太
刀
　
足
を
払
う
。

便
太
刀
　
右
足
を
引
き
外
し
同
時
に
首
を
打
ち
、
雷
刀
に
揚
げ
る
。

意
思

相
雷
刀
重
ね
撃
、
こ
れ
を
江
河
勢
と
名
付
く
。
三
重
五
重
は
打
っ
て
弾
ね
る
の
み
の

教
え
に
あ
ら
ず
。
打
連
ね
て
幾
つ
も
重
ね
打
つ
の
意
あ
り
。
こ
の
意
は
相
合
し
て
勝

ち
を
得
ざ
る
と
き
打
つ
も
の
な
り
。
す
べ
て
合
し
打
は
手
を
打
た
れ
ざ
る
用
心
、
肝

要
な
り
。
手
を
打
た
れ
ざ
る
方
法
は
近
く
打
つ
こ
と
な
り
。
延
び
て
遠
く
打
つ
と
き

は
中
る
。
し
か
れ
ど
も
歌
に
云
う
。

嶺
谷
を
勝
た
ん
と
ば
か
り
思
い
な
ば

過
不
及
あ
る
ぞ
時
に
し
た
が
え

初
学
は
よ
く
乗
る
こ
と
善
し
。
打
た
れ
て
勝
つ
意
な
り
。
す
べ
て
身
を
離
れ
る
構
え

（
雷
刀
・
撥
草
・
順
逆
の
車
）
は
一
調
子
に
勝
つ
な
り
。

こ
の
後
の
打
ち
（
足
を
打
つ
も
の
は
）
、
避
け
て
越
し
勝
つ
も
の
な
り
。

浮
足
の
位
　
付
り
、
腰
の
位
　
三
重
・
五
重

浮
き
足
は
瑞
公
の
御
工
夫
。
三
重
・
五
重
も
ま
た
引
き
た
ま
う
処
な
り
。

浮
足
と
は
、
打
ち
た
る
時
は
五
ケ
の
身
に
て
前
の
膝
に
身
を
持
た
せ
居
れ
ど
も
、
前
足

へ
来
た
る
時
は
必
ず
外
す
意
あ
る
ゆ
え
、
浮
足
の
意
な
り
。
こ
の
心
な
け
れ
ば
足
に
来

た
る
と
き
外
し
が
た
き
な
り
。
ゆ
え
に
腰
に
拍
子
を
持
つ
こ
と
。
三
重
・
五
重
は
い
く

つ
も
続
け
て
打
っ
て
尽
き
ぬ
意
な
り
。
一
調
子
は
合
し
打
を
云
う
な
り
。

す

い

し

ヤ

せ

い

七
　
水
車
勢
　
合
し
打

使
太
刀
・
打
太
刀
　
境
外
に
立
ち
、
進
む
こ
と
前
の
如
し
。

打
太
刀
　
頭
を
打
つ
。

使
太
刀
　
合
し
打
つ
。

打
太
刀
　
身
を
引
き
億
太
刀
の
首
を
打
つ
。

使
太
刀
　
順
に
相
架
け
止
め
、
打
太
刀
の
腕
を
打
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
打
つ
。

便
太
刀
　
逆
に
相
架
け
、
腕
を
打
つ
。

打
太
刀
　
拳
を
打
つ
。

使
太
刀
　
拳
を
梓
ぎ
て
打
太
刀
の
腕
を
打
つ
。
順
・
逆
二
本

打
太
刀
　
ま
た
頭
を
打
つ
。

使
太
刀
　
相
架
け
止
め
腕
を
打
つ
。
順
・
逆
二
本

八
水
車
勢
先
　
子
刀
あ
り
、
右
を
拝
ぎ
左
を
揮
ぐ
。

我
〔
使
太
刀
〕
　
先
に
敵
の
左
腕
を
打
つ
。

敵
〔
打
太
刀
〕
　
少
し
頭
身
を
却
け
、
こ
れ
を
さ
け
ん
と
し
て
後
、
我
が
首
を
打
つ
。

我
　
疾
く
拳
を
以
て
鉢
を
は
ね
上
げ
相
架
け
打
つ
。

敵
　
ま
た
打
つ
。

我
　
ま
た
相
架
け
流
す
。

敵
　
ま
た
打
つ
。

我
　
相
架
け
流
す
。

敵
　
拳
を
打
つ
。

我
　
刀
を
引
き
拳
を
防
ぐ
。
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敵
　
裏
を
払
う
。

我
　
上
へ
抜
き
越
し
て
敵
の
拳
を
打
ち
、
雷
刀
に
取
り
揚
げ
る
。

意
志

こ
れ
、
撃
梓
、
〔
撃
っ
た
り
揮
い
だ
り
〕
巻
静
〔
巻
い
た
り
伸
ば
し
た
り
〕
循
環
端

無
く
、
水
車
の
、
水
に
随
つ
て
転
ず
る
が
如
き
に
よ
っ
て
名
付
く
。

打
っ
て
打
た
れ
、
打
た
れ
て
勝
つ
は
外
な
り
。
内
に
入
る
は
、
打
っ
て
勝
ち
、
打
た

れ
て
勝
つ
位
。
こ
れ
後
の
、
水
車
の
、
波
に
随
っ
て
転
ず
る
が
ご
と
し
。
よ
っ
て
名

付
く
。
一
の
著
眼
は
嶺
谷
に
勝
つ
こ
と
な
り
。
方
法
坂
二
　
こ
れ
衆
妙
の
門
、
敵
に

打
ち
か
ぶ
せ
て
勝
ち
、
ま
た
上
を
残
し
下
を
盗
む
、
左
足
な
り
。

ま
た
敵
に
近
づ
く
べ
く
敵
を
近
づ
け
る
べ
か
ら
す
。
こ
れ
相
架
け
、
或
い
は
転
じ
て

腹
足
を
打
つ
。
ま
た
敵
の
腹
足
を
打
つ
に
応
じ
て
こ
れ
を
と
ど
め
、
こ
れ
を
流
し
こ

れ
を
外
す
法
は
、
後
撃
の
逆
勢
は
足
を
打
つ
を
打
下
ろ
し
て
と
ど
む
。
同
じ
く
順

勢
は
足
を
打
つ
を
架
け
流
す
。
ま
た
重
ね
撃
勢
は
足
を
打
つ
を
外
す
。
ま
た
こ
の
合

し
打
勢
は
拳
を
打
つ
を
と
ど
め
打
つ
。
ま
た
こ
の
先
打
勢
は
拳
を
打
つ
を
外
し
、
打

つ
先
は
初
め
相
架
け
、
拳
を
以
て
鋒
を
挙
げ
て
弾
ね
懸
か
る
な
り
。
こ
れ
当
た
る
拍

子
な
り
。
ま
た
右
肩
を
打
つ
も
の
に
は
鋒
を
垂
れ
、
架
け
流
し
勝
つ
な
り
。

立
合
の
位
　
付
り
、
気
ウ
ツ
ス
位

こ
れ
も
ま
た
、
公
の
御
工
夫
な
り
。
始
め
我
が
虚
霊
不
味
〔
無
心
〕
　
の
鏡
に
敵
の
争
う

気
を
う
つ
し
、
敵
の
鏡
に
我
が
処
女
を
う
つ
す
な
り
。
か
く
の
如
く
虚
霊
な
ら
ざ
れ
ば
、

水
車
の
事
に
随
っ
て
転
ず
る
が
如
く
は
な
ら
ざ
る
な
り
。
水
車
は
無
心
に
し
て
自
ず
か

ら
よ
く
転
ず
。
ま
た
歌
に
、

自
ず
か
ら
澄
め
る
も
の
か
ら
う
つ
る
と
は

月
も
思
わ
ず
水
も
の
ぼ
ら
ず
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同
意
な
り
。
ま
た
打
た
れ
て
勝
つ
は
外
な
り
。
合
し
て
打
っ
て
勝
つ
は
内
な
り
。
先
は

こ
れ
懸
り
口
、
三
箇
の
意
な
り
。

註
　
こ
れ
は
虚
霊
不
味
の
位
な
り
。
ゆ
え
に
立
合
の
始
め
、
我
が
心
の
鏡
に
敵
の
気

を
移
し
、
我
が
処
女
の
如
き
気
形
を
敵
に
う
つ
す
こ
と
な
り
。
ま
た
迎
え
は
、

我
が
打
つ
と
云
う
気
を
う
つ
す
こ
と
な
り
。

「
処
女
」
は
孫
子
の
字
、
体
ゆ
る
や
か
な
れ
ば
、
や
わ
ら
か
に
よ
わ
よ
わ
と
見

え
る
こ
と
な
り
。

「
懸
り
口
三
筒
の
大
事
」
は
戟
合
書
に
詳
し
。

右
八
勢
法
は
試
合
勢
法
の
も
と
を
な
す
も
の
に
て
、
こ
の
基
本
勢
法
は
そ
の
意
を
よ

く
熟
読
玩
味
し
、
朝
夕
表
木
を
打
っ
て
独
り
稽
古
を
す
る
外
、
或
い
は
相
手
あ
ら
ば

互
い
に
交
代
し
て
十
分
錬
磨
す
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。



14

二
、
中
　
段
〔
十
四
勢
法
を
十
一
勢
法
に
続
け
て
遣
う
〕

〔
中
段
一
本
目
〕

l
中
段
　
手
を
推
す
直
勢
、
敵
雷
刀

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
中
段
直
勢
に
構
え
、
相
が
か
り
に
進
む
。

打
太
刀
　
間
境
に
て
拳
に
打
ち
来
た
る
。

便
太
刀
　
上
に
外
し
打
太
刀
の
首
を
打
つ
。

打
太
刀
　
受
け
て
便
太
刀
の
首
を
打
つ
。

使
太
刀
　
相
架
け
流
し
、
打
太
刀
の
腕
に
勝
つ
。
架
け
流
し
二
本
遣
う
。

手
を
挙
げ
て
敵
の
打
ち
を
外
す
。
こ
れ
を
大
詰
の
外
し
と
謂
う
。
こ
の
勝
ち
な
り
。

抜
け
越
し
勝
ち
越
す
拍
子
な
り
。
始
め
腕
を
餌
に
飼
う
意
、
太
刀
連
な
り
。
連
れ
拍

子
の
放
れ
て
連
れ
る
習
い
な
り
。

腕
を
香
餌
に
飼
い
て
仕
懸
け
、
大
詰
の
外
し
懸
け
に
好
き
事
こ
れ
あ
り
と
云
ゝ
ま
息
な
り
。

大
詰
の
外
し
と
は
手
上
げ
て
外
し
打
つ
を
云
う
。

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

僚
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

註

身
を
却
き
て
拳
を
打
止
め
、
ま
た
城
郭
に
構
え
迎
え
る
。

首
を
打
つ
。

順
に
当
た
り
逆
に
架
け
流
す
。

ま
た
首
を
打
つ
。

逆
に
当
た
り
順
に
相
架
け
流
す
。

腹
を
打
つ
。

順
に
当
た
り
逆
に
架
け
流
す
。

ま
た
腹
を
打
つ
。

逆
に
当
た
り
順
に
架
け
流
す
。

ま
た
拳
を
打
つ
。

順
に
打
止
め
て
、
逆
に
打
太
刀
が
雷
刀
に
上
げ
る
腕
を
打
つ
。

ま
た
便
太
刀
の
拳
を
打
つ
。

ま
た
逆
に
打
止
め
て
、
順
に
打
太
刀
の
腕
に
勝
つ
。

打
太
刀
は
雷
刀
よ
り
打
つ
の
み
に
て
、
た
だ
太
刀
を
上
げ
下
げ
す
れ
ば
よ
し
。

足
ど
り
は
相
互
交
代
に
使
い
、
順
の
と
き
は
右
足
前
、
逆
の
と
き
は
左
足
前
に

す
る
を
基
本
と
す
。
も
っ
と
も
錬
磨
向
上
の
人
は
別
な
り
。

〔
中
段
二
本
目
〕

二
城
郭
勢
　
順
首
を
拝
ぐ

三

　

同

　

　

　

腹

を

拝

ぐ

　

流

す

四

　

同

　

　

　

拳

を

拝

ぐ

　

止

め

る

三
勢
続
け
使
い

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
中
段
、
城
郭
に
て
相
が
か
り
に
進
む
。

打
太
刀
　
間
境
に
て
便
太
刀
の
拳
を
打
つ
。

意
思

こ
の
三
勢
続
け
使
う
。
青
岸
の
勝
を
開
く
勢
、
間
隙
無
き
こ
と
城
郭
に
入
る
が
如
し
。

よ
っ
て
名
付
く
。

古
来
相
伝
の
身
形
五
箇
の
意
な
り
。

中
段
城
郭
、
こ
れ
に
よ
っ
て
昔
の
五
箇
の
身
を
習
う
も
の
な
り
。
身
を
太
刀
の
中
に

蔵
す
の
教
え
な
り
。
間
隙
な
き
も
の
な
り
。
そ
の
道
を
塞
ぐ
風
体
な
り
。
上
は
近
く

下
は
遠
く
す
。
鉾
を
敵
の
肩
に
当
て
る
。



＼＼＼、、h

山∫　＿＿．－＿＿　＿＿　．

打　使　打　使　打

太　太　太　太　太

刀　刀　刀　刀　刀

15

瑞
公
御
工
夫
　
梅
樹
の
位

こ
れ
は
梅
の
枝
が
横
へ
茂
り
出
て
、
近
づ
か
ん
と
す
れ
ば
、
目
を
突
き
そ
う
な
意
な
り
。

味
わ
う
べ
し
。

ま
た
遠
山
、
左
の
首
の
根
、
肩
の
中
な
り
。
城
郭
構
え
太
刀
先
の
付
け
処
な
り
。

ま
た
進
退
不
定
の
足
と
い
う
こ
と
あ
り
。

こ
れ
関
を
越
さ
れ
ず
敵
を
牽
き
出
す
も
の
な
り
。
越
さ
ざ
る
所
、
先
々
の
迎
え
な
り
。

こ
の
意
ま
た
そ
の
道
を
塞
ぐ
風
体
に
通
ず
。

こ
の
勢
法
、
約
し
て
云
え
ば
、
初
め
は
架
け
止
め
、
却
き
打
、
次
は
架
け
流
し
、
終
り

は
引
き
止
め
な
り
。

〔
中
段
三
本
目
〕

五
城
郭
勢
　
逆
転
身

六
　
同
　
　
順
著
け
打

二
勢
、
続
け
使
い

同
節
、
打
っ
て
待
つ
。
或
い
は
進
退
を
な
す
。

打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

雷
刀

逆
城
郭
、
相
が
か
り
に
進
む
。

首
へ
深
く
打
ち
来
た
る
。

逆
に
当
た
り
脂
に
角
か
け
て
足
を
立
て
替
わ
り
、
架
け
流
し
、
打
太
刀
の
左

腕
に
勝
つ
。

ま
た
首
へ
打
ち
来
た
る
。

打
太
刀
の
右
に
転
じ
て
順
に
当
た
り
、
逆
に
胴
に
架
け
打
つ
。

ま
た
打
ち
来
た
る
。

逆
に
当
た
り
、
順
に
打
太
刀
の
左
腕
に
架
け
流
し
勝
つ
。

ま
た
打
つ
。
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使
太
刀
　
そ
の
ま
ま
順
に
著
け
打
つ
こ
と
二
本
。
三
本
目
に
打
太
刀
の
右
腕
に
太
刀
を

廻
し
て
打
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
首
へ
打
ち
来
た
る
。

便
太
刀
　
逆
に
当
た
り
逆
に
打
太
刀
の
右
腕
に
付
け
打
つ
。

意
思

こ
れ
身
を
変
わ
る
習
い
な
り
。
昔
の
、
近
き
に
は
遠
き
の
教
え
、
思
う
べ
し
。

附
け
打
ち
と
は
、
受
け
て
刀
を
反
さ
ず
手
に
附
く
太
刀
連
な
り
。

初
め
は
流
し
、
後
は
止
め
る
な
り
。

逆
城
郭
は
強
く
刀
を
打
た
れ
る
と
き
は
落
し
易
く
戒
む
べ
し
。
拇
指
・
食
指
、
用
意

し
て
強
く
握
り
、
敵
の
太
刀
に
当
た
る
意
あ
り
。

近
き
に
遠
き
と
は
、
調
子
に
の
り
隅
か
け
て
の
き
打
つ
の
意
な
り
。

水
上
の
胡
虚
子
〔
ひ
ょ
う
た
ん
〕
、
捺
著
す
れ
ば
即
ち
転
ず

こ
れ
は
水
に
浮
き
居
る
ふ
く
べ
を
押
せ
ば
ヒ
ョ
ツ
と
脇
へ
の
き
、
押
せ
ば
ヒ
ョ
ツ
と
の

く
ご
と
く
転
化
す
る
こ
と
な
り
。

〔
中
段
四
本
目
〕

七
城
郭
勢
　
順
足
を
拝
ぐ

打
太
刀
　
順
に
足
を
打
つ
。

使
太
刀
　
鋒
を
下
げ
て
順
に
受
け
止
め
、
打
太
刀
の
右
腕
に
順
に
廻
刀
し
て
逆
に
打
つ
。

麻
鵬
絹
針
　
了

打
太
刀

便
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

雷
刀

順
城
郭
に
し
て
相
が
か
り
に
進
む
。

間
境
よ
り
拳
を
打
つ
。

順
に
受
け
止
め
る
。

裏
を
打
つ
。

す
く
い
上
げ
る
ご
と
く
鉾
を
下
げ
て
受
け
止
め
る
。
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〔
中
段
五
本
目
〕

八
城
郭
勢
　
逆
手
足
を
外
す

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
逆
城
郭
に
し
て
相
が
か
り
に
進
む
。

打
太
刀
　
間
境
に
て
使
太
刀
の
拳
を
打
つ
。

使
太
刀
　
足
を
立
て
替
え
左
足
を
半
歩
引
い
て
右
足
を
大
い
に
踏
み
込
み
、
打
太
刀
の

首
を
真
直
ぐ
に
打
つ
。

打
太
刀
　
逆
に
当
た
り
、
順
に
使
太
刀
の
横
面
を
打
つ
。

便
太
刀
　
順
に
当
た
り
受
け
、
逆
に
打
太
刀
の
右
腕
を
打
つ
。

打
太
刀
　
逆
に
便
太
刀
の
足
を
打
つ
。

便
太
刀
　
逆
に
受
け
止
め
て
、
順
に
打
太
刀
の
左
腕
に
勝
つ
。

意
思

こ
れ
高
き
を
見
て
低
き
を
忘
れ
ず
と
な
り
。
ま
た
止
め
る
は
難
し
。
よ
っ
て
止
め
る

を
練
る
も
の
な
り
。
ま
た
足
を
揮
ぐ
時
、
手
を
高
く
近
く
し
て
両
手
を
用
心
し
て
よ

く
見
分
け
、
止
め
る
な
り
。
ま
た
遠
く
に
は
近
く
の
意
、
後
の
打
ち
に
あ
り
。

逆
勢
は
、
こ
れ
低
き
よ
り
高
き
に
昇
り
、
高
き
よ
り
低
き
に
下
が
る
。
順
勢
と
勢
を

互
い
に
す
。
高
曲
の
心
、
低
く
仕
か
け
て
越
し
て
高
く
勝
つ
。

〔
中
段
六
本
目
〕

九
城
郭
勢
　
順
著
け
撥
い

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
順
城
郭
、
相
が
か
り
に
懸
か
る
。

打
太
刀
　
間
境
に
て
首
を
打
つ
。

便
太
刀
　
付
け
の
る
拍
子
に
の
り
、
刃
の
背
に
て
手
前
に
落
し
、
打
太
刀
の
左
腕
を
順

に
引
き
切
り
て
却
く
。

打
太
刀
　
首
に
来
た
る
。

便
太
刀
　
順
に
当
た
り
逆
に
打
太
刀
の
右
腕
に
勝
つ
。

〔
中
段
七
本
目
〕

十
城
郭
勢
　
逆
受
け
取
り

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
逆
城
郭
に
し
て
相
が
か
り
に
進
む
。

打
太
刀
　
間
境
よ
り
首
を
深
く
打
つ
。

使
太
刀
　
当
た
る
拍
子
を
以
て
打
太
刀
の
双
手
を
抱
き
上
げ
る
ご
と
く
入
り
身
す
る
。

意
思

順
逆
、
勢
を
互
い
に
す
。
近
々
の
教
え
、
太
刀
間
三
尺
の
教
え
ま
た
思
う
べ
し
。
著

け
沸
い
は
付
け
る
拍
子
な
り
。
受
け
取
る
時
は
則
ち
無
刀
の
心
な
り
。
ま
た
大
調
子

に
向
か
う
と
き
は
小
調
子
、
ま
た
拳
を
取
っ
て
拳
を
取
る
事
を
見
る
事
な
か
れ
。
速

や
か
に
撞
く
善
し
。
ま
た
離
れ
際
の
打
ち
は
拝
ぎ
打
な
り
。
こ
れ
は
こ
れ
離
れ
て
勝

つ
意
な
り
。
先
を
緩
む
る
こ
と
な
か
れ
。
ま
た
こ
の
著
け
撥
い
勝
ち
は
城
郭
勢
の
本

意
な
り
。

〔
中
段
八
本
目
〕

十
一
城
郭
勢
　
順
手
を
反
し
止
め
る

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
順
城
郭
に
立
ち
、
双
方
よ
り
進
み
よ
る
。

打
太
刀
　
刃
境
よ
り
使
太
刀
の
裏
を
逆
に
打
つ
。

使
太
刀
　
手
を
反
し
て
逆
に
止
め
、
順
に
打
太
刀
の
左
腕
を
打
つ
。
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打
太
刀
　
首
に
打
ち
来
た
る
。

使
太
刀
　
順
に
当
て
、
逆
に
打
太
刀
の
右
腕
を
打
つ
。

〔
中
段
九
本
目
〕

十
二
城
郭
勢
　
逆
手
を
反
し
止
め
る

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
逆
城
郭
に
て
立
ち
、
双
方
よ
り
進
み
よ
る
。

打
太
刀
　
使
太
刀
の
裏
を
打
つ
。

便
太
刀
　
手
を
反
し
て
止
め
、
逆
に
打
太
刀
の
右
腕
を
打
つ
。

打
太
刀
　
首
に
打
ち
来
た
る
。

便
太
刀
　
逆
に
当
た
り
順
に
打
太
刀
の
左
腕
に
勝
つ
。

意
思

手
を
反
し
裏
を
止
め
る
も
の
は
順
な
ら
ず
と
い
え
ど
も
、
時
あ
り
て
用
い
る
ゆ
え
に
、

備
え
て
変
動
自
在
を
求
め
し
む
。
ま
た
昔
の
教
え
に
、
遠
山
逆
打
の
意
あ
り
。
遠
山

逆
打
は
敵
、
触
刃
墳
外
よ
り
打
つ
ゆ
え
に
合
し
て
勝
つ
、
こ
れ
是
れ
に
似
た
り
。

後
の
打
ち
は
低
き
よ
り
高
き
に
昇
る
。
疾
く
当
た
る
拍
子
な
り
。

遠
山
、
逆
打
の
意
　
こ
れ
右
の
肩
先
へ
打
ち
来
た
ら
ば
極
意
と
勝
つ
べ
し
の
意
な
り
。

〔
中
段
十
本
目
〕

十
三
城
郭
勢
　
順
裏
を
拝
ぎ
撥
う

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
順
城
郭
、
双
方
よ
り
進
み
よ
る
。

打
太
刀
　
触
刃
境
よ
り
裏
を
強
く
打
っ
て
迫
る
。

使
太
刀
　
鉢
を
下
げ
拳
を
上
げ
て
順
に
受
け
と
め
、
速
や
か
に
右
拳
を
以
て
打
太
刀
の

拳
を
沸
い
落
し
、
逆
に
左
隻
手
刀
と
な
り
て
打
太
刀
の
足
を
払
う
。

〔
中
段
十
一
本
日
〕

十
四
城
郭
勢
　
逆
裏
を
揮
ぎ
撥
う

打
太
刀
　
宙
刀

便
太
刀
　
逆
城
郭
に
立
ち
、
双
方
よ
り
進
み
よ
る
。

打
太
刀
　
触
刃
境
よ
り
裏
を
打
っ
て
迫
る
。

使
太
刀
　
鉾
を
下
げ
拳
を
上
げ
て
止
め
、
左
拳
を
以
て
打
太
刀
の
拳
を
掃
い
落
し
、
右

隻
手
刀
を
以
て
足
を
払
う
。

意
思

こ
れ
疾
く
鉾
を
下
げ
て
拳
を
挙
げ
止
め
る
。
順
に
し
て
早
し
。
影
の
形
に
応
じ
る

が
如
し
。
後
迫
る
時
は
愈
五
箇
の
身
な
り
。

武
蔵
流
〔
円
明
流
〕
巌
の
身
な
り
。
ま
た
近
々
の
位
、
こ
れ
速
や
か
に
体
よ
り
拳
を

沸
う
。
隻
手
刀
を
以
て
敵
の
足
を
払
う
。
相
架
け
遠
け
れ
ば
砕
か
れ
る
恐
れ
あ
り
。

戒
む
べ
し
。
こ
れ
ま
た
後
離
れ
て
勝
つ
。
皆
、
変
に
応
じ
る
も
の
な
り
。
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、　綿

三
、
下
段
　
〔
八
勢
法
〕

一
相
架
け
　
順

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
下
段
に
て
相
が
か
り
に
進
む
。

便
太
刀
　
下
段
の
先
を
立
て
な
が
ら
刃
境
内
に
人
ら
ん
と
す
る
。

打
太
刀
　
首
に
打
ち
来
た
る
。

使
太
刀
　
順
に
当
た
り
、
逆
に
打
太
刀
の
右
腕
に
架
け
流
す
。

打
太
刀
　
ま
た
打
つ
。

使
太
刀
　
逆
に
当
た
り
、
順
に
打
太
刀
の
左
腕
に
架
け
流
す
。

二
相
架
け
　
逆

へ
　
い
U

“

も

d

’

r

．

．

　

／

．揖

打
太
刀

使
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

雷
刀

下
段
に
立
ち
、
相
が
か
り
に
進
む
。

進
み
よ
り
刃
境
内
に
太
刀
先
を
上
げ
て
人
ら
ん
と
す
る
。

首
を
打
つ
。

逆
に
当
た
り
、
順
に
打
太
刀
の
左
腕
に
架
け
流
す
。

ま
た
打
つ
。

順
に
当
て
、
逆
に
打
太
刀
の
右
腕
に
架
け
流
す
。

ま
た
打
つ
。

逆
に
当
て
、
逆
に
打
つ
。
即
ち
付
け
打
な
り
。

意
思

こ
れ
天
狗
抄
、
第
二
勢
「
明
身
」
の
、
昔
の
進
み
向
か
う
身
な
り
。
無
刀
の
心
、
打

た
れ
て
勝
つ
心
な
り
。
し
か
し
敵
の
無
拍
子
の
打
ち
を
戒
む
べ
し
。
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三
入
り
身
　
順

打
太
刀
　
雷
刀

僚
太
刀
　
下
段
に
て
双
方
よ
り
進
み
よ
る
。
打
太
刀
未
だ
打
た
ざ
る
前
に
、
先
を
越
し

て
打
太
刀
の
左
腕
に
付
け
合
わ
せ
、
後
一
本
、
順
に
打
つ
。

四
入
り
身
　
逆

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
下
段
に
し
て
双
方
よ
り
進
み
よ
る
。
打
太
刀
未
だ
打
た
ざ
る
以
前
に
、
先
を

越
し
て
打
太
刀
の
右
に
逆
に
付
け
合
わ
せ
、
順
に
打
太
刀
の
左
手
に
反

し
打
つ
。

意
思

こ
れ
よ
く
水
月
を
越
す
も
の
な
り
。
内
に
入
り
て
は
先
々
の
位
、
ま
た
枝
葉
書
に
云

く
、
敵
に
近
づ
く
時
は
ひ
と
思
い
に
勝
つ
べ
し
。
こ
れ
決
断
迅
速
を
尊
ぶ
な
り
。
ま

た
心
遅
き
敵
に
は
太
刀
問
に
到
っ
て
我
が
身
を
動
か
さ
ず
、
太
刀
の
起
り
を
知
ら
し

め
ず
し
て
早
く
空
に
当
た
る
の
意
。
ま
た
漆
膠
の
身
〔
円
明
流
〕
味
わ
う
べ
し
。

も
し
触
れ
て
将
に
離
れ
ん
と
す
る
時
は
、
則
ち
そ
の
将
に
離
れ
ん
と
す
る
所
、
勝
負

の
分
か
れ
る
所
な
り
。
用
心
す
べ
し
。

五
足
を
揮
ぎ
止
め
る
　
順

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
下
段
、
双
方
進
み
よ
る
。

打
太
刀
　
使
太
刀
の
足
を
打
つ
。

使
太
刀
　
順
に
受
け
止
め
、
太
刀
を
廻
し
て
逆
に
打
太
刀
の
右
腕
を
逆
に
打
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
足
を
打
つ
。

便
太
刀
　
逆
に
受
け
止
め
て
、
順
に
打
太
刀
の
左
腕
を
打
つ
。

六
足
を
梓
ぎ
止
め
る
　
道

道
は
左
足
よ
り
始
め
る
も
の
に
し
て
前
の
通
り
な
り
。

意
思

こ
れ
撃
〔
切
り
〕
さ
げ
に
随
っ
て
と
ど
め
る
も
の
な
り
。
当
た
り
拍
子
な
り
。
意
は

高
き
に
あ
っ
て
、
頓
に
　
〔
急
に
〕
　
下
る
習
い
な
り
。
獣
を
逐
う
者
は
山
を
見
ざ
る
の

勢
を
戒
め
る
な
り
。
獣
を
羨
い
て
脚
下
を
知
る
も
の
な
り
。
足
を
梓
ぐ
時
、
拳
を
高

く
し
て
両
手
を
守
る
な
り
。
よ
く
見
分
け
止
め
る
も
の
な
り
。
ま
た
骨
敵
の
拳
を
打

ち
止
め
る
意
あ
り
。

七
足
を
揮
ぎ
流
す
　
逆

打
太
刀
・
使
太
刀
と
も
前
の
如
し
。

打
太
刀
　
左
足
を
打
つ
。

使
太
刀
　
手
を
も
じ
り
て
逆
に
受
け
、
順
に
打
太
刀
の
左
腕
に
勝
ち
、
次
は
順
に
受
け

て
逆
に
右
手
に
流
し
架
け
打
つ
。

人
足
を
拝
ぎ
流
す
　
順

打
太
刀
　
使
太
刀
の
右
足
よ
り
打
ち
始
め
る
。

便
太
刀
　
前
の
如
し
。

意
思
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凌
厳
封
斉
風
丸
山∴

こ
れ
触
れ
て
架
け
流
す
拍
子
な
り
。
地
に
著
け
て
止
め
る
も
可
な
り
。

右
二
十
二
勢
法
は
雷
刀
よ
り
中
・
下
段
に
打
ち
下
ろ
し
て
後
、
必
ず
こ
れ
に
よ
る
こ

と
あ
り
。

中
段
・
下
段
は
如
雲
斉
の
好
ま
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
高
き
構
え
に
弥
々
高
き
を
好
む
。

予
も
ま
た
こ
れ
に
従
う
。
ゆ
え
に
打
ち
下
し
て
後
の
変
化
の
た
め
に
こ
れ
を
挙
げ

る
。
十
答
〔
柳
生
利
厳
『
始
終
不
捨
書
』
〕
　
に
云
く
、
五
箇
の
身
を
昔
の
教
え
の
如

く
作
る
は
暮
し
。
身
硬
ま
り
詰
ま
る
ゆ
え
な
り
。
今
は
前
を
豊
か
に
し
て
、
勝
つ
と

き
五
箇
の
意
思
善
し
。
ま
た
云
く
、
雷
刀
に
向
か
い
昔
の
如
く
附
け
る
は
悪
し
。
狭

き
ゆ
え
な
り
。
今
の
教
え
に
、
放
つ
位
と
云
う
こ
と
あ
り
。
ま
た
用
い
る
と
き
は
こ

の
意
を
用
い
る
。
ま
た
武
蔵
流
〔
円
明
流
〕
に
心
を
放
っ
て
敵
の
動
き
に
従
う
と
云

う
こ
と
あ
り
。
そ
の
ま
ま
先
と
な
る
と
同
じ
。
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四
、
相
雷
刀
　
〔
十
三
勢
法
〕

一
相
架
け
　
逆

打
太
刀
・
使
太
刀
　
雷
刀
に
し
て
進
む
。

打
太
刀
　
隻
手
刀
と
な
り
、
便
太
刀
の
肘
を
払
う
。

使
太
刀
　
疾
く
鉾
を
前
に
弾
ね
出
し
、
刃
中
を
肘
に
か
け
、
逆
に
相
架
け
流
し
、
順
に

打
太
刀
の
右
腕
を
打
つ
。

二
相
架
け
　
順

順
〔
逆
を
直
す
〕
は
順
に
相
架
け
流
し
、
逆
に
打
太
刀
の
右
腕
を
打
つ
。

こ
れ
敵
、
我
が
腕
・
肘
を
切
る
も
の
な
り
。
ま
た
筋
を
外
し
て
切
る
も
の
同
じ
。
ま

た
早
く
打
っ
て
尽
き
る
も
の
、
両
刀
太
刀
と
い
え
ど
も
同
じ
。
ま
た
待
曲
の
望
む
と

こ
ろ
を
興
え
て
勝
つ
意
あ
り
。

敵
、
我
、
二
心
持
た
ざ
る
意
あ
り
。
ま
た
敵
、
単
手
、
刀
を
以
て
鯵
り
打
を
な
す

時
、
勝
ち
二
つ
あ
り
。
相
架
け
勝
ち
と
、
越
し
て
勝
つ
と
の
二
つ
な
り
。
こ
れ
腕
よ

り
胸
に
至
る
も
の
を
揮
ぐ
に
便
な
る
も
の
な
り
。
拳
と
腰
と
を
拝
ぐ
は
迂
な
り
。

腹
・
腰
を
梓
ぐ
は
大
い
に
雷
刀
の
本
義
を
失
う
。
ま
た
気
は
肩
先
、
見
分
け
目
付
け

思
う
べ
し
。
分
け
目
〔
両
拳
の
間
〕
、
揃
〔
両
肘
の
か
か
り
〕
、
こ
れ
肘
よ
り
拳
に
至

る
間
、
ま
た
拳
を
見
る
善
し
。

三
止
め
打
　
順

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
順
城
郭
（
雷
刀
）
　
に
し
て
双
方
よ
り
進
み
よ
る
。

打
太
刀
　
便
太
刀
の
拳
を
裏
よ
り
払
う
。

使
太
刀
　
刀
を
下
ろ
し
て
逆
に
相
架
け
止
め
、
順
に
打
太
刀
の
雷
刀
に
あ
げ
る
左
腕
を
打
つ
。
　
2
2

打
太
刀
　
ま
た
打
つ
。

便
太
刀
　
順
に
相
架
け
流
し
、
逆
に
打
太
刀
の
右
腕
を
打
つ
。

四
止
め
打
　
連

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
順
城
郭
　
（
宙
刀
）
　
に
し
て
前
の
如
し
。

使
太
刀
　
刀
を
下
ろ
し
て
順
に
相
架
け
止
め
、
逆
に
小
手
を
打
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
打
つ
。

便
太
刀
　
逆
に
相
架
け
流
し
、
順
に
打
太
刀
の
小
手
を
打
つ
。

五
流
し
止
め
を
兼
ね
る

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
順
城
郭
、
相
が
か
り
に
懸
か
る
。

打
太
刀
　
首
に
打
ち
来
た
る
。

使
太
刀
　
身
を
却
き
て
大
い
に
刀
を
横
に
し
、
順
に
相
架
け
流
し
、
逆
に
打
太
刀
の
腕

を
打
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
打
つ
。

使
太
刀
　
逆
に
相
架
け
流
し
、
順
に
打
太
刀
の
左
小
手
を
打
つ
。

こ
れ
敵
、
我
が
拳
あ
る
い
は
腕
を
切
る
も
の
な
り
。
求
め
て
腕
を
拝
ぐ
時
は
労
多
し
。

こ
の
勢
は
、
ま
さ
に
打
た
ん
と
す
る
時
、
変
に
応
じ
て
こ
れ
を
な
す
も
の
な
り
。
こ

れ
敵
を
致
す
な
り
。
既
に
水
月
を
越
さ
れ
る
時
は
則
ち
止
め
難
し
。
ま
た
流
す
と
止

め
る
を
兼
ね
る
勢
は
、
敵
の
順
逆
、
見
分
け
難
き
時
、
身
を
引
い
て
敵
の
拍
子
を
迎

え
る
な
り
。
拍
子
を
受
け
る
心
な
り
。
こ
の
意
を
以
て
退
い
て
受
け
止
め
る
な
り
。
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ま
た
敵
、
首
を
打
つ
、
前
勢
と
同
じ
。
共
に
五
つ
の
も
の
は
、
そ
の
実
は
雷
刀
の
本

義
に
あ
ら
ず
。

六
打
落
し

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
雷
刀
に
立
ち
、
双
方
よ
り
進
む
。

打
太
刀
　
隻
手
太
刀
と
な
り
服
に
腹
を
払
う
。

後
、
順
に
打
太
刀
の
小
手
を
打
つ
。

七
打
落
し
後
、
弾
ね
る
を
止
め
る

打
太
刀
　
前
の
通
り
順
に
腹
を
打
つ
。

使
太
刀
　
近
く
打
落
す
。

打
太
刀
　
逆
に
下
よ
り
弾
ね
る
。

九
外
し
て
後
、
弾
ね
る
を
止
め
る

打
太
刀
　
順
に
浅
く
手
を
切
る
。

使
太
刀
　
後
ろ
に
外
す
。

打
太
刀
　
逆
に
下
よ
り
は
ね
上
げ
る
。

僚
太
刀
　
近
く
打
止
め
、
打
太
刀
の
小
手
を
順
に
打
つ
。

十
文
字
と
勝
つ
な
り
。
現
し
勝
ち
な
り
。
　
十
外
し
て
後
、
打
落
す

打
太
刀
　
逆
に
浅
く
手
を
切
る
。

使
太
刀
　
後
ろ
に
外
す
。

打
太
刀
　
順
に
腹
を
切
る
。

使
太
刀
　
打
落
す
（
十
文
字
勝
ち
）
。

打
太
刀
　
揚
げ
る
。

便
太
刀
　
順
に
左
手
を
打
つ
。

使
太
刀
　
逆
に
打
止
め
、
順
に
打
太
刀
の
左
腕
を
打
つ
。

本
伝
十
文
字
の
勝
ち
な
り
。
敵
、
我
が
腹
・
腰
を
切
る
も
の
な
り
。
後
の
打
ち
は
尽

き
ざ
ら
し
め
ん
た
め
な
り
。
こ
れ
手
あ
る
い
は
足
に
勝
た
ん
と
欲
す
る
と
き
は
労
多
し
。

ま
た
筋
を
さ
け
て
打
つ
も
の
は
合
し
難
し
。
ゆ
え
に
相
架
け
と
越
し
て
勝
つ
と
の
二
つ

を
用
い
る
な
り
。
し
か
れ
ど
も
雷
刀
の
本
義
は
「
英
雄
の
心
を
知
る
、
是
極
一
刀
」

の
意
な
り
。
ま
た
は
ね
る
を
止
め
る
勢
は
即
ち
そ
の
形
に
随
っ
て
梓
ぎ
止
め
る
な
り
。

八
外
し
打

打
太
刀
　
浅
く
使
太
刀
の
手
を
順
に
隻
手
太
刀
に
て
払
う
。

便
太
刀
　
外
し
て
順
に
先
打
ち
。

意
思

こ
れ
敵
、
浅
く
手
あ
る
い
は
足
を
切
る
も
の
な
り
。
い
わ
ゆ
る
越
し
て
勝
つ
も
の
な

り
。
ま
た
下
を
払
い
打
ち
に
す
る
と
き
、
よ
く
神
妙
剣
と
水
月
と
を
計
り
、
外
し
越

し
て
勝
つ
な
り
。
こ
れ
ま
た
同
じ
。
す
べ
て
遠
々
の
位
ま
た
敵
に
趨
く
勢
強
き
と

き
は
自
ず
か
ら
中
ら
ざ
る
位
あ
り
。
越
さ
ざ
る
所
の
位
な
り
。
懸
か
っ
て
待
つ
心
な
り
。

武
蔵
流
〔
円
明
流
〕
に
云
く
、
身
は
懸
る
身
に
し
て
足
と
心
を
残
し
、
敵
の
心
を
動

か
す
。
ま
た
二
の
越
し
、
或
い
は
身
を
以
て
打
ち
を
示
す
時
、
太
刀
は
自
ず
か
ら
後

よ
り
打
つ
心
な
り
。
こ
の
意
、
味
わ
う
べ
し
。
ま
た
嶺
を
見
て
谷
を
知
る
二
節
二

打
の
機
を
知
っ
て
こ
れ
に
応
ず
る
も
の
・
過
〔
止
〕
弾
勢
・
打
落
し
勢
こ
れ
な
り
。

こ
れ
神
妙
剣
と
水
月
と
を
計
る
も
の
な
り
。
ま
た
太
刀
の
鋒
動
き
あ
ら
ば
調
子
に

乗
り
て
打
つ
べ
し
。
ま
た
弾
ね
る
を
止
め
る
も
の
は
近
く
打
ち
止
め
る
な
り
。
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十
一
坐
き
打

打
太
刀
・
使
太
刀
と
も
相
宙
刀
に
て
進
む
。

打
太
刀
　
順
に
低
く
足
を
切
る
。

便
太
刀
　
真
直
ぐ
に
そ
の
手
を
折
り
し
き
な
が
ら
打
つ
。

打
太
刀
　
折
り
し
く
。

意
思

こ
れ
敵
、
足
を
切
る
も
の
な
り
。
正
路
は
こ
の
勢
の
如
し
。
嶺
谷
を
合
す
る
も
の
な

り
。
一
節
機
、
中
筋
を
打
つ
も
の
な
り
。

十
二
下
を
打
つ
を
止
め
る
　
順

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
雷
刀
、
互
い
に
進
み
よ
る
。

打
太
刀
　
刃
境
よ
り
深
く
順
に
足
を
切
る
。

便
太
刀
　
左
足
を
前
に
し
て
い
る
。

打
太
刀
　
足
を
切
る
。

使
太
刀
　
左
足
を
後
へ
引
き
、
順
に
打
止
め
、
身
を
我
が
左
に
転
じ
て
逆
に
打
太
刀

の
右
手
に
勝
つ
。

十
三
下
を
打
つ
を
止
め
る
　
逆

右
に
同
じ
。

打
太
刀
　
逆
に
深
く
足
を
切
る
。

便
太
刀
　
右
足
を
後
に
引
き
逆
に
打
止
め
、
右
に
転
身
し
て
打
太
刀
の
左
腕
を
打
つ
。

子
刀

敵我敵我

雷
刀
を
境
外
に
下
ろ
し
撞
き
来
た
る
。

十
字
と
打
落
す
。

逆
に
廻
刀
し
て
右
足
を
切
る
。

右
足
を
ひ
き
逆
に
打
止
め
、
敵
の
左
手
に
勝
つ
。

意
思

こ
れ
敵
、
首
と
足
と
を
換
え
ん
と
欲
し
て
深
く
来
た
る
も
の
な
り
。
我
が
意
、
嶺
に

あ
り
て
頓
に
　
〔
急
に
〕
谷
に
下
る
習
い
な
り
。
高
下
・
進
退
、
自
在
を
得
せ
し
め
る

も
の
な
り
。
こ
れ
近
き
も
の
、
撞
き
或
い
は
弾
ね
る
。
遠
き
は
打
つ
な
り
。
こ
れ
、

始
め
開
き
止
め
る
も
の
な
り
。
近
く
打
ち
下
ろ
し
退
き
変
わ
り
止
め
る
も
の
な
り
。

心
持
に
云
く
、
本
伝
、
嶺
谷
を
合
す
る
も
の
な
り
。

右
十
三
勢
法
は
本
伝
転
し
勢
と
異
な
る
も
の
あ
り
と
い
え
ど
も
、
し
か
も
ま
た
敵

の
変
化
に
従
っ
て
常
形
な
き
を
知
り
、
一
に
泥
ま
ざ
る
を
念
と
な
す
も
の
な
り
。

五
、
雷
刀
〔
七
勢
法
〕

一
雷
刀
、
城
郭
を
攻
め
る
　
順

打
太
刀
　
順
城
郭

便
太
刀
　
雷
刀
、
双
方
よ
り
進
み
よ
る
。

打
太
刀
の
左
拳
を
打
つ
。

打
太
刀
　
却
き
止
め
る
。

便
太
刀
　
逆
に
打
太
刀
の
裏
を
打
つ
。

打
太
刀
　
刀
を
返
し
打
止
め
、
便
太
刀
の
首
を
打
つ
。

便
太
刀
　
疾
く
弾
ね
上
げ
逆
に
相
架
け
流
し
、
順
に
打
太
刀
の
手
を
打
つ
。
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二
雷
刀
、
城
郭
を
攻
め
る
　
逆

打
太
刀
　
逆
城
郭

億
太
刀
　
雷
刀
に
進
み
、
打
太
刀
の
拳
を
打
つ
。

打
太
刀
　
却
き
止
め
る
。

使
太
刀
　
裏
を
打
つ
。

打
太
刀
　
打
止
め
て
便
太
刀
の
首
を
打
つ
。

使
太
刀
　
疾
く
順
に
相
架
け
流
し
、
逆
に
打
太
刀
の
右
手
を
打
つ
。

三
雷
刀
、
足
を
打
つ

打
太
刀
　
順
城
郭

便
太
刀
　
雷
刀
、
互
い
に
進
み
よ
る
。

打
太
刀
の
左
拳
を
打
つ
。
疾
く
左
足
を
踏
み
込
み
、
刀
を
廻
し
て
或
い
は
左

肩
に
と
り
、
打
太
刀
の
足
を
逆
に
打
つ
。

打
太
刀
　
首
に
来
た
る
。

便
太
刀
　
逆
に
相
架
け
流
し
、
順
に
打
太
刀
の
左
手
を
打
つ
。

意
思

枝
葉
書
云
く
、
大
手
捕
手
何
れ
の
勢
、
何
れ
の
勝
ち
も
、
こ
の
二
つ
の
も
の
の
外
を

掛
で
ず
。
こ
れ
西
に
声
し
て
東
を
攻
め
る
も
の
な
り
。
正
真
・
奇
兵
な
り
。
ま
た
そ

の
首
を
警
め
て
、
そ
の
手
・
腹
を
打
つ
も
の
な
り
。
ま
た
表
裏
の
勝
ち
も
同
じ
。
ま

た
打
ち
は
礫
打
を
よ
し
と
す
。
ま
た
拍
子
あ
る
勢
に
は
付
け
て
打
つ
べ
し
。
こ
の

意
も
兼
ね
る
な
り
。
ま
た
初
め
我
も
ま
た
知
ら
ず
の
打
ち
の
意
あ
り
。
ま
た
後
の
変

動
は
低
き
よ
り
疾
く
高
き
に
昇
る
の
自
由
を
得
せ
し
む
。
ま
た
相
架
け
は
疾
く
当
た

る
拍
子
の
相
懸
け
な
る
も
の
な
り
。
ま
た
始
め
妄
り
に
打
つ
こ
と
な
か
れ
。
必
ず
打

つ
べ
き
の
打
ち
を
以
て
打
つ
も
の
な
り
。
ま
た
一
理
の
位
も
ま
た
思
う
べ
し
。
一
理

の
位
と
は
撞
く
を
心
に
か
け
る
こ
と
な
り
。
動
か
ざ
れ
ば
敵
刀
を
弾
ね
て
手
に
勝
つ
。

四
雷
刀
、
下
段
の
相
架
け
を
打
つ
　
順

五

　

同

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

道

打
太
刀
　
下
段

便
太
刀
　
雷
刀
に
て
進
み
、
鍔
ぎ
わ
一
尺
前
を
打
ち
、
境
内
に
人
ら
ん
と
す
。

打
太
刀
　
却
い
て
便
太
刀
の
首
を
打
つ
。

便
太
刀
　
相
架
け
流
し
、
順
逆
二
本
相
架
け
。

順
は
右
足
前
に
て
、
逆
は
左
足
前
に
て
使
う
も
の
と
す
。

意
思

こ
れ
よ
く
下
作
り
し
て
出
づ
る
も
の
な
り
。
先
ず
試
み
打
な
り
、
即
ち
両
一
尺
の
打

ち
な
り
、
位
分
け
待
曲
〔
敵
が
技
を
出
す
の
を
待
っ
て
勝
つ
〕
な
り
、
ゆ
え
に
深
く

打
つ
は
好
ま
し
か
ら
ず
。
い
わ
ゆ
る
こ
れ
に
触
れ
て
敵
の
働
き
を
知
る
も
の
な
り
。

ま
た
、
敵
の
不
意
を
打
っ
て
動
き
な
き
と
き
は
、
あ
え
て
進
み
打
つ
を
可
と
す
。
こ

れ
棒
心
な
り
。
心
持
に
云
く
、
両
一
尺
の
打
ち
な
り
。
ま
た
棒
心
の
打
ち
な
り
。
い

わ
ゆ
る
、
こ
れ
に
触
れ
て
有
除
・
不
足
の
処
を
知
る
も
の
な
り
。

六
宙
刀
、
下
段
の
人
身
を
打
つ
　
順

七

　

同

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

道

打
太
刀
　
下
段

使
太
刀
　
雷
刀
に
し
て
相
進
む
。

打
太
刀
　
刃
境
よ
り
順
に
左
腕
に
付
け
来
た
る
。

使
太
刀
　
疾
く
身
を
打
太
刀
の
左
脇
下
を
服
に
打
ち
迫
り
刀
背
を
と
り
て
撞
く
。



打
太
刀
　
却
い
て
便
太
刀
の
首
を
打
つ
。

使
太
刀
　
順
に
相
架
け
、
逆
に
打
太
刀
の
右
手
を
打
つ
。

逆は、

打
太
刀
　
左
足
前
に
右
腕
に
付
け
来
た
る
。

便
太
刀
　
右
に
転
じ
て
、
打
太
刀
の
右
脇
下
を
打
ち
迫
り
、
刀
背
を
と
り
撞
く
。

打
太
刀
　
却
っ
て
便
太
刀
の
首
を
打
つ
。

使
太
刀
　
逆
に
相
架
け
順
に
打
太
刀
の
左
手
を
打
つ
。

意
思

高
き
よ
り
頓
に
　
〔
急
に
〕
　
下
が
る
。
枯
枝
を
折
る
勢
の
意
あ
り
。
頓
に
身
を
投
じ
て

藻
の
下
に
入
る
。
〔
高
き
か
ら
急
に
低
く
転
ず
る
〕
早
く
繋
縛
を
絶
つ
も
の
な
り
。

撃
石
火
・
閃
電
光
の
機
な
り
。
ま
た
早
く
機
を
知
る
と
き
は
則
ち
、
眼
は
嶺
に
在
り
、

意
は
谷
に
在
り
。
気
を
合
わ
せ
体
を
張
り
待
つ
。
頓
に
放
っ
て
入
る
な
り
。
こ
れ
待

曲
の
一
教
な
り
。
ま
た
彼
我
二
心
持
た
ざ
る
の
意
な
り
。
ま
た
打
っ
て
後
必
ず
撞
く

な
り
。
迫
る
と
き
は
載
る
こ
と
疑
わ
ざ
る
ゆ
え
な
り
。
必
ず
二
刺
す
る
を
善
し
と
す
。

右
七
勢
法
は
前
二
十
二
勢
法
の
中
・
下
段
、
雷
刀
を
打
つ
ゆ
え
、
こ
こ
に
於
い
て
ま

た
雷
刀
、
中
・
下
段
を
打
つ
こ
と
を
教
え
る
な
り
。

六
、
雷
刀
〔
八
勢
法
〕

一
雷
刀
、
下
段
を
砕
く
　
逆

二

　

同

　

　

　

　

　

　

　

順

打
太
刀
　
下
段

便
太
刀
　
雷
刀
に
し
て
相
進
み
、
交
刃
境
に
い
た
り
虚
打
し
て
敵
情
を
探
る
探
り
打
を
　
2
6

し
、
ま
た
足
を
却
け
て
雷
刀
に
上
げ
、
逆
に
先
打
す
る
。

打
太
刀
　
逆
に
相
架
け
て
順
に
首
に
打
ち
来
た
る
。

便
太
刀
　
疾
く
手
を
下
げ
て
順
に
止
め
、
拳
倒
し
て
ま
た
打
つ
。

順
は
前
の
通
り
に
し
て
順
に
先
打
す
。

打
太
刀
　
順
に
相
架
け
逆
に
首
に
打
ち
来
た
る
。

使
太
刀
　
逆
に
手
を
下
げ
て
止
め
、
拳
倒
し
て
ま
た
打
つ
。

意
思

こ
れ
福
衣
ま
た
打
ち
か
む
せ
る
も
の
な
り
。
敵
に
趨
く
下
上
の
意
、
ま
た
棒
心
も

拍
子
も
ま
た
我
が
心
に
任
す
。
推
し
付
け
て
闘
う
と
き
は
何
時
も
こ
れ
を
な
す
位
、

ま
た
働
か
し
て
勝
つ
。
始
め
探
打
し
て
附
け
打
を
察
し
、
後
、
礫
打
を
以
て
先
打

を
な
す
。
一
打
三
足
、
没
玄
味
の
拍
子
な
り
。

ま
た
声
椎
ま
た
一
超
直
入
の
心
、
ま
た
強
く
し
て
尽
き
ざ
る
打
ち
な
り
。
高
き
よ
り

頓
に
〔
急
に
〕
手
を
下
げ
て
突
き
朴
す
も
の
な
り
。
よ
く
越
し
迫
る
も
の
な
り
。
ま

た
打
ち
は
身
連
れ
ざ
る
打
ち
、
ま
た
身
を
動
か
ざ
ず
太
刀
の
起
り
を
知
ら
し
め
し
て

早
く
空
に
中
る
の
打
ち
な
り
。

三
富
刀
、
城
郭
を
砕
く
　
便
太
刀
連

打
太
刀
　
順
城
郭

便
太
刀
　
雷
刀
に
し
て
相
進
む
。

使
太
刀
　
左
足
を
進
め
て
裏
よ
り
打
太
刀
の
肘
を
打
つ
。

打
太
刀
　
架
け
流
し
て
使
太
刀
の
首
を
打
つ
。

便
太
刀
　
左
掌
を
以
て
打
太
刀
の
両
拳
を
受
け
取
り
、
隻
手
刀
を
以
て
打
太
刀
の
胸
あ
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る
い
は
腹
を
二
刺
す
。

四
雷
刀
、
城
郭
を
砕
く
　
使
太
刀
順

打
太
刀
　
逆
城
郭

便
太
刀
　
雷
刀
に
し
て
相
進
む
。

便
太
刀
　
前
の
如
く
順
に
打
太
刀
の
裏
よ
り
肘
を
打
つ
。

打
太
刀
　
鉾
を
下
げ
拳
を
上
げ
て
架
け
流
し
、
便
太
刀
の
首
に
打
ち
来
た
る
。

便
太
刀
　
順
に
相
架
け
、
逆
に
低
く
打
太
刀
の
足
を
切
る
。

意
思

よ
く
下
作
り
し
て
出
づ
。
正
兵
を
以
て
遠
き
よ
り
虚
空
懸
か
り
を
な
し
、
そ
の
首
を

警
め
て
そ
の
脇
を
打
つ
も
の
な
り
。
下
上
な
り
、
大
拍
子
な
り
、
後
拍
子
な
り
。

ま
た
切
る
拍
子
も
ま
た
好
む
所
あ
り
の
意
、
敵
を
推
し
付
け
て
闘
う
も
の
な
り
。
ま

た
上
を
残
し
下
を
盗
む
。
一
超
直
入
ま
た
よ
く
近
く
迫
る
も
の
な
り
。
突
き
外
す
意

に
し
て
取
る
。
太
刀
間
三
尺
の
教
え
、
進
み
迫
る
足
、
善
し
。
始
め
は
手
を
高
く
し

後
は
手
を
下
げ
る
も
の
な
り
。
至
大
至
剛
、
独
往
独
来
、
方
法
坂
一
、
ま
た
懸
々
の

位
な
り
。

五
雷
刀
、
雷
の
相
架
け
を
砕
く
　
順

六

　

同

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

道

打
太
刀
・
便
太
刀
と
も
雷
刀
に
て
進
み
よ
る
。

便
太
刀
　
疾
雷
刀
の
如
く
打
太
刀
の
左
手
を
順
に
先
打
す
。

打
太
刀
　
相
架
け
流
し
便
太
刀
の
拳
を
却
き
打
つ
。

便
太
刀
　
疾
く
拳
を
下
げ
て
打
ち
止
め
進
む
。

打
太
刀
　
退
き
て
ま
た
拳
を
打
つ
。

便
太
刀
　
こ
れ
を
打
ち
止
め
進
む
。

打
太
刀
　
ま
た
打
つ
。

使
太
刀
　
ま
た
打
ち
止
め
進
む
。

打
太
刀
　
ま
た
打
つ
。

便
太
刀
　
拳
を
首
上
に
揚
げ
て
外
し
、
打
太
刀
の
首
ま
た
は
手
に
勝
つ
。

億
太
刀
　
三
本
打
止
め
、
四
本
目
、
上
に
外
す
。

別
に
必
ず
三
本
四
本
と
定
め
た
る
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
今
仮
に
定
む
。

逆は、

逆
に
左
足
を
踏
み
込
み
打
太
刀
の
右
手
を
先
打
し
、
余
は
前
に
準
じ
て
使
え
ば
よ
し
。

意
思

こ
れ
ま
た
敵
を
推
し
付
け
て
闘
う
も
の
な
り
。
懸
々
の
位
な
り
。
打
つ
時
、
つ
ま
だ

て
て
進
む
こ
と
恋
し
。
飛
び
入
る
が
如
き
も
悪
し
き
な
り
。
よ
く
水
月
を
越
す
も
の

な
り
。
ま
た
水
月
を
越
さ
ん
と
欲
し
て
却
っ
て
水
月
を
越
さ
れ
る
こ
と
な
か
れ
。
上

を
残
し
下
を
盗
む
。
ま
凛
水
月
位
を
奪
う
の
意
。
ま
た
身
は
打
つ
勢
い
を
示
し
て
心

と
太
刀
と
を
残
し
、
空
よ
り
強
く
敵
の
気
の
間
隙
を
打
つ
。
順
逆
こ
れ
に
従
う
。

打
っ
て
後
、
疾
く
拳
を
引
き
下
げ
て
止
む
。
梓
ぎ
打
っ
て
撞
き
迫
る
も
の
な
り
。
調

子
に
乗
っ
て
打
つ
意
な
り
。

七
雷
刀
、
宙
の
止
め
打
ち
を
砕
く
　
順

八

　

同

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

道

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
雷
刀
、
と
も
に
相
進
む
。

使
太
刀
　
順
に
打
太
刀
の
手
を
打
つ
。

打
太
刀
　
順
に
架
け
止
め
、
逆
に
便
太
刀
の
拳
を
打
つ
。
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便
太
刀
　
右
拳
を
反
し
て
下
が
り
止
め
、
左
手
、
打
太
刀
の
拳
を
捉
え
て
胸
を
撞
く
。

逆は、

便
太
刀
　
逆
に
打
太
刀
の
手
を
打
つ
。

打
太
刀
　
逆
に
架
け
止
め
、
順
に
使
太
刀
の
拳
を
打
つ
。

便
太
刀
　
拳
を
反
し
て
打
ち
止
め
、
右
手
、
打
太
刀
の
拳
を
排
し
〔
お
し
の
け
〕
、
左

手
に
て
胸
を
つ
く
。

意
思

こ
れ
ま
た
敵
を
推
し
付
け
て
闘
う
も
の
な
り
。
片
手
刀
と
な
り
、
手
を
反
し
て
止
む
。

近
く
迫
り
て
撞
き
倒
す
も
の
な
り
。
越
し
て
後
、
無
刀
取
り
の
意
。

右
八
勢
法
は
敵
を
抑
え
る
位
を
練
る
。
先
を
弛
め
ざ
る
も
の
な
り
。
皆
初
め
打
つ
を

持
っ
て
入
り
、
近
く
打
っ
て
迫
る
。
気
、
敵
を
覆
う
も
の
な
り
。

勢
、
敵
を
打
砕
か
ん
と
欲
す
故
に
、
敵
偏
に
打
砕
か
れ
ざ
る
こ
と
を
な
す
。
我
れ

そ
の
虚
を
打
つ
。
こ
れ
人
を
致
す
も
の
な
り
。
ま
た
正
兵
な
り
。
ま
た
高
き
よ
り
疾

く
低
き
に
お
も
む
く
意
あ
り
。
ま
た
先
ず
は
先
に
旋
る
意
あ
り
。

七
、
相
雷
刀
　
〔
三
勢
法
〕

一
左
変

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
雷
刀
、
相
が
か
り
に
懸
か
る
。

打
太
刀
　
我
が
首
を
堅
打
に
来
た
る
。

便
太
刀
　
斬
釘
の
変
わ
り
と
同
じ
く
、
疾
く
右
肩
を
却
け
て
左
に
転
身
し
て
、
打
太

刀
の
右
手
を
近
く
斜
に
打
つ
。

打
太
刀
　
迫
り
着
く
。

使
太
刀
　
左
に
遣
り
な
が
ら
上
よ
り
打
ち
、
前
足
を
却
き
な
が
ら
下
よ
り
打
太
刀
の
拳

を
弾
ね
上
げ
退
る
。

打
太
刀
　
首
に
打
ち
来
た
る
。

使
太
刀
　
順
に
相
架
け
、
逆
に
打
太
刀
の
手
を
切
る
。

二
右
変

使
太
刀
　
前
同
様
、
右
に
転
身
し
て
打
太
刀
の
左
手
を
打
ち
、
ま
た
順
に
上
よ
り
小
手

を
打
ち
、
逆
に
下
よ
り
拳
を
は
ね
上
げ
退
く
。

打
太
刀
　
首
に
打
ち
来
た
る
。

使
太
刀
　
逆
〔
に
〕
相
架
け
流
し
、
順
に
打
太
刀
の
手
を
打
つ
。

意
思

こ
れ
斬
釘
と
同
じ
。
強
く
肩
を
開
く
好
し
。
す
べ
て
身
を
転
じ
る
も
の
は
、
肩
を
開

き
肩
を
以
て
敵
に
当
た
る
善
し
。

小
太
刀
一
尺
五
寸
の
外
し
の
教
え
も
ま
た
理
は
一
つ
な
り
。
ま
た
敵
の
働
き
大
な
れ

ば
、
そ
の
調
子
に
乗
り
、
角
に
退
き
て
打
つ
べ
し
。
ま
た
次
の
打
ち
は
勢
を
取
っ
て

打
つ
も
の
な
り
。
足
を
切
る
、
手
を
弾
ね
る
、
こ
れ
、
そ
の
宜
し
き
に
従
う
。

ま
た
始
め
僅
か
に
左
に
移
る
形
を
示
し
て
、
節
に
応
じ
疾
く
変
る
も
ま
た
好
し
。
後

の
打
ち
は
常
理
を
敵
に
示
し
て
変
わ
る
も
の
な
り
。
奇
正
な
り
。
茂
拍
子
の
意
も
こ

れ
あ
り
。
ま
た
進
ん
で
先
転
し
て
打
つ
、
ま
た
好
し
。

三
足
を
坐
き
打
つ

打
太
刀
・
使
太
刀
と
も
雷
刀
に
て
進
み
よ
る
。

打
太
刀
　
大
い
に
踏
み
込
み
首
に
打
ち
来
た
る
。
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使
太
刀
　
疾
く
身
を
沈
め
て
、
脚
下
に
迫
る
太
刀
を
順
に
し
て
足
を
押
え
る
。

打
太
刀
　
勢
い
あ
ま
っ
て
前
に
転
倒
す
る
。

使
太
刀
　
身
を
か
わ
り
、
後
を
実
直
ぐ
に
打
つ
。

意
思

敵
の
進
み
来
た
る
勢
を
受
け
て
身
を
反
る
が
如
く
し
て
敵
に
当
た
る
な
り
。
節
に
応

じ
疾
く
沈
み
て
、
深
く
脚
下
に
迫
る
も
の
な
り
。
下
上
の
意
、
敵
に
お
も
む
く
に
、

伸
び
る
身
あ
り
、
思
う
べ
し
。
こ
れ
と
雷
刀
下
段
入
り
身
を
打
つ
勢
と
同
意
な
り
。

高
き
よ
り
疾
く
下
に
投
ず
る
も
の
な
り
。

枝
葉
書
、
藻
ノ
下
歌
云
う
、

越
さ
ば
ぬ
れ
越
さ
で
か
な
わ
ぬ
深
瀬
こ
そ

身
を
捨
て
ぬ
る
は
浮
か
ぶ
べ
き
た
め

ま
た
高
曲
・
下
曲
、
二
心
持
た
ざ
る
意
、
ま
た
太
刀
連
の
意
も
こ
れ
あ
り
。
一
調
子

な
り
。
眼
は
嶺
に
あ
り
、
意
は
谷
に
あ
り
。
こ
れ
二
目
遣
い
、
ま
た
先
打
の
意
こ
れ

あ
り
。
気
を
盗
む
も
の
な
り
。

右
三
勢
法
は
前
勢
に
応
じ
る
も
の
な
り
。

こ
れ
獣
を
逐
っ
て
大
山
を
見
ざ
る
も
の
を
打
つ
勢
な
り
。

八
、
相
雷
刀
合
し
抑
え
〔
三
勢
法
〕

も
N
L

一
順
終
り

二
道
鯵
り

三
引
き
下
げ

右
三
勢
法
は
後
に
伝
え
る
な
り
。

総
計
六
十
四
勢
法
な
り
。
こ
れ
房
成
作
る
と
こ
ろ
い
え
ど
も
、
し
か
も
初
学
を
し
て

身
体
練
習
、
順
逆
の
変
動
、
眼
は
よ
く
上
下
左
右
の
来
刀
を
分
け
、
心
機
よ
く
遠
近

の
境
に
応
じ
、
遠
近
の
境
の
緩
急
の
節
に
中
る
こ
と
を
得
せ
し
め
ん
が
た
め
の
も
の

な
り
。
初
学
こ
れ
を
得
ざ
る
と
き
は
、
則
ち
向
上
の
勢
法
も
ま
た
菅
者
〔
盲
人
〕
　
の

眼
鏡
、
法
師
の
櫛
と
な
る
な
り
。
篤
信
す
る
も
の
あ
ら
ば
先
ず
こ
れ
に
よ
ら
し
む
べ

し
。
お
よ
そ
試
合
を
な
す
の
法
は
、
正
し
く
立
ち
、
明
ら
か
に
観
て
、
勢
強
く
進
み
、

足
を
留
め
る
こ
と
な
か
れ
。
関
を
越
さ
れ
る
こ
と
な
か
れ
。
ま
さ
に
強
く
触
刃
境
に

人
ら
ん
と
し
て
、
敵
打
ち
出
す
時
は
、
疾
く
こ
れ
に
応
じ
て
勝
ち
、
未
だ
打
ち
払
だ

さ
ざ
る
時
は
入
っ
て
速
や
か
に
先
に
打
つ
。
す
べ
て
応
じ
る
所
の
術
、
皆
こ
の
勢
法

に
あ
る
な
り
。
交
刃
境
に
臨
み
疎
が
妄
魔
を
捨
て
て
、
こ
の
自
然
の
勢
に
任
せ
て

敵
に
応
ず
べ
し
。
ま
た
こ
の
道
は
神
速
を
貴
ぶ
故
に
、
撃
拝
す
べ
て
疾
刀
を
使
う
こ

と
善
し
。
敵
見
る
こ
と
あ
た
わ
ず
、
我
も
ま
た
知
ら
ざ
る
に
至
る
。
ま
た
変
動
尽
き

る
こ
と
な
か
れ
。
ま
た
身
、
便
な
ら
ざ
る
所
あ
る
時
は
撃
つ
こ
と
あ
た
わ
ず
。
則
ち

常
に
し
ば
し
ば
そ
の
便
な
ら
ざ
る
所
に
当
た
る
勢
法
を
使
っ
て
、
よ
く
便
に
す
べ
し
。

ま
た
身
、
打
た
れ
る
所
あ
る
時
は
、
そ
の
打
た
れ
る
所
の
勢
法
あ
る
い
は
変
勢
を
使

う
べ
し
。
そ
の
便
法
は
、
先
ず
緩
く
使
っ
て
刀
路
を
習
い
、
刀
路
を
得
て
複
、
そ
の

急
節
を
習
う
。
急
節
を
得
る
と
き
は
、
則
ち
そ
の
打
た
れ
る
所
を
打
た
れ
ず
。
日
々

か
く
の
如
く
我
が
間
隙
を
修
め
て
、
敵
の
間
隙
を
失
わ
ざ
る
こ
と
を
求
む
る
と
き
は
、

則
ち
よ
く
こ
の
変
極
を
尽
く
す
こ
と
を
得
。
ゆ
え
に
試
合
は
や
は
り
こ
の
勢
法
の

間
祈
な
り
。

試
合
勢
法
　
第
一
終



試合勢法「中段」
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打太刀下村幸裕（右）　　使太刀赤羽根大介

一
本
目

打
太
刀
　
需
刀
に
構
え
る
。

使
太
刀
　
中
段
直
勢
に
構
え
る
。



便
太
刀
　
打
太
刀
の
頭
を
打
つ
。

打
太
刀
　
太
刀
を
頭
上
に
外
し
、

打
太
刀

便
太
刀

便
太
刀
の
頭
を
打
つ
。

こ
れ
を
順
に
相
架
け
流
す
。

打
太
刀

便
太
刀

太
刀
を
頭
上
に
上
げ
る
。

打
太
刀
の
右
小
手
を
打
つ
。
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打
太
刀

便
太
刀

ま
た
頭
を
打
つ
。

逆
に
相
架
け
流
す
。

打
太
刀
　
太
刀
を
頭
上
に
上
げ
る
。

使
太
刀
　
打
太
刀
の
左
小
手
を
打
つ
。
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二
本
目

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
順
の
城
郭
勢
に
構
え
、

相
懸
か
り
に
進
む
。

打
太
刀

使
太
刀

問
境
で
使
太
刀
の
左
拳
を
打
つ
。

打
太
刀
の
咽
元
を
攻
め
る
勢
い
を
太
刀
先

に
持
た
せ
、
打
太
刀
の
太
刀
を
左
斜
め
下

に
僅
か
に
打
ち
落
す
。
〔
剣
先
は
喉
元
に

付
け
ら
れ
る
。
和
卜
勝
ち
〕

便
太
刀
一
歩
退
い
て
、
左
挙
を
上
げ
て
太
刀
先
下
が
り
に
構
え
る
。

〔
剣
先
は
打
太
刀
の
咽
に
向
け
、
左
拳
で
打
ち
を
誘
う
〕

別
の
仕
方
二
刀
の
城
郭
勢
に
戻
る
。

打
太
刀
　
太
刀
を
頭
上
に
振
り
か
ぶ
る
。



34

打
太
刀
　
左
拳
を
打
っ
て
い
く
。

別
の
仕
方
で
は
頭
を
打
っ
て
い
く
。

使
太
刀
　
打
太
刀
の
太
刀
に
順
に
当
た
り
、
逆
に
架

け
流
す
。

打
太
刀

便
太
刀

太
刀
を
頭
上
に
振
り
か
ぶ
る
。

右
拳
を
打
つ
。

打
太
刀
　
頭
を
打
っ
て
い
く
。

便
太
刀
　
逆
に
当
た
り
、

順
に
架
け
流
す
。
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打
太
刀
　
右
脇
腹
を
逆
勢
に
打
つ
。

便
太
刀
　
右
足
を
踏
み
込
み
、
太
刀
を
右
肘
に
か
け
、

打
太
刀
の
太
刀
を
当
た
る
拍
子
に
防
ぐ
。

打
太
刀

使
太
刀

太
刀
を
頭
上
に
振
り
か
ぶ
る
。

左
斜
め
上
に
太
刀
を
振
り
上
げ
、

逆
に
右
拳
を
打
つ
。
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便打使打使打便打便打使打使打
太太太太太太太太太太太太太太
刀刀刀刀刀刀刀刀刀刀刀刀刀刀

打
太
刀

便
太
刀

太
刀
を
頭
上
に
振
り
か
ぶ
る
。

右
斜
め
上
に
太
刀
を
振
り
上
げ
、

順
勢
に
左
拳
を
打
つ
。

写
真
省
略

打
太
刀

便
太
刀

右
拳
を
打
つ
。

右
足
前
か
ら
左
足
前
へ
と
足
を
踏
み
替
え
る
と
同
時
に
、

太
刀
も
順
か
ら
逆
に
替
え
て
右
拳
へ
の
打
ち
を
防
ぐ
。

太
刀
を
頭
上
に
振
り
か
ぶ
る
。

右
足
を
踏
み
こ
ん
で
、
順
に
打
太
刀
の
左
拳
を
打
つ
。

便
太
刀
の
左
拳
を
打
つ
。

和
卜
勝
ち
に
打
太
刀
の
太
刀
を
左
下
に
打
落
す
。

太
刀
を
頭
上
に
振
り
か
ぶ
る
。

左
足
を
踏
み
込
ん
で
、
逆
に
打
太
刀
の
右
挙
を
打
つ
。

頭
を
打
つ
。

逆
に
当
た
り
、
順
に
架
け
流
す
。

太
刀
を
振
り
か
ぶ
る
。

左
拳
を
打
つ
。

頭
を
打
つ
。

順
に
当
た
り
、
逆
に
架
け
流
す
。

太
刀
を
振
り
か
ぶ
る
、

右
拳
を
打
つ
。
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三
本
目

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
逆
城
郭
勢
に
構
え
、
相
懸
か
り
に
進
む
。

打
太
刀
　
問
境
に
て
深
く
頭
を
打
つ
。

便
太
刀
　
当
た
る
拍
子
で
打
太
刀
の
太
刀
を
下
か
ら

逆
勢
に
撥
ね
上
げ
、

使
太
刀
　
右
九
十
度
〔
目
安
〕
に
転
身
し
な
が
ら
相
架
け
流
し
に

太
刀
を
廻
し
て
打
太
刀
の
左
小
手
を
順
に
打
ち
、
順
に

引
き
下
が
る
。

打
太
刀
　
使
太
刀
に
向
き
直
る
。
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打
太
刀
　
頭
を
深
く
打
っ
て
い
く
。

使
太
刀
　
今
度
は
順
勢
に
撥
ね
上
げ
、

便
太
刀
　
左
九
十
度
（
目
安
）
　
に
転
身
し
な
が
ら

相
架
け
流
し
に
太
刀
を
廻
し
て
打
太
刀
の

右
小
手
を
逆
に
打
ち
、
逆
に
引
き
下
が
る
。

打
太
刀
　
便
太
刀
に
向
き
直
る
。

打
太
刀
　
頭
を
深
く
打
っ
て
い
く
。

使
太
刀
　
逆
勢
に
撥
ね
上
げ
、
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▲　．・

便
太
刀
　
右
に
転
身
し
、
順
に
打
太
刀
の
左
小
手
を

打
っ
て
、
下
る
。

打
太
刀
　
頭
（
左
側
頭
）
を
打
っ
て
い
く
。

使
太
刀
　
順
に
相
架
け
る
や
、

使
太
刀
　
左
小
手
を
付
け
打
つ
。

打
太
刀
　
頭
（
左
側
頭
）
を
打
っ
て
い
く
。

相
架
け
・
付
け
打
を
三
度
繰
り
か
え
し
、
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便
太
刀
　
四
度
目
に
相
架
け
る
や
、

便
太
刀
　
逆
に
転
身
し
て
右
小
手
を
打
つ
。

打
太
刀
　
頭
（
右
側
頭
）
を
打
っ
て
い
く
。

逆
の
相
架
け
・
付
け
打
を
三
度
繰
り
か

え
す
。

（
注
）
使
太
刀
は
打
太
刀
の
後
ろ
に
廻
り
込
む

よ
う
に
付
け
打
つ
。
そ
れ
に
応
じ
打
太

刀
は
そ
れ
を
防
ぐ
よ
う
に
便
太
刀
に
そ

の
つ
ど
向
き
直
る
。
結
果
と
し
て
打
太

刀
を
中
心
に
し
て
左
廻
り
・
右
廻
り
を

す
る
こ
と
に
な
る
。
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雷
刀

順
城
郭
勢
に
構
え
、

相
懸
か
り
に
進
む
。

打
太
刀

使
太
刀

問
境
に
て
便
太
刀
の
左
拳
を
打
つ
。

順
に
受
け
止
め
る
。
〔
和
ト
〕

打
太
刀
　
足
を
踏
み
替
え
て
前
の
右
足
を
逆
に
打
つ
。

便
太
刀
　
す
く
い
上
げ
る
よ
う
に
鋒
を
下
げ
て
受

け
止
め
る
。
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打
太
刀
　
太
刀
を
大
き
く
廻
刀
し
、

打
太
刀
　
足
を
踏
み
替
え
な
が
ら
、
順
に
前
の
右

足
を
順
に
打
つ
。

便
太
刀
　
鋒
を
下
に
突
き
刺
す
よ
う
下
げ
て
、
刃

で
順
に
受
け
止
め
る
。

打
太
刀

便
太
刀

太
刀
を
振
り
上
げ
る
。

左
足
を
小
さ
く
踏
み
込
み
な
が
ら
、

逆
に
打
太
刀
の
右
小
手
を
打
つ
。

廻
刀
し
て
、
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打
太
刀
　
太
刀
を
振
り
か
ぶ
る
。

便
太
刀
　
太
刀
を
真
直
ぐ
に
伸
ば
し
て
右
小
手
を
打
つ
。

打
太
刀

便
太
刀

逆
に
使
太
刀
の
足
を
打
つ
。

逆
に
受
け
と
め
、
左
か
ら
大
き
く
廻
刀
し
、
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打
太
刀

使
太
刀

太
刀
を
振
り
か
ぶ
る
。

順
に
打
太
刀
の
左
小
芋
を
打
つ
。
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打
太
刀

便
太
刀

遠
問
か
ら
高
く
頭
を
打
っ
て
い
く
。

僅
か
に
体
を
右
に
捌
き
な
が
ら
、
手
を
反

し
て
左
挙
を
左
目
の
斜
め
上
に
高
く
あ
げ

る
と
同
時
に
、
打
太
刀
の
太
刀
に
付
け
の

る
拍
子
に
の
り
、

便
太
刀
　
打
太
刀
の
太
刀
・
手
、
と
も
に
太
刀
の

背
で
下
段
に
下
げ
抑
え
、
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便
太
刀
　
小
さ
く
打
太
刀
の
両
挙
を
打
っ
て
、

そ
の
ま
ま
順
城
郭
に
な
っ
て
退
る
。

打
太
刀
　
太
刀
を
振
り
か
ぶ
り
、

打
太
刀

使
太
刀

頭
を
深
く
打
っ
て
い
く
。

順
に
高
く
相
架
け
流
し
、

使
太
刀
　
左
斜
め
前
に
転
身
し
て
右
脇
腹
を
真
横
に
切
る
。



48
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八
本
目

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
順
城
郭
、
剣
先
を
僅
か
に
左
に
ず
ら
し
、

右
拳
を
見
せ
、
相
懸
か
り
に
進
む
。

打
太
刀

使
太
刀

間
境
よ
り
便
太
刀
の
右
挙
を
逆
に
打
つ
。

足
を
踏
み
替
え
、
手
を
反
し
て

逆
に
止
め
る
。

打
太
刀

便
太
刀

太
刀
を
振
り
か
ぶ
る
。

太
刀
を
右
斜
め
前
に
上
げ
て
、

順
に
打
太
刀
の
左
小
手
を
打
つ
。
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打
太
刀
　
首
に
打
ち
来
た
る
。

便
太
刀
　
左
足
を
出
し
な
が
ら
刃
で
も
っ
て
順
に
当
て
、

左
肩
上
に
太
刀
を
振
り
か
ぶ
り
、

打
太
刀
　
太
刀
を
振
り
か
ぶ
る
。

使
太
刀
　
逆
に
打
太
刀
の
右
腕
を
打
つ
。
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雷
刀

逆
城
郭
、
剣
先
を
僅
か
に
右
に
ず
ら
し
、

左
拳
を
見
せ
、
相
懸
か
り
に
進
む
。

打
太
刀

使
太
刀

間
境
よ
り
便
太
刀
の
左
拳
を
順
に
打
つ
。
打
太
刀

足
を
踏
み
替
え
、
手
を
反
し
て
順
に
止
　
使
太
刀

める。

太
刀
を
振
り
被
る
。

太
刀
を
左
斜
め
前
に
上
げ
て
、
逆
に
打
太
刀
の
右

小
手
を
打
つ
。
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打
太
刀

使
太
刀

首
に
打
ち
来
た
る
。

右
足
を
出
し
な
が
ら
刃
で
も
っ
て
逆
に
当
て
、

右
肩
上
に
太
刀
を
振
り
あ
げ
る
。

打
太
刀

使
太
刀

太
刀
を
振
り
か
ぶ
る
。

順
に
打
太
刀
の
左
腕
を
打
つ
。



■－；ま
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雷
刀

順
城
郭
に
構
え
る
。

相
懸
か
り
に
進
む
。

打
太
刀

便
太
刀

触
刃
境
よ
り
使
太
刀
の
右
脇
腹
を
打
つ
。

左
拳
を
左
上
に
上
げ
、
右
腕
で
太
刀
を

支
え
、
打
太
刀
の
打
ち
を
当
た
る
拍
子
　
使
太
刀
　
速
や
か
に
右
拳
を
以
て
打
太
刀
の
拳
を

で
受
け
、

掃
い
落
し
、
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使
太
刀
　
逆
に
左
隻
手
刀
と
な
り
て
打
太
刀
の
足

（
右
膝
裏
）
を
払
う
。



55

十
一
本
目

打
太
刀
　
両
日
刀

使
太
刀
　
逆
城
郭
に
構
え

相
懸
か
り
に
進
む
。

打
太
刀

使
太
刀

触
刃
境
よ
り
使
太
刀
の
左
脇
腹
を
打
つ
。

右
拳
を
右
上
に
上
げ
、
左
腕
で
太
刀
を

支
え
、
打
太
刀
の
打
ち
を
当
た
る
拍
子

で
受
け
、

使
太
刀
　
速
や
か
に
左
挙
で
以
て
打
太
刀
の
拳
を

′
　
払
い
落
し
、
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使
太
刀
　
順
に
右
隻
手
刀
と
な
り
て
打
太
刀
の
足

（
左
膝
裏
）
を
払
う
。
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試
合
勢
法
　
第
二

二
相
雷
刀
　
〔
七
勢
法
〕

一
中
段
に
形
し
て
迎
え
る

打
太
刀
・
億
太
刀
と
も
雷
刀
に
て
進
む
。

便
太
刀
　
刀
境
外
よ
り
直
中
段
に
変
じ
て
水
月
を
越
さ
ん
と
す
。

打
太
刀
　
首
に
打
ち
来
た
る
。

便
太
刀
　
順
に
相
架
け
流
し
、
打
太
刀
の
右
手
を
打
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
打
つ
。

使
太
刀
　
逆
に
相
架
け
流
し
、
打
太
刀
の
左
手
に
勝
つ
。

意
思

こ
れ
迎
え
な
り
。
空
の
拍
子
に
云
う
、
敵
の
動
き
始
ま
る
心
を
知
る
、
茂
拍
子
な
り
。

心
地
諸
種
を
含
む
。
ま
た
色
に
若
き
色
に
従
う
。
ま
た
待
曲
、
ま
た
表
裏
の
勝
ち
。

ま
た
餌
飼
、
ま
た
一
打
し
て
働
か
し
め
て
勝
つ
意
も
ま
た
同
じ
。
ま
た
位
を
奪
う
、

ま
た
敵
の
拍
子
を
受
け
る
の
心
、
皆
味
わ
う
べ
し
。
こ
れ
打
下
げ
て
進
む
意
な
り
。

手
伸
び
過
ぎ
ず
し
て
予
め
、
相
懸
け
の
意
を
含
む
。

目
付
け
拳
の
み
。

二
青
岸
に
形
し
て
迎
え
る
　
順

三

　

同

　

　

　

　

　

　

　

　

道

打
太
刀
・
使
太
刀
と
も
雷
刀
に
て
進
む
。

便
太
刀
　
交
刃
境
に
於
い
て
青
岸
に
変
じ
て
迎
え
る
。

打
太
刀
　
拳
を
打
つ
。

使
太
刀
　
上
げ
外
し
て
逆
に
首
を
打
つ
。

打
太
刀
　
相
架
け
首
に
来
た
る
。

便
太
刀
　
逆
に
相
架
け
、
順
に
打
太
刀
の
左
手
を
切
る
。

打
太
刀
　
ま
た
打
つ
。

便
太
刀
　
順
に
相
架
け
流
し
、
逆
に
打
太
刀
の
右
手
を
打
つ
。

逆
は
、
相
宙
刀
よ
り
、

便
太
刀
　
逆
青
岸
に
下
ろ
す
。

打
太
刀
　
打
つ
。

使
太
刀
　
上
げ
外
し
順
に
打
太
刀
の
首
を
打
つ
。

後
打
二
本
と
も
前
に
同
じ
。
こ
れ
敵
引
け
ば
前
に
進
み
、
敵
進
め
ば
後
に
退
り
、
自

由
に
使
う
こ
と
よ
し
。
し
か
れ
ど
も
常
に
使
う
処
は
、
使
太
刀
、
前
進
す
る
も
の
と

する。
意
思

こ
れ
ま
た
藻
拍
子
な
り
。
高
曲
な
り
。
相
懸
け
は
易
く
外
す
は
難
し
。
よ
っ
て
先
ず

避
け
る
を
練
ら
し
む
。

四
中
・
下
の
問
に
形
し
て
迎
え
る
　
順
相
架
け
過
り
打

打
太
刀
・
便
太
刀
　
雷
刀
に
て
進
み
よ
る
。

使
太
刀
　
交
刃
境
外
よ
り
順
に
中
・
下
の
間
に
刀
を
下
ろ
し
て
迎
え
る
。

打
太
刀
　
首
に
打
ち
来
た
る
。

便
太
刀
　
順
に
相
架
け
、
退
り
打
ち
に
打
太
刀
の
右
腕
に
逆
に
勝
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
進
ん
で
打
ち
来
た
る
。

便
太
刀
　
退
い
て
逆
に
相
架
け
流
し
、
順
に
打
太
刀
の
左
手
に
勝
つ
。
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五
中
・
下
の
問
に
形
し
て
迎
え
る
　
逆
転
身

打
太
刀
・
使
太
刀
　
前
の
如
く
進
む
。

使
太
刀
　
交
刃
境
外
よ
り
逆
に
中
・
下
の
間
に
下
ろ
す
。

打
太
刀
　
深
く
首
に
打
ち
来
た
る
。

使
太
刀
　
調
子
に
の
り
、
隅
か
け
て
除
き
打
つ
。

始
め
逆
に
相
架
け
流
し
、
右
に
転
身
し
、
後
は
順
に
相
架
け
て
左
に
転
身
し
、

打
太
刀
の
右
腕
に
勝
つ
。

意
思

こ
れ
ま
た
藻
拍
子
な
り
。
上
と
同
じ
。
ま
た
引
い
て
迎
え
る
意
も
あ
り
。
ま
た
遠
近

に
云
う
、
角
に
か
か
っ
て
却
き
打
つ
べ
き
の
意
あ
り
。

こ
れ
迎
え
て
待
つ
も
の
な
り
。
表
裏
の
勝
ち
な
り
。
架
・
転
は
調
子
に
乗
り
、
隅
か

け
て
除
き
打
つ
意
あ
り
。

六
躁
が
し
く
来
た
る
を
打
つ
　
順

打
太
刀
・
使
太
刀
　
相
雷
刀
に
進
む
。

打
太
刀
　
躁
来
し
て
青
岸
に
変
じ
る
。

便
太
刀
　
そ
の
表
を
打
つ
。

打
太
刀
　
刀
を
反
し
て
便
太
刀
の
右
蛍
を
打
つ
。

便
太
刀
　
逆
に
打
止
め
進
む
。

打
太
刀
　
左
翼
を
打
つ
。

便
太
刀
　
順
に
打
止
め
進
む
。

打
太
刀
　
右
撃
を
打
つ
。

便
太
刀
　
逆
に
打
止
め
、
打
太
刀
の
拳
を
止
め
て
隻
手
刀
と
な
り
て
撞
く
。

七
躁
が
し
く
来
た
る
を
打
つ
　
逆

打
太
刀
　
雷
刀
よ
り
青
岸
に
変
じ
る
。

使
太
刀
　
そ
の
裏
を
打
つ
。

打
太
刀
　
刀
を
反
し
て
使
太
刀
の
左
撃
を
打
つ
。

使
太
刀
　
直
ち
に
止
め
、
右
手
、
打
太
刀
の
拳
を
止
め
、
左
隻
手
刀
と
な
り
て
撞
く
。

二
、
相
城
郭
〔
三
勢
法
〕

八
順

打
太
刀
・
便
太
刀
と
も
順
城
郭
に
立
ち
、
進
む
。

打
太
刀
　
便
太
刀
の
太
刀
先
三
寸
に
つ
け
て
、
億
太
刀
の
拳
三
寸
を
打
つ
。

使
太
刀
　
引
き
止
め
て
打
太
刀
の
三
寸
を
打
ち
、
下
よ
り
弾
ね
上
げ
、
上
よ
り
其
直
ぐ

に
十
文
字
と
打
つ
。

九
逆
　
敵
・
順

打
太
刀
　
順
城
郭

使
太
刀
　
逆
城
郭

打
太
刀
　
便
太
刀
の
拳
を
打
つ
。

便
太
刀
　
引
き
止
め
て
直
に
打
太
刀
の
拳
を
打
つ
。

下
よ
り
弾
ね
、
上
よ
り
打
つ
こ
と
前
に
同
じ
。

十
順
　
敵
・
逆

打
太
刀
　
便
太
刀
の
拳
を
下
よ
り
打
つ
。

使
太
刀
　
刀
を
反
し
て
逆
に
打
止
め
、
打
太
刀
の
拳
を
付
け
打
ち
、
下
よ
り
弾
ね
、
上
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よ
り
打
つ
こ
と
前
に
同
じ
。

意
思

初
勢
は
三
寸
二
つ
の
習
い
、
ま
た
拍
子
あ
る
構
え
に
は
著
け
て
打
つ
べ
し
と
の
意
。

ま
た
次
の
二
勢
は
昔
の
嶺
谷
の
教
え
な
り
。
こ
れ
敵
の
鋒
下
に
我
が
鉾
を
入
れ
る

な
り
。
我
が
鉢
、
上
な
る
と
き
は
大
い
に
背
く
な
り
。
し
か
り
と
い
え
ど
も
始
め
は

上
に
し
て
出
て
、
所
に
到
っ
て
下
に
入
れ
て
打
つ
も
の
は
善
し
。

三
、
相
下
段
〔
五
勢
法
〕

十
一
先
打

打
太
刀
・
便
太
刀
と
も
下
段
に
て
進
む
。

使
太
刀
　
境
外
に
て
雷
刀
に
揚
げ
る
。

打
太
刀
　
触
刃
境
に
入
っ
て
刀
を
揚
げ
る
。

使
太
刀
　
疾
雷
刀
の
如
く
打
太
刀
の
左
手
を
順
に
先
打
す
る
。

十
二
後
れ
打

打
太
刀
・
便
太
刀
と
も
下
段
に
て
進
む
。

使
太
刀
　
境
外
に
て
雷
刀
に
上
げ
て
迎
え
る
。

打
太
刀
　
ま
た
揚
げ
て
先
に
打
ち
来
た
る
。

使
太
刀
　
疾
く
身
を
沈
め
て
深
く
迫
り
、
順
に
打
太
刀
の
左
脇
下
を
打
ち
、
右
手
、
刀

背
を
取
っ
て
撞
く
。

打
太
刀
　
却
い
て
使
太
刀
の
首
を
打
つ
。

使
太
刀
　
順
に
架
け
流
し
、
逆
に
打
太
刀
の
右
手
に
勝
つ
。

相
下
段
先
打
の
意
思

昔
の
水
月
、
活
人
刀
、
ま
た
挙
げ
る
所
は
今
の
活
す
る
位
な
り
。
一
の
太
刀
連
ま
た

連
拍
子
、
ま
た
昔
の
風
水
の
音
も
ま
た
意
、
似
た
り
。
ま
た
水
月
、
前
者
待
ち
に
し

て
内
に
入
っ
て
は
先
々
の
位
な
り
。
ま
た
武
蔵
流
　
〔
円
明
流
〕
心
の
章
に
云
う
、
心

を
水
と
な
し
、
折
に
触
れ
事
に
応
じ
る
心
な
り
。
味
わ
う
べ
し
。
ま
た
鋒
動
き
あ

る
と
き
は
調
子
に
乗
り
て
打
つ
意
、
同
じ
。

心
持
に
云
う
、
始
め
下
段
を
打
砕
か
ん
と
欲
し
て
刀
を
揚
げ
る
な
り
。
後
、
連
拍

子
、
聾
電
、
こ
れ
敵
の
揚
げ
る
処
は
内
、
我
れ
は
外
な
り
。
後
れ
打
は
、
雷
、
下
段

人
身
を
打
つ
勢
、
揚
げ
る
所
は
迎
え
な
り
。
心
は
藻
の
下
に
あ
り
。
合
し
打
は
、
敵
、

推
し
来
た
る
、
あ
る
い
は
ま
さ
に
拳
を
捉
え
ん
と
す
。
ゆ
え
に
勢
を
取
っ
て
隅
に
却

き
打
つ
。
ま
さ
に
拳
を
捉
え
ん
と
す
る
と
き
は
、
一
拍
子
に
抜
け
て
片
手
太
刀
と
な

っ
て
打
つ
も
ま
た
同
じ
。
左
転
右
転
は
相
雷
刀
、
左
右
の
変
と
同
じ
。
こ
れ
疾
く
刀

背
を
取
っ
て
横
に
推
し
撞
く
な
り
。

同
後
れ
打
、
傭
人
、
敵
外
よ
り
深
く
入
り
打
つ
。

意
思
　
後
れ
打

こ
れ
敵
の
拍
子
を
受
け
て
疾
く
入
る
な
り
。
雷
刀
、
下
段
、
人
身
を
打
つ
勢
、
相
雷

刀
、
足
を
坐
き
打
つ
勢
、
意
、
相
同
じ
。
挙
げ
る
所
、
迎
え
な
り
。

十
三
合
し
打

打
太
刀
・
使
太
刀
と
も
相
下
段
に
て
進
む
。
境
外
に
て
共
に
雷
刀
に
揚
げ
る
。

打
太
刀
　
先
に
実
直
ぐ
に
打
つ
。

使
太
刀
　
合
し
打
つ
。

打
太
刀
　
推
し
来
た
る
。

使
太
刀
　
そ
の
節
を
う
け
て
打
太
刀
の
右
に
転
じ
、
足
を
順
に
打
つ
。
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打
太
刀
　
却
い
て
使
太
刀
の
首
を
打
つ
。

便
太
刀
　
順
に
相
架
け
流
し
、
逆
に
打
太
刀
の
右
手
に
勝
つ
。

意
思

退
却
し
て
下
を
打
つ
時
、
昔
の
遠
近
の
位
に
云
う
、
敵
の
動
き
大
な
る
こ
と
を
見
る

な
り
。
足
の
踏
み
出
し
・
太
刀
の
切
り
出
し
、
何
に
つ
き
て
も
ま
た
そ
の
調
子
に
乗

り
て
角
に
却
き
打
つ
べ
し
。
ま
た
敵
の
我
が
拳
を
取
ら
ん
と
欲
す
る
と
き
、
下
を
打

つ
意
も
ま
た
同
じ
。

ま
た
角
に
て
開
く
拍
子
の
意
も
ま
た
少
し
あ
り
。
思
う
べ
し
。

十
四
左
転
　
刀
背
を
執
っ
て
推
す
　
逆

打
太
刀
・
便
太
刀
と
も
下
段
に
て
進
み
、
境
外
に
て
共
に
揚
げ
る
。

打
太
刀
　
強
く
堅
に
首
を
打
つ
。
其
直
ぐ
に
進
み
打
つ
。

便
太
刀
　
逆
に
左
に
転
じ
腕
を
切
り
、
刀
背
を
執
り
て
推
し
撞
く
。

打
太
刀
　
ま
た
首
を
打
つ
。

使
太
刀
　
逆
に
相
架
け
流
し
、
打
太
刀
の
左
手
を
順
に
打
つ
。

十
五
右
転
　
刀
背
を
執
っ
て
推
す
　
順

前
に
同
じ

便
太
刀
　
順
に
右
に
転
じ
打
太
刀
の
腕
に
勝
ち
、
刀
背
を
執
り
撞
く
。

打
太
刀
　
退
り
て
使
太
刀
の
首
を
打
つ
。

便
太
刀
　
服
に
相
架
け
、
逆
に
打
太
刀
の
右
手
を
打
つ
。

意
思

相
雷
刀
、
左
右
の
変
勢
、
同
じ
。
こ
れ
刃
背
を
執
っ
て
横
に
推
す
も
の
な
り
。

四
、
撥
草
〔
二
勢
法
〕

十
六
先
合

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
撥
草
に
て
進
み
、
交
刃
境
よ
り
疾
雷
刀
の
如
く
撥
革
よ
り
先
打
し
、
疾
く
打

太
刀
の
右
手
に
逆
打
す
る
。

意
思

こ
れ
雷
刀
の
先
後
の
勢
と
同
じ
。
ま
た
先
は
打
っ
て
勝
ち
、
打
た
れ
て
合
し
勝
つ
位

な
り
。
後
は
、
外
し
て
越
し
て
勝
つ
も
の
に
し
て
天
狗
抄
花
車
な
り
。

十
七
天
の
花
車

使
太
刀
　
撥
草
（
電
太
刀
な
り
）

打
太
刀
　
雷
刀
よ
り
青
岸
に
下
ろ
し
、
使
太
刀
の
肘
を
浅
く
打
つ
。

使
太
刀
　
引
き
下
が
り
な
が
ら
堅
に
十
文
字
と
打
太
刀
の
柄
中
に
勝
つ
。

五
、
十
太
刀
変
〔
二
勢
法
〕

十
八
首

打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

雷
刀

十
太
刀
に
て
進
む
。

使
太
刀
の
首
を
打
つ
。

太
刀
を
立
て
当
た
り
、
我
が
左
に
沸
い
落
し
、
打
太
刀
の
左
手
を
打
ち
、
十

太
刀
に
構
え
る
。

幾
度
も
尽
き
ざ
る
位
な
り
。
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十
九
拝
ぎ
入
る
を
打
つ

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
十
太
刀
に
て
進
む
。

打
太
刀
　
雷
刀
よ
り
下
段
に
下
ろ
し
、
拳
を
防
ぎ
な
が
ら
鉢
を
下
ろ
し
、
逆
に
相
架
け

流
さ
ん
と
境
内
に
入
る
。

使
太
刀
　
〔
入
る
と
こ
ろ
を
〕
上
よ
り
十
文
字
と
拳
に
勝
つ
。

意
思

本
伝
は
当
た
り
返
る
拍
子
な
り
と
い
え
ど
も
、
首
を
打
つ
も
の
は
当
た
り
沸
う
も
の

な
り
。
ゆ
え
に
附
け
る
・
当
た
る
を
兼
ね
る
拍
子
な
り
。
ま
た
受
け
入
り
を
打
つ
も

の
は
太
刀
一
つ
を
侍
む
に
あ
ら
ず
。
合
気
を
離
れ
る
位
な
り
。

子
刀

敵
　
中
段
、
拳
を
揮
い
で
来
た
る
。

我
　
そ
の
表
に
触
れ
て
疾
く
そ
の
裏
を
打
つ
。

六
、
猿
回
変
〔
二
勢
法
〕

二
〇
先

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
猿
回
に
て
進
む
。
触
刃
境
に
入
り
て
順
に
打
太
刀
の
左
手
に
先
打
す
る
。

或
い
は
、

打
太
刀
　
架
け
止
め
、
腹
に
来
た
る
。

使
太
刀
　
順
に
相
架
け
流
し
、
逆
に
打
太
刀
の
右
手
に
勝
つ
。

二
一
後
打
勢

打
太
刀
　
雷
刀
よ
り
浅
く
便
太
刀
の
肩
を
打
つ
。

使
太
刀
　
却
き
外
し
真
直
ぐ
に
乗
り
打
つ
。

意
思

虎
穴
に
入
ら
ず
ん
ば
争
で
か
虎
児
を
得
ん
。
酔
後
心
を
発
す
。
我
を
忘
れ
、
我
を
知

る
。
ま
た
心
は
方
墳
に
て
随
っ
て
転
ず
。
痛
い
を
去
る
べ
し
。
一
の
病
、
敵
の
鉢
を

見
る
。
二
の
病
、
敵
の
面
を
見
る
。
三
の
病
、
臆
す
る
な
り
。
こ
の
三
つ
の
も
の
を

去
っ
て
唯
一
心
種
字
な
り
。
手
裏
剣
〔
手
の
内
〕
を
見
る
こ
と
肝
要
な
り
。

七
、
一
刀
変
〔
二
勢
法
〕

二
二
弾
ね
て
後
返
り
、
ま
た
打
落
す

打
太
刀
　
雷
刀
よ
り
中
段
に
変
じ
、
浅
く
使
太
刀
の
肘
を
順
に
打
つ
。

使
太
刀
　
下
よ
り
弾
ね
上
げ
元
に
復
す
。

打
太
刀
　
ま
た
順
に
肩
を
打
つ
。

便
太
刀
　
実
直
ぐ
に
十
字
勝
ち
。

二
三
是
極

打
太
刀
　
雷
刀
よ
り
隻
手
太
刀
と
な
り
て
使
太
刀
の
腹
を
撥
う
。

使
太
刀
一
刀
両
段
と
首
を
打
つ
。
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意
思

こ
れ
即
ち
一
刀
両
段
の
位
。
ま
た
下
上
の
心
の
伸
び
る
身
。
ま
た
「
努
め
て
英
雄
の

心
を
知
る
、
是
極
一
刀
と
い
う
」
は
、
こ
の
事
な
り
。
ま
た
我
が
筋
を
打
つ
も
の
な

り
。
十
文
字
を
習
う
、
ま
た
鉾
に
動
き
あ
る
時
、
調
子
に
乗
り
て
打
つ
意
、
同
じ
。

八
、
相
雷
刀
〔
三
勢
法
〕

二
四
刀
棒
に
変
ず

打
太
刀
・
使
太
刀
と
も
雷
刀
に
て
進
む
。

使
太
刀
　
交
刃
境
に
て
隻
手
刀
と
な
り
、
順
に
打
太
刀
の
手
あ
る
い
は
眼
を
撥
う
。
し

か
し
て
刀
棒
に
変
じ
、
深
く
打
太
刀
の
手
の
下
に
入
り
、
推
し
倒
し
、
輪
刀

し
て
打
太
刀
の
左
手
を
打
つ
。

二
五
折
甲
に
変
ず

打
太
刀
・
使
太
刀
と
も
雷
刀
に
て
進
む
。

使
太
刀
　
交
刃
境
に
て
疾
く
折
甲
に
変
じ
、
打
太
刀
の
雷
刀
の
下
に
入
り
、
推
し
進
み

右
に
変
わ
り
、
順
に
打
太
刀
の
左
手
を
打
つ
。

意
思

こ
れ
ま
た
表
裏
の
勝
ち
な
り
。
時
に
よ
り
用
う
べ
き
こ
と
あ
り
。
疾
く
入
る
も
の
な

り
。
受
け
入
り
は
昔
の
折
甲
勢
な
り
。

二
勢
と
も
水
月
を
越
す
も
の
な
り
。

二
六
併
し
打
つ

打
太
刀
　
雷
刀
よ
り
使
太
刀
の
手
を
撥
っ
て
刀
棒
に
変
じ
、
入
り
来
た
る
。

使
太
刀
　
疾
く
我
が
右
に
転
じ
身
を
併
し
、
横
に
打
太
刀
の
左
手
を
打
つ
。

意
思

こ
れ
前
勢
を
打
つ
も
の
な
り
。
藻
の
下
、
近
々
の
位
、
雷
刀
、
下
段
、
人
身
を
打
つ

勢
、
相
雷
刀
、
足
を
坐
き
打
つ
勢
、
意
、
皆
同
じ
。

九
、
雷
刀
　
〔
五
勢
法
〕

二
七
撥
草
を
打
つ
　
順

打
太
刀
　
撥
草

億
太
刀
　
雷
刀
。
交
刃
境
よ
り
打
太
刀
の
首
を
打
つ
。

打
太
刀
　
架
け
止
め
、
付
け
打
に
使
太
刀
の
首
を
打
つ
。

便
太
刀
　
順
に
架
け
止
め
、
打
太
刀
の
右
手
を
逆
に
打
つ
。

或
い
は
、

打
太
刀
　
架
け
止
め
る
。

便
太
刀
　
同
時
に
逆
に
右
手
を
打
つ
。

二
八
撥
草
を
打
っ
　
遣

打
太
刀

便
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

撥
草

雷
刀
。
交
刃
境
よ
り
打
太
刀
の
首
を
打
つ
。

順
に
架
け
止
め
、
逆
に
便
太
刀
の
右
手
を
打
つ
。

逆
に
架
け
止
め
、
打
太
刀
の
左
の
手
を
順
に
打
つ
。

意
思

迎
え
な
り
。
進
み
挑
み
て
我
が
先
の
先
と
勝
つ
べ
し
。
我
が
先
を
迎
え
と
い
う
。
ま
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た
棒
心
の
語
に
云
う
、
敵
の
不
意
、
動
き
無
き
処
、
我
れ
敢
て
進
み
打
つ
、
そ
の
意

思
、
肝
要
な
り
。
自
著
は
観
見
な
り
。

二
九
十
太
刀
を
打
つ

打
太
刀
　
十
太
刀

使
太
刀
　
雷
刀
よ
り
中
・
下
段
の
間
に
変
じ
、
拳
を
防
い
で
入
る
。

打
太
刀
　
便
太
刀
の
首
を
打
ち
来
た
る
。

便
太
刀
　
順
に
相
架
け
流
し
、
逆
に
打
太
刀
の
右
手
に
勝
つ
。

意
思

枝
葉
書
に
云
く
、
敵
の
間
隙
を
尋
ね
る
も
悪
し
。
我
が
間
を
塞
ぐ
も
ま
た
悪
し
と
。

し
か
れ
ど
も
気
、
合
う
時
は
打
た
ず
、
少
し
避
け
る
意
を
以
て
後
、
疾
く
没
玄
味
の

打
ち
を
以
て
打
つ
。
始
め
撞
く
心
あ
り
。
こ
れ
両
一
尺
の
迎
え
な
り
。
ま
た
刀
を
以

て
拳
を
防
ぎ
、
意
を
以
て
首
を
守
る
も
の
な
り
。

三
〇
車
を
打
つ
　
逆
止
め
る

打
太
刀
　
車

便
太
刀
　
雷
刀
よ
り
打
太
刀
の
首
を
打
つ
。

便
太
刀
　
逆
に
架
け
止
め
、
打
太
刀
の
左
手
を
打
つ
。

三
一
草
を
打
つ
　
順
流
す

前
に
同
じ

便
太
刀
　
打
太
刀
の
首
を
打
つ
。

打
太
刀
　
順
に
架
け
止
め
、
使
太
刀
の
足
を
逆
に
打
つ
。

使
太
刀
　
順
に
架
け
流
し
、
打
太
刀
の
右
手
に
勝
つ
。

意
思

こ
れ
雷
刀
、
撥
草
打
つ
勢
と
同
意
な
り
。
す
べ
て
か
く
の
如
き
は
敵
の
異
勢
に
惑
い
、

進
む
こ
と
あ
た
わ
ざ
る
も
の
を
導
く
な
り
。
異
勢
を
畏
れ
て
惑
え
ば
、
敵
に
使
わ
れ

受
太
刀
と
な
り
、
遂
に
打
た
れ
る
。

右
三
十
l
勢
法
、
至
近
な
り
と
い
え
ど
も
、
先
哲
の
奥
旨
を
含
む
。
道
は
選
〔
近
〕

き
に
あ
り
、
こ
れ
を
遠
き
に
求
む
る
こ
と
な
か
れ
。
事
は
易
き
に
あ
り
、
こ
れ
を
難

き
に
求
む
る
こ
と
な
か
れ
。
天
狗
抄
を
伝
え
て
後
、
許
す
も
の
な
り
。
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小
太
刀
勢
法

「
小
転
下
段
変

一
下
段
変

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
下
段
。
拳
を
膝
が
し
ら
近
く
に
置
き
、
鉾
を
左
に
し
、
身
を
低
く
し
て
境

に
入
る
。

打
太
刀
　
首
に
打
ち
来
た
る
。

便
太
刀
　
下
よ
り
当
た
る
拍
子
を
以
て
架
け
止
め
、
左
手
、
打
太
刀
の
両
拳
の
内
へ
入

れ
、
右
手
、
打
太
刀
の
腹
を
撞
く
。
変
化
は
前
の
通
り
。

意
思

こ
の
無
刀
の
心
、
心
広
く
体
絆
、
左
足
の
は
た
ら
き
、
打
た
れ
て
勝
つ
。
勢
い
強

く
敵
を
突
倒
す
意
、
相
懸
け
を
悼
む
な
か
れ
。
自
著
は
拳
。
す
べ
て
短
刀
は
深
く
入

る
こ
と
を
主
と
す
。
戸
を
越
す
の
教
え
〔
円
明
流
〕
第
一
な
り
。
こ
れ
先
の
心
な
り
。

し
か
れ
ど
も
懸
に
待
あ
り
、
水
月
を
越
す
も
の
な
り
。
位
に
勝
ち
あ
り
。
近
々
の
位
、

こ
の
左
手
を
以
て
拳
を
払
う
も
ま
た
可
な
り
。

心
持
に
云
く
、

五
合
剣
第
一
・
勇
は
危
憾
な
き
心
な
り
。
ゆ
え
に
心
広
く
体
膵
な
り
。
目
付
は
二

星
ま
た
拳
。
拍
子
は
物
打
に
て
石
火
。
身
懸
か
り
は
大
勝
に
左
足
は
境
に
入
る
。
水

月
の
足
な
り
。
近
々
敵
を
拳
倒
す
。
ま
た
身
を
離
れ
ざ
る
な
り
。
膝
膠
の
身
〔
円
明

流
〕
、
水
月
を
越
し
、
戸
を
越
す
も
の
な
り
。

二
後
れ
入
る

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
下
段
。
構
え
前
の
如
く
に
し
て
進
み
、
下
を
残
し
て
上
を
境
内
に
入
れ
る
。

打
太
刀
　
浅
く
首
を
打
つ
。

使
太
刀
　
首
を
後
に
外
す
。

打
太
刀
　
刀
を
挙
げ
る
。

便
太
刀
　
そ
の
節
に
随
っ
て
首
を
拝
ぎ
、
深
く
身
を
入
れ
て
左
手
を
添
え
て
、
打
太
刀

を
拳
倒
し
て
迫
る
。

意
思

後
れ
入
る
も
の
は
遠
々
、
連
拍
子
、
昔
の
風
水
の
音
。
弾
ね
入
る
も
の
は
、
胸
を
拳

倒
し
揃
い
入
る
、
同
節
な
り
。
相
架
け
は
す
べ
て
近
き
善
し
。

三
鉾
を
弾
ね
入
る

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
下
段
に
し
て
上
境
に
入
る
。

打
太
刀
　
浅
く
僚
太
刀
の
首
を
打
つ
。

使
太
刀
　
後
ろ
に
外
す
。

打
太
刀
　
中
段
に
し
て
或
い
は
撞
く
。

便
太
刀
　
鉾
を
撥
っ
て
入
り
、
拳
を
捉
え
て
撞
き
追
ま
る
。

意
思

こ
の
遠
々
の
位
、
敵
を
引
き
出
す
な
り
。
昔
の
風
水
の
音
、
味
わ
う
べ
し
。
骨
同
上
、

胸
を
突
き
倒
し
て
打
つ
善
し
。
沸
う
と
入
る
と
は
同
節
。
眼
、
峯
に
あ
り
、
手
、
刺

を
嫌
う
意
あ
り
。
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四
腹
を
拝
ぎ
入
る
　
順
流
す

打
太
刀
　
雷
刀
よ
り
使
太
刀
の
左
腹
を
打
つ
。

使
太
刀
　
順
に
架
け
流
し
、
打
太
刀
の
拳
を
捉
え
て
打
つ
。

五
腹
を
拝
ぎ
入
る
　
逆
架
け
止
め
る

打
太
刀
　
便
太
刀
の
右
腹
を
打
つ
。

優
太
刀
　
身
に
近
く
打
ち
止
め
、
拳
倒
し
て
迫
る
。

意
思

こ
の
順
は
相
懸
け
流
し
、
逆
は
相
懸
け
止
め
な
り
。
先
に
人
ら
ん
と
欲
す
る
時
は
、

敵
、
必
ず
腹
を
打
つ
。
無
刀
、
刀
を
取
ら
ん
と
欲
す
る
と
き
は
敵
、
必
ず
却
き
打
つ
。

こ
れ
人
の
定
情
な
り
。
敵
の
拍
子
受
け
る
も
の
な
り
。
即
ち
位
を
残
す
も
の
な
り
。

六
足
を
外
す
　
順
・
逆
同
勢

打
太
刀
　
雷
刀
よ
り
足
を
払
う
。

便
太
刀
　
足
を
外
し
て
疾
く
越
し
入
り
打
ち
、
近
く
迫
る
。

意
思

心
を
神
妙
剣
と
水
月
と
に
用
い
て
、
す
か
し
越
し
て
勝
つ
意
な
り
。
足
を
拝
ぐ
は
深

く
換
え
来
た
る
も
の
な
り
。
相
架
け
と
打
落
し
の
み
。

七
足
を
拝
ぐ
　
架
け
流
す

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
下
段

打
太
刀
　
深
く
足
を
切
る
。

便
太
刀
　
順
に
架
け
流
し
打
つ
。

逆
に
来
た
る
も
の
は
刀
を
下
げ
て
架
け
止
め
打
つ
。

意
思

前
述
の
通
り
。

二
、
小
転
雷
刀
変

一
架
け
撥
い

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
雷
刀

打
太
刀
　
首
に
打
ち
来
た
る
。

便
太
刀
　
順
に
架
け
打
太
刀
〔
の
〕
拳
を
左
手
を
副
え
て
右
に
撥
い
落
し
衝
き
迫
る
。

意
思

初
学
の
士
、
も
し
死
生
分
か
れ
る
の
地
に
到
れ
ば
、
雷
刀
は
、
手
、
危
う
き
に
似
た
り
。

守
る
こ
と
全
く
し
て
敵
を
呑
む
位
を
得
て
後
、
こ
れ
を
用
う
べ
し
。
ま
た
心
は
水
中

の
月
に
似
た
り
。
形
、
鏡
上
の
影
の
如
し
。
ま
た
左
足
の
働
き
も
同
じ
。
す
べ
て
鏡

に
掛
け
て
進
み
、
敵
に
応
じ
て
勝
つ
べ
し
。
撃
石
火
の
機
な
り
。
こ
れ
ま
た
拳
を
掬

っ
て
打
つ
も
可
な
り
。

二
手
を
揮
ぐ
　
架
け
止
め
る

打
太
刀
　
逆
に
使
太
刀
の
拳
を
打
つ
。

使
太
刀
　
架
け
止
め
、
我
が
右
に
撥
い
落
し
迫
る
。

三
暁
を
揮
ぐ
　
架
け
流
す



打
太
刀
　
順
に
便
太
刀
の
抗
を
打
つ
。

便
太
刀
　
逆
に
架
け
流
し
、
打
太
刀
の
左
手
を
打
ち
、
左
手
に
て
打
太
刀
の
拳
を
払
い
突
く
。

意
思

雷
刀
は
敵
多
く
腹
を
打
た
ず
。
こ
れ
ま
た
常
情
な
り
。
こ
れ
二
心
持
た
ざ
る
意
あ
り
。

ま
た
待
曲
の
意
あ
り
。

四
腹
を
外
し
打
つ
　
敵
順

打
太
刀
　
順
に
浅
く
便
太
刀
の
腹
を
打
つ
。

便
太
刀
　
少
し
却
き
真
直
ぐ
に
そ
の
手
を
打
つ
。

五
腹
を
外
し
打
つ
　
敵
連

打
太
刀
　
至
っ
て
浅
く
逆
に
便
太
刀
の
腹
を
打
つ
。

僚
太
刀
　
却
き
外
し
疾
く
進
み
、
打
太
刀
の
手
を
打
ち
迫
る
。

六
転
し
打
落
し

打
太
刀
　
順
に
便
太
刀
の
肩
に
打
ち
来
た
る
。

使
太
刀
　
そ
の
先
を
上
よ
り
転
し
勝
つ
。

或
い
は
、

打
太
刀
　
足
に
来
た
る
。

使
太
刀
　
上
よ
り
打
ち
下
ろ
し
止
め
、
折
り
し
く
も
可
な
り
。

意
思

こ
れ
皆
本
伝
の
勝
ち
な
り
。
肋
一
寸
の
心
を
以
て
却
き
打
あ
る
い
は
外
し
越
し
て

勝
つ
。
転
身
は
順
逆
と
も
に
一
尺
五
寸
の
外
し
な
り
。
肋
一
寸
の
義
、
下
に
出
す
。

こ
れ
浅
き
は
却
き
打
ち
或
い
は
越
し
勝
つ
。
深
き
も
の
は
一
尺
五
寸
の
外
し
な
り
。
　
6
6

遠
々
近
々
の
位
な
り
。

三
、
小
転
下
段
変
雷
刀

一
下
段
変
雷
刀
　
敵
雷
刀
　
下
〔
以
下
〕
同
じ

打
太
刀
　
雷
刀
に
し
て
待
つ
。

使
太
刀
　
下
段
に
て
進
み
、
刃
境
に
到
り
、
刀
を
挙
げ
て
人
ら
ん
と
す
。

打
太
刀
　
そ
の
処
を
外
さ
ず
順
に
腹
を
打
つ
。

使
太
刀
　
同
節
そ
の
手
を
打
つ
。

二
道
打
止
め
る

逆
は
前
の
通
り
に
し
て
今
度
は
、

打
太
刀
　
逆
に
腹
を
打
つ
。

使
太
刀
　
打
止
め
て
拳
を
払
っ
て
迫
る
。

子
刀
　
〔
変
化
〕

或
い
は
敵
打
た
ぎ
る
と
き
は
雷
刀
に
変
じ
て
向
か
う
。
敵
ま
た
打
つ
時
、
我
れ
却
き

打
あ
る
い
は
身
を
転
じ
て
打
つ
。

二
道
勢
〔
二
が
二
箇
所
あ
る
〕

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
下
段
よ
り
刀
を
挙
げ
て
人
ら
ん
と
す
る
。

打
太
刀
　
便
太
刀
の
手
を
打
ち
来
た
る
。

使
太
刀
　
逆
に
打
ち
止
め
、
我
が
右
に
沸
い
落
し
迫
る
。
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三
雷
刀
転
身

便
太
刀
・
打
太
刀
と
も
に
雷
刀
に
て
進
む
。

打
太
刀
　
順
に
便
太
刀
の
腹
を
打
つ
。

便
太
刀
　
打
太
刀
の
左
に
転
じ
て
打
太
刀
の
拳
を
打
つ
。

四
足
を
外
す

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
下
段
よ
り
中
段
に
構
え
進
み
人
ら
ん
と
す
。

打
太
刀
　
左
手
を
放
し
て
順
に
足
を
切
る
。

便
太
刀
　
足
を
却
い
て
外
す
。

打
太
刀
　
輪
刀
し
て
逆
に
拳
を
打
つ
。

便
太
刀
　
架
け
止
め
て
拳
を
払
っ
て
迫
る
。

五
足
を
外
す
　
逆

打
太
刀
　
逆
に
便
太
刀
の
足
を
切
る
。

使
太
刀
　
外
し
て
打
太
刀
の
首
を
打
つ
。

打
太
刀
　
却
い
て
逆
に
架
け
て
、
順
に
使
太
刀
の
首
を
打
つ
。

使
太
刀
　
逆
に
相
架
け
流
し
十
文
字
と
拳
に
勝
つ
。

六
止
め
流
す
　
無
数

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
　
下
段
よ
り
雷
刀
に
変
じ
入
る
。

打
太
刀
　
浅
く
逆
に
右
手
を
打
つ
。

使
太
刀
　
逆
に
架
け
止
め
る
。

打
太
刀
　
却
い
て
順
に
暁
を
打
つ
。

使
太
刀
　
架
け
流
し
進
む
。

打
太
刀
　
ま
た
逆
に
右
手
を
打
つ
。

使
太
刀
　
架
け
止
め
て
拳
を
捉
え
て
撞
く
。

七
止
々
勢

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
下
段
よ
り
中
段
に
変
じ
て
人
ら
ん
と
す
。

打
太
刀
　
拳
に
打
ち
来
た
る
。

使
太
刀
　
上
に
外
し
首
を
打
つ
。

打
太
刀
　
逆
に
相
架
け
、
順
に
暁
を
打
つ
。

使
太
刀
　
架
け
流
す
。

打
太
刀
　
ま
た
却
い
て
逆
に
手
を
打
つ
。

使
太
刀
　
架
け
止
め
る
。

打
太
刀
　
ま
た
却
い
て
順
に
暁
を
打
つ
。

使
太
刀
　
十
文
字
と
拳
を
打
ち
止
め
る
。

打
太
刀
　
ま
た
逆
に
首
に
来
た
る
。

使
太
刀
　
打
止
め
拳
を
撥
っ
て
撞
く
。

八
中
段
を
打
つ

打
太
刀
　
中
段

使
太
刀
　
雷
刀
に
て
進
み
よ
る
。
刃
境
に
て
探
り
打
に
す
る
。

打
太
刀
　
動
か
ず
。

便
太
刀
　
疾
く
裏
よ
り
鉾
を
撥
っ
て
入
り
迫
る
。

九
中
段
を
打
つ
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「順車」『戟合口伝書』（柳生文書）に拝まれた絵
江戸時代の車の構えを知る貴重な絵である。

打
太
刀
　
中
段

使
太
刀
　
雷
刀
よ
り
中
段
に
下
ろ
し
、
表
に
架
け
て
人
ら
ん
と
す
。

打
太
刀
　
却
い
て
首
を
打
つ
。

便
太
刀
　
筋
を
変
わ
り
て
上
よ
り
打
つ
。

十
転
身
　
先
打
勢

打
太
刀
　
青
岸

便
太
刀
　
横
雷
刀
に
て
進
み
刃
境
に
て
打
太
刀
の
拳
を
も
じ
り
打
に
す
る
。

打
太
刀
　
上
に
外
し
隻
手
刀
と
な
り
て
使
太
刀
の
肩
を
沸
う
。

使
太
刀
　
上
よ
り
十
文
字
と
勝
つ
。

十
一
事
に
向
か
う

打
太
刀
　
車
に
立
ち
て
待
つ
。

便
太
刀
　
雷
刀
よ
り
下
段
に
な
り
、
人
ら
ん
と
す
る
。

打
太
刀
　
斜
に
便
太
刀
の
肩
を
打
つ
。

使
太
刀
　
架
け
流
し
拳
を
打
っ
て
迫
る
。

十
二
弾
ね
る
を
外
す

打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

車雷
刀
よ
り
下
段
に
下
ろ
す
。

使
太
刀
の
足
を
打
つ
。

外
す
。

ま
た
腹
を
弾
ね
る
。

上
よ
り
打
ち
止
め
勝
つ
　
（
打
太
刀
の
左
に
よ
る
こ
と
）
。
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一
両
刀
雷
刀

便
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

〔
二
刀
勢
法
〕

れ
を
切
ら
し
め
て
勝
つ
意
も
ま
た
通
ず
。
深
く
打
つ
と
き
は
受
け
る
な
り
。

両
刀

雷
刀
に
て
来
た
る
。

左
手
、
中
刀
を
上
段
に
し
て
、
鉢
は
打
太
刀
の
左
眼
を
指
し
、
刀
を
斜
め
に
し

て
身
を
防
ぐ
。
大
刀
は
撥
草
勢
に
立
ち
、
左
脇
を
先
に
し
斜
め
に
向
か
っ
て
進
む
。

使
太
刀
の
首
に
打
ち
来
た
る
。

中
刀
を
以
て
粕
架
け
止
め
、
太
刀
を
以
て
打
太
刀
の
左
手
を
打
つ
。

二
同
円
曲

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
円
曲
に
構
え
て
進
む
。

打
太
刀
　
そ
の
交
上
を
浅
く
打
つ
。

使
太
刀
　
僅
か
に
左
右
に
開
き
避
け
、

元
に
復
す
。

子
刀

（
一
）
　
打
太
刀

使
太
刀

（
二
）
　
打
太
刀

使
太
刀

（
三
）
打
太
刀

使
太
刀

（
四
）
打
太
刀

使
太
刀

逆
に
深
く
億
太
刀
の
首
を
打
つ
。

大
刀
を
以
て
止
め
、
中
刀
を
以
て
撞
く
。

中
段

鋒
低
き
も
の
は
、
中
刀
を
以
て
鋒
を
抑
え
、
大
刀
を
以
て
首
あ

る
い
は
肩
を
打
つ
。
一
節
な
り
。

中
段

鋒
高
き
も
の
は
す
く
い
上
げ
、
膝
あ
る
い
は
足
を
打
つ
。
抑
え
れ

ば
則
ち
、
拳
を
打
た
れ
る
こ
と
あ
り
。
こ
れ
を
戒
む
。

初
め
左
拳
を
打
つ
。

則
ち
一
節
〔
打
太
刀
が
〕
そ
の
手
を
打
つ
と
斉
し
く
左
拳
を
外
す
。

こ
れ
転
し
勝
な
り
。

意
思

左
手
打
た
れ
て
勝
つ
意
、
一
調
子
な
り
。
し
か
れ
ど
も
自
ら
拝
ぎ
自
ら
避
け
る
勢
な

り
。
連
拍
子
な
り
。
ま
た
小
太
刀
一
尺
五
寸
。
外
の
教
え
に
云
う
、
左
手
を
出
し
こ

打
太
刀
　
ま
た
少
し
深
く
打
つ
。

使
太
刀
　
両
刀
を
下
げ
て
避
け
る
。

打
太
刀
　
深
く
首
を
打
つ
。

便
太
刀
　
両
刃
を
深
く
交
え
て
深
く
入
り
相
架
け
止
め
、
右
刀
を
反
し
て
打
太
刀
の
腕

を
打
つ
。

意
思

両
刀
と
も
に
中
段
に
し
て
左
右
の
鉢
を
交
え
る
こ
と
四
五
寸
（
太
刀
の
切
先
よ
り
四

五
寸
の
処
に
小
刀
の
先
を
付
け
る
）
、
太
刀
を
上
に
し
て
短
刀
を
下
に
す
。
円
明
流

に
て
こ
れ
を
円
曲
と
い
う
。
こ
れ
身
よ
く
太
刀
の
中
に
納
ま
る
も
の
な
り
。
五
箇
の

身
の
如
し
。
よ
く
そ
の
道
を
塞
ぐ
構
え
な
り
。

こ
れ
武
蔵
流
〔
円
明
流
〕
裏
の
勢
法
第
一
勢
な
り
。
よ
く
術
を
尽
す
も
の
な
り
。

右
旋
左
転
、
長
短
一
味
の
三
勢
を
兼
ね
る
意
な
り
。
ま
た
敵
を
引
き
出
す
意
も
あ
り
。

ま
た
引
い
て
迎
え
る
意
も
あ
り
。

三
岡
下
段
の
円
曲

便
太
刀
　
両
刀
を
前
に
垂
れ
下
段
円
曲
と
な
り
て
進
む
。

打
太
刀
　
浅
く
首
を
打
つ
。
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便
太
刀
　
少
し
頭
身
を
却
け
て
避
け
る
。

打
太
刀
　
刀
を
挙
げ
て
深
く
首
を
打
つ
。

便
太
刀
　
両
刀
を
深
く
交
え
て
相
架
け
止
め
る
。

打
太
刀
　
ま
た
刀
を
挙
げ
て
打
た
ん
と
す
る
。

便
太
刀
　
左
刀
を
以
て
打
太
刀
の
右
手
を
打
つ
。

意
思

無
刀
の
意
。
昔
の
風
水
の
意
。
引
い
て
迎
え
る
な
り
。
遠
々
近
々
、
五
七
條
〔
『
兵

法
三
十
五
箇
条
』
〕
戸
を
越
す
、
膝
膠
の
附
け
、
漆
膠
の
身
、
身
長
方
、
扉
の
身
等
、
味

わ
う
べ
し
。

我
れ
一
刀
、
敵
両
刀
　
〔
対
二
刀
勢
法
〕

一
火
砲
勢

弾
ね
る
を
主
と
す
る
ゆ
え
な
り
。
打
ち
下
ろ
し
て
下
段
よ
り
勝
つ
ゆ
え
に
下
段
と
同

意
な
り
。

便
太
刀
　
雷
刀
に
し
て
進
む
。

打
太
刀
　
円
曲
に
し
て
来
た
る
。

使
太
刀
　
浅
く
打
太
刀
の
円
曲
中
央
、
交
刃
上
を
打
っ
て
刀
を
下
段
に
下
げ
る
。

打
太
刀
　
刀
を
僅
か
に
左
右
に
開
き
こ
れ
を
避
け
、
ま
た
初
め
に
復
し
、
左
刀
、
億
太

刀
の
刀
を
抑
え
て
右
刀
を
以
て
撞
き
来
た
る
。

使
太
刀
　
下
よ
り
打
太
刀
の
大
刀
を
弾
ね
上
げ
、
逆
に
打
太
刀
の
右
拳
を
打
つ
。

或
い
は
順
に
流
し
て
逆
に
打
太
刀
の
右
拳
に
勝
つ
。

し
か
し
雷
刀
よ
り
下
段
に
変
ず
る
は
敵
を
迎
え
る
意
あ
り
。
ま
た
雷
刀
は
我
が
関
を

防
ぐ
こ
と
を
要
す
。
敵
、
両
刀
の
中
段
・
下
段
は
我
が
関
を
越
さ
ん
こ
と
を
計
る
。

雷
刀
、
初
学
越
さ
れ
易
き
も
の
な
り
。
ゆ
え
に
そ
の
実
、
下
段
と
な
り
て
迎
え
る
を

善
し
と
す
。

交
刃
下
を
弾
ね
る
も
の
は
右
刀
を
弾
ね
る
を
主
と
す
。
ま
た
逆
に
打
つ
時
は
、
敵
、

右
刀
を
以
て
止
め
、
左
刀
を
以
て
拳
を
打
つ
こ
と
あ
る
時
は
、
拳
を
却
き
下
げ
て

止
め
、
刀
を
反
し
て
順
に
打
つ
。
或
い
は
反
さ
ず
し
て
撞
く
。
ま
た
敵
、
右
刀
を
反

し
て
首
に
逆
に
打
ち
来
た
る
時
は
、
却
い
て
逆
に
相
架
け
流
し
、
順
に
左
手
を
打
つ
。

す
べ
て
心
、
剛
に
し
て
、
打
ち
、
強
き
を
善
し
と
す
。
迫
れ
ば
則
ち
心
を
敵
の
左
刀

に
著
け
る
べ
し
。
ま
た
隻
手
太
刀
は
弱
く
し
て
遅
し
。
し
か
れ
ど
も
よ
く
伸
び
る
。

両
手
太
刀
は
強
く
し
て
疾
し
。
し
か
し
少
し
く
縮
む
ゆ
え
、
強
き
を
好
み
疾
く
迅
速

に
し
て
強
く
打
破
し
、
迫
っ
て
撞
く
を
善
し
と
す
。
遠
き
に
あ
り
て
伺
い
待
つ
こ
と
悪
し
。

火
砲
勢
意
思
　
雷
刀
、
両
刀
の
円
曲
を
破
る

打
ち
下
ろ
し
て
下
段
よ
り
勝
つ
ゆ
え
に
下
段
と
同
意
な
り
。

両
刀
に
勝
た
ん
と
欲
せ
ば
、
よ
く
両
刀
の
意
を
尽
す
こ
と
肝
要
な
り
。
初
め
深
打
な

り
。
至
っ
て
浅
き
打
な
り
。
打
っ
て
後
、
虚
実
を
見
て
弾
ね
る
意
な
り
。
弾
ね
被
せ

て
勝
つ
、
こ
れ
も
ま
た
表
裏
の
勝
ち
な
り
。
乱
し
て
こ
れ
を
取
る
も
の
な
り
。

二
城
郭
倫
眼
勢

打
太
刀
　
中
刀
、
中
段
に
し
て
身
を
防
ぎ
、
太
刀
、
撥
草
勢
に
し
て
使
太
刀
を
羨
う
。

使
太
刀
　
城
郭
順
勢
に
立
ち
て
鋒
を
打
太
刀
の
左
腕
に
指
し
、
専
ら
右
腕
を
見
て
左
拳

を
見
ず
し
て
見
る
な
り
。
拍
子
を
と
り
て
進
む
。
文
を
切
り
な
が
ら
進
む
。

打
太
刀
　
来
た
る
。

使
太
刀
　
虚
を
見
て
浅
く
打
太
刀
の
左
拳
を
打
ち
、
疾
く
却
い
て
元
に
復
す
。

打
太
刀
　
右
刀
を
以
て
順
に
使
太
刀
の
拳
を
打
つ
。



億
太
刀
　
拳
を
却
け
て
止
め
、
刀
を
反
し
て
逆
に
打
太
刀
の
右
手
を
打
つ
。

打
太
刀
　
却
い
て
ま
た
便
太
刀
の
左
肩
を
順
に
打
つ
。

便
太
刀
　
疾
く
逆
に
相
架
け
流
し
、
打
太
刀
の
左
脇
（
拳
）
を
打
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
順
に
足
を
払
う
。

便
太
刀
　
鉢
を
下
げ
順
に
相
架
け
止
め
、
逆
に
打
太
刀
の
右
拳
を
打
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
使
太
刀
の
脇
を
打
つ
。

使
太
刀
　
逆
に
相
架
け
流
し
、
順
に
打
太
刀
の
脇
を
打
つ
。

打
太
刀
　
逆
に
使
太
刀
の
右
肩
を
打
つ
。

使
太
刀
　
疾
く
身
を
沈
め
、
刀
を
弾
ね
上
げ
て
順
に
相
架
け
流
し
、
逆
に
打
太
刀
の
足

を
打
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
順
に
左
肩
を
打
つ
。

使
太
刀
　
疾
く
逆
に
相
架
け
流
し
、
大
い
に
打
太
刀
の
左
脇
に
寄
り
足
を
打
ち
、
打
太

刀
の
働
き
を
見
守
る
。

こ
れ
始
め
敵
の
左
拳
を
打
つ
も
の
は
順
に
横
打
な
り
。
敵
を
迎
え
る
な
り
。
左
刀
を

防
ぐ
も
の
な
り
。
虚
を
見
て
屡
々
打
つ
。
し
か
し
浪
打
す
る
こ
と
を
戒
し
む
。
こ
れ

を
以
て
敵
と
争
う
。
敵
を
牽
き
だ
す
も
の
な
り
。
手
を
打
た
れ
ざ
る
を
戒
し
む
。
ま

た
敵
、
鉢
を
抑
え
て
首
を
打
て
ば
、
右
よ
り
鉾
を
輪
に
し
て
架
け
止
め
、
ま
た
鉢
を

抑
え
る
時
、
翰
刀
し
て
そ
の
拳
を
打
つ
。
ま
た
、
足
を
拝
ぎ
、
足
を
打
ち
、
身
を
沈

め
、
疾
く
相
架
け
逆
に
打
つ
は
初
学
の
急
務
な
り
。
ま
た
順
逆
の
打
ち
、
必
ず
身
を

刀
中
に
容
れ
る
も
の
な
り
。
ま
た
始
め
我
が
鉾
、
少
し
敵
の
鋒
下
に
入
れ
る
も
の
な
り
。

変
化

（
一
）
打
太
刀
　
足
を
順
に
打
っ
て
迫
る
。

使
太
刀
　
架
け
止
め
却
っ
て
足
を
打
つ
。

（
二
）
　
打
太
刀

使
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

（
三
）
打
太
刀

便
太
刀

打
太
刀

便
太
刀

初
め
両
刀
と
も
下
段

将
に
直
に
撞
か
ん
と
す
。

使
太
刀
の
鉢
を
す
く
い
上
げ
て
入
る
。

同
機
一
節
、
鉢
を
下
に
廻
し
右
拳
を
弾
ね
上
げ
、
左
に
転
じ
て
上

よ
り
ま
た
拳
を
打
ち
、
乗
り
つ
く
。

円
曲

下
よ
り
大
刀
を
弾
ね
撥
い
接
か
ん
と
す
。

却
り
て
右
刀
を
以
て
順
に
深
く
便
太
刀
の
左
肩
を
打
ち
、
副
刀
を

以
て
右
手
を
打
つ
。

疾
く
我
が
左
角
に
転
じ
打
太
刀
の
右
刀
を
架
け
止
め
、
左
刀
を
外

し
打
太
刀
の
右
拳
を
打
ち
、
疾
く
刀
を
反
し
て
左
拳
を
打
つ
。

意
思

眼
と
鉢
と
敵
の
右
手
に
心
を
著
け
て
、
我
が
鉾
を
以
て
軽
く
敵
の
左
拳
を
打
っ
て
引

き
出
す
も
の
な
り
。

左
拳
を
打
つ
は
迎
え
な
り
。
左
拳
は
見
ず
し
て
自
ず
か
ら
見
え
る
も
の
。
昔
の
二
目

遣
い
な
り
。
右
手
を
見
る
こ
と
第
一
な
り
。
か
く
の
如
き
は
一
刀
と
同
じ
こ
と
な
り
。

三
宮
刀
先
打

打
太
刀
　
両
刀
雷
刀

使
太
刀
　
雷
刀
に
て
相
進
む
。

使
太
刀
　
左
拳
を
打
つ
色
を
示
す
。

打
太
刀
　
左
手
を
外
し
て
中
を
開
く
。

便
太
刀
　
打
太
刀
の
左
刀
下
を
逆
に
坑
あ
る
い
は
腕
を
先
打
に
す
る
。

こ
れ
、
打
太
刀
、
大
刀
を
以
て
止
め
、
短
刀
を
以
て
撞
く
も
の
を
戒
む
べ
し
。
　
7
1
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意
思

よ
く
虚
を
見
て
打
つ
も
の
な
り
。
こ
れ
左
の
鋒
下
よ
り
深
く
右
手
を
打
つ
。
懸
か
り

口
、
道
の
教
え
の
歌
に
云
く
、

靡
き
と
は
先
き
手
備
え
に
取
り
合
わ
ず

敵
の
い
留
守
の
本
陣
へ
行
け

こ
の
意
な
り
。
位
を
放
っ
て
打
つ
、
ま
た
武
蔵
流
〔
円
明
流
〕
拍
子
の
間
を
知
る
。

太
刀
の
起
り
を
知
ら
し
め
ず
し
て
早
く
空
よ
り
中
る
。
こ
れ
一
拍
子
な
り
。
絶
弦
の

打
な
り
。
ま
た
西
に
声
し
て
東
を
攻
め
る
意
、
左
を
挑
み
て
右
を
打
つ
、
表
裏
の
意
、

中
に
あ
り
。

四
増
補
・
天
第
五
勢

打
太
刀
　
両
刀
雷
刀

使
太
刀
　
雷
刀
に
し
て
相
近
づ
く
。

使
太
刀
　
右
に
転
じ
て
順
に
浅
く
打
太
刀
の
左
拳
を
打
ち
、
拳
を
却
け
て
刀
を
下
げ

下
段
と
な
る
。

打
太
刀
　
使
太
刀
の
拳
を
打
つ
。

使
太
刀
　
順
に
相
架
け
止
め
、
刀
を
反
し
て
左
に
転
じ
、
逆
に
打
太
刀
の
右
手
を
打
つ
。

打
太
刀
　
却
い
て
首
を
打
つ
。

使
太
刀
　
逆
に
相
架
け
流
し
、
右
に
転
身
し
、
順
に
打
太
刀
の
脇
を
打
つ
。

打
太
刀
　
順
に
足
を
切
る
。

使
太
刀
　
鉾
を
下
ろ
し
て
相
架
け
止
め
、
刀
を
反
し
て
右
手
を
打
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
足
を
順
に
切
る
。

使
太
刀
　
逆
に
相
架
け
流
し
雷
刀
に
上
げ
、
斬
釘
の
如
く
打
太
刀
の
右
手
に
勝
つ
。
左
足

前
に
す
。

ま
た
逆
に
右
肩
を
打
つ
。

逆
に
相
架
け
止
め
、
打
太
刀
の
左
脇
を
順
に
打
つ
。

左
肩
を
打
つ
。

順
に
架
け
止
め
、
逆
に
打
太
刀
の
右
手
に
勝
つ
。

五
同
・
天
第
四
勢

打
太
刀
　
両
刀
雷
刀

使
太
刀
　
雷
刀
に
し
て
相
近
づ
く
。

便
太
刀
　
少
し
右
に
移
り
、
力
を
鉾
に
用
い
、
浅
く
左
拳
あ
る
い
T
は
刀
を
給
り
打
に
し

て
刀
を
却
き
下
げ
、
少
し
左
脇
を
前
に
し
て
斜
に
向
か
う
。

打
太
刀
　
右
刀
を
以
て
便
太
刀
の
左
肩
を
順
に
打
つ
。

便
太
刀
　
逆
に
相
架
け
流
し
、
順
に
打
太
刀
の
手
を
打
つ
。

打
太
刀
　
使
太
刀
の
拳
を
打
つ
。

使
太
刀
　
拳
を
引
き
順
に
相
架
け
止
め
、
逆
に
打
太
刀
の
右
手
を
打
つ
。

打
太
刀
　
順
に
拳
を
打
つ
。

便
太
刀
　
逆
に
相
架
け
流
し
、
打
太
刀
の
右
手
に
斬
釘
勝
ち
。

打
太
刀
　
ま
た
順
に
足
を
切
る
。

使
太
刀
　
逆
に
相
架
け
流
し
、
順
に
左
脇
を
打
つ
。

打
太
刀
　
右
肩
を
打
つ
。

便
太
刀
　
疾
く
身
を
沈
め
て
刀
を
弾
ね
上
げ
、
順
に
相
架
け
流
し
、
逆
に
打
太
刀
の
右

手
を
打
つ
。

打
太
刀
　
ま
た
順
に
便
太
刀
の
左
肩
を
打
つ
。

使
太
刀
　
逆
に
相
架
け
流
し
、
順
に
打
太
刀
の
左
脇
を
打
つ
。

試
合
勢
法
　
第
二
終
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宮
本
武
蔵
　
「
円
明
流
」

春
風
飴
に
は
円
明
流
と
し
て
十
一
本
の
勢
法
〔
変
化
無
数
〕
が
伝
え
ら
れ
い

る
が
、
『
柳
生
の
芸
能
』
に
は
そ
の
内
七
本
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
本
書
で
は
こ

の
七
本
の
み
を
掲
載
す
る
。
『
柳
生
の
芸
能
』
と
春
風
館
の
遣
い
方
は
完
全
に
は

一
致
し
な
い
の
で
、
春
風
館
の
遣
い
方
を
そ
の
ま
ま
提
示
（
初
公
開
）
す
る
。

そ
れ
に
よ
り
『
柳
生
の
芸
能
』
　
の
遣
い
方
も
容
易
に
理
解
で
き
る
。
な
お
円

明
流
に
つ
い
て
は
近
刊
の
　
『
宮
本
武
蔵
「
円
明
流
」
を
学
ぶ
』
　
（
書
籍
、
D
V
D

版
と
も
に
ス
キ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
）
　
で
詳
解
し
た
い
。
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打太刀下村直樹（右）　　使太刀赤羽根大介

雷
刀

左
手
中
刀
を
上
段
に
し
て
、
鋒
は

打
太
刀
の
左
眼
を
指
し
、
刀
を
斜

め
に
し
て
身
を
防
ぐ
。
大
刀
は
撥

筆
勢
に
立
ち
、
左
脇
を
先
に
す
る
。
双
方
、
相
懸
か
り
に
進
む
。

打
太
刀
　
使
太
刀
の
頭
に
打
ち
宋
た
る
。

使
太
刀
　
中
刀
を
以
て
相
架
け
止
め
、
太
刀
を
以
て
打
太
刀

の
右
内
股
を
打
つ
。

■
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二
本
目

打
太
刀
・
便
太
刀
と
も
l
本
日
の
如
く
構
え
相
懸
か
り
に
進
む
。

打
太
刀

便
太
刀

逆
に
深
く
使
太
刀
の
右
挙
を
打
つ
。

大
刀
を
以
て
止
め
中
刀
を
以
て
撞
く
。
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三
本
目

打
太
刀
　
中
段

便
太
刀
一
本
目
の
如
く
構
え
る
。

相
懸
か
り
に
進
む
。

打
太
刀

便
太
刀

問
境
に
て
中
段
の
鋒
を
僅
か
に
下
げ
て
打
ち
を
誘
う
。

打
太
刀
の
太
刀
が
下
が
ら
ん
と
す
る
剰
郡
、
中

刀
を
以
て
鋒
を
左
斜
め
下
に
抑
え
、
同
時
に
大

刀
を
持
っ
て
左
側
頭
あ
る
い
は
肩
を
打
つ
。
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四
本
目

打
太
刀
　
中
段

便
太
刀
一
本
目
の
如
く
構
え
る
。

相
懸
か
り
に
進
む
。

打
太
刀
　
間
境
に
て
中
段
の
鋒
を
僅
か
に
上
げ
て

打
た
ん
と
す
る
。

便
太
刀
　
打
た
ん
と
す
る
「
う
」
　
の
瞬
間
、
打
太
刀
の
太

刀
を
左
斜
め
上
に
す
く
い
上
げ
、
同
時
に
内
股

或
い
は
足
を
打
つ
。



∃
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五
本
目

打
太
刀
　
雷
刀

便
太
刀
一
本
目
の
如
く
構
え
る
。

相
懸
か
り
に
進
む
。

打
太
刀

便
太
刀

間
境
で
左
拳
を
打
つ
。

そ
の
瞬
間
左
拳
を
引
き
、
太
刀
で
も
っ
て
頭
を
打
つ
。
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六
本
目

打
太
刀
　
雷
刀

使
太
刀
　
円
曲
の
構
え

相
懸
か
り
に
進
む
。

円
曲
の
交
上
を
浅
く
打
つ
。

僅
か
に
左
右
に
開
き
避
け
、

便
太
刀
　
両
刃
を
深
く
交
え
て
深
く
入
り
相
架
け
止
め
る
。

打
太
刀
　
太
刀
を
上
げ
ん
と
す
る
。
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便
太
刀

打
太
刀

そ
の
瞬
間
、
両
刀
を
開
く
。

需
刀
に
振
り
か
ぶ
る
や
否
や
、

使
太
刀
の
頭
を
打
っ
て
い
く
。

中
刀
で
も
っ
て
相
架
け
止
め
、

太
刀
で
も
っ
て
膝
あ
る
い
は
足
を
打
つ
。
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雷
刀

両
刀
を
前
に
垂
れ
下
段
円
曲
と
な
る
。
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便
太
刀
　
両
刀
を
深
く
交
え
て
入
り
相
架
け
止
め
る
。

打
太
刀

便
太
刀

太
刀
を
上
げ
ん
と
す
る
。

そ
の
瞬
間
、
両
刀
を
開
く
。

打
太
刀
　
喜
刀
に
振
り
か
ぶ
る
や
否
や
、
便
太
刀
の
頭
を

打
っ
て
い
く
。

便
太
刀
　
中
刀
で
も
っ
て
相
架
け
止
め
、
太
刀
で
も
っ
て

膝
あ
る
い
は
足
を
打
つ
。

或
い
は
両
刀
を
交
え
て
入
り
、
打
太
刀
の
両
手

首
を
押
さ
え
る
。
〔
実
戦
で
は
眼
を
撞
く
〕
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付
録
　
神
戸
金
七
と
柳
生
厳
長

春
風
館
道
場
で
神
戸
金
七
が
伝
え
た
柳
生
新
陰
流
は
幕
末
期
の
尾
張
柳
生
十
代
宗

家
・
柳
生
厳
周
直
伝
の
新
陰
流
で
あ
る
。

明
治
時
代
と
い
う
武
道
混
乱
期
、
多
く
の
武
道
が
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
身
体
操
作
の

影
響
を
受
け
る
中
で
、
神
戸
金
七
は
江
戸
武
士
の
漸
陰
流
を
そ
の
ま
ま
伝
え
よ
う
と
す

る
柳
生
厳
周
の
教
え
に
素
直
に
従
っ
た
だ
け
で
な
く
、
並
外
れ
た
才
能
を
示
し
た
の
で
、

厳
周
に
特
に
目
を
か
け
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
ま
ま
の
柳
生
新
陰
流
を
少
し
も
変
え
る
こ

と
な
く
教
え
込
ま
れ
、
厳
周
・
厳
長
親
子
が
大
正
二
年
か
ら
昭
和
五
年
ま
で
東
京
に
出

て
い
る
間
、
名
古
屋
の
道
場
を
任
さ
れ
師
範
代
を
務
め
て
い
る
。

ま
た
厳
周
に
深
く
信
頼
さ
れ
、
門
外
不
出
の
柳
生
文
書
の
す
べ
て
を
書
き
写
す
こ
と

を
許
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
加
藤
伊
三
男
館
長
に
よ
っ
て
秘
蔵
さ
れ
、
今
日

に
至
る
ま
で
著
者
た
ち
が
刊
行
し
た
文
書
以
外
は
ほ
と
ん
ど
表
に
出
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
神
戸
金
七
は
厳
周
が
生
涯
に
渡
っ
て
使
い
こ
ん
だ
　
「
指
懸
け
」
を
、
「
こ
れ
は

厳
周
先
生
が
一
番
大
事
に
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
大
切
に
す
る
よ
う
に
」
と
い
っ
て
加
藤

館
長
に
譲
り
渡
し
て
お
り
、
現
在
は
柳
生
文
書
と
共
に
春
風
館
の
宝
と
し
て
秘
蔵
さ
れ

て
い
る
。

厳
周
の
高
弟
で
　
「
明
治
年
間
の
印
可
受
得
者
中
最
高
の
地
位
の
人
」
　
（
杉
田
定
一
）

と
い
わ
れ
た
下
條
小
三
郎
が
、
武
田
惣
角
や
植
芝
盛
平
と
の
交
流
の
中
で
、
「
剣
の
時

代
は
終
っ
た
」
と
の
認
識
の
下
、
柳
生
新
陰
流
を
合
気
柔
術
の
体
捌
き
に
合
う
よ
う
に

変
え
た
の
に
倣
い
、
近
衛
師
団
剣
術
師
範
と
な
っ
た
厳
長
は
近
代
戦
に
合
う
よ
う
に
新

陰
流
を
変
え
て
い
っ
た
が
、
神
戸
金
七
は
厳
長
の
や
り
方
に
は
賛
同
せ
ず
、
自
分
は
あ

く
ま
で
厳
周
の
太
刀
筋
を
変
え
な
か
っ
た
。

神
戸
は
柳
生
新
陰
流
だ
け
で
な
く
多
く
の
古
流
剣
術
や
槍
術
、
剣
道
を
学
び
、
そ
れ

ぞ
れ
に
才
能
を
示
し
た
が
、
柳
生
厳
周
か
ら
柳
生
新
陰
流
、
佐
藤
政
五
郎
か
ら
尾
張
貫

流
の
相
伝
を
受
け
後
継
者
に
指
名
さ
れ
た
際
に
、
そ
れ
以
外
の
全
て
の
武
術
を
捨
て
て

い
る
。
神
戸
の
柳
生
新
陰
流
や
尾
張
貫
流
槍
術
に
は
他
流
が
混
じ
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
批
判
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
流
儀
の
奥
に
達
し

た
も
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
熟
知
し
て
お
り
、
い
っ
た
ん
捨
て
る
決
意
を
す
れ
ば
、

こ
と
ご
と
く
を
捨
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
神
戸
の
場
合
は
、
こ
の
二
つ
の
流
儀

を
そ
の
ま
ま
後
世
に
伝
え
よ
う
と
い
う
硬
い
決
意
が
あ
り
、
そ
の
流
儀
の
継
承
者
に
加

藤
伊
三
男
を
選
ん
だ
際
に
は
、
加
藤
館
長
に
も
、
そ
れ
ま
で
に
学
ん
だ
全
て
の
流
儀
を

捨
て
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。

厳
周
の
兄
弟
弟
子
と
し
て
の
厳
長
・
神
戸
二
人
の
新
陰
流
に
対
す
る
考
え
方
は
異
な

っ
た
が
、
柳
生
新
陰
流
を
演
武
す
る
際
に
は
、
厳
長
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
神
戸
金
七

を
使
太
刀
に
選
ん
で
い
る
。

太
刀
筋
を
変
え
た
厳
長
と
、
厳
周
の
教
え
を
守
っ
た
神
戸
が
揃
っ
て
演
武
出
来
た
こ

と
に
つ
い
て
は
、
私
見
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

打
太
刀
・
使
太
刀
で
演
武
す
る
組
太
刀
の
場
合
、
打
太
刀
は
新
陰
流
に
打
ち
懸
か
っ

て
く
る
他
流
の
役
を
受
け
持
ち
、
僚
太
刀
が
そ
れ
に
対
し
て
新
陰
流
の
太
刀
筋
を
使
っ

て
勝
つ
役
割
で
あ
る
。
教
習
の
段
階
で
は
、
新
陰
流
の
熟
練
者
で
あ
る
打
太
刀
が
使
太

刀
に
間
合
い
や
太
刀
筋
を
教
え
る
先
生
の
役
を
受
け
持
つ
。
熟
練
者
同
士
の
場
合
で
も

上
位
者
が
打
太
刀
を
演
ず
る
場
合
が
多
い
が
、
実
際
は
新
陰
流
の
太
刀
筋
を
使
う
便
太

刀
が
重
要
で
あ
る
。
厳
長
と
神
戸
が
組
太
刀
を
遣
う
場
合
、
厳
長
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、

他
流
で
打
ち
か
か
る
打
太
刀
の
役
を
受
け
持
っ
た
の
で
、
厳
長
が
新
陰
流
の
太
刀
筋
を

変
え
た
と
し
て
も
、
神
戸
は
厳
周
か
ら
受
け
継
い
だ
新
陰
流
の
技
を
遣
え
ば
よ
か
っ
た

の
で
あ
る
。

現
在
残
さ
れ
た
資
料
に
よ
る
と
二
人
の
演
武
の
記
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

昭
和
六
年
二
月
十
四
日
、
名
古
屋
で
開
催
さ
れ
た
第
三
師
団
剣
術
競
技
大
会
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
神
戸
金
七
の
旧
姓
は
服
部
で
あ
る
。
（
神
戸
金
七

三
七
歳
、
柳
生
厳
長
三
九
歳
）
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○
帝
国
剣
道
型

打
太
刀
　
服
部
徳
次
郎

使
太
刀
　
加
藤
七
左
衛
門

○
柳
生
流
兵
法
剣
道
便
順

一
、
九
箇
之
太
刀
　
（
解
題
、
便
演
）

打
太
刀
　
服
部
　
（
神
戸
）
金
七

倍
太
刀
　
大
橋
喜
左
衛
門

二
、
勢
法
試
合
　
（
解
題
、
使
演
）

打
太
刀
師
範
　
柳
生
厳
長

使
太
刀
　
服
部
（
神
戸
）
金
七

三
、
居
合
戟
合

打
太
刀
　
柳
生
厳
長

便
太
刀
　
鹿
嶋
清
孝

居
合
並
び
に
馬
上
剣

柳
生
厳
長

四
、
燕
飛
（
解
題
、
便
演
）

打
太
刀
　
柳
生
厳
長

使
太
刀
　
中
沢
保
三

こ
の
大
会
に
柳
生
流
弟
子
代
表
と
し
て
出
場
し
て
ほ
し
い
と
、
柳
生
厳
周
か
ら
神
戸

に
依
頼
す
る
手
紙
が
春
風
館
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
（
下
段
）

厳
周
は
こ
の
大
会
の
一
年
後
の
昭
和
七
年
二
月
十
一
日
八
十
八
歳
で
没
し
て
い
る
。

同
年
三
月
二
十
七
日
の
「
柳
生
流
兵
法
道
場
　
金
剛
館
」
で
行
な
わ
れ
た
厳
周
追
悼

千
言

感

免

官

謁

孝

豊

姦

重

患
一
驚
曾
賜
恩

め
甲
年
一

‡
ソ
キ
1
乙

誓

堅

固
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演
武
会
の
「
追
善
武
道
大
会
番
組
」
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

一
、
三
学
円
之
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

近
藤
幸
三

萩
尾
孝
之

（
一
）
　
打
太
刀

使
太
刀

（
二
）
　
打
太
刀

使
太
刀

（
三
）
　
打
太
刀

使
太
刀

（
四
）
　
打
太
刀

便
太
刀

二
、
九
箇
之
太
刀

（
一
）
　
打
太
刀

便
太
刀

三
、
試
合
勢
法

柳
生
厳
長

大
津
正
吉

柳
生
延
春

柳
生
武
子

柳
生
厳
長

斉
藤
直
芳

大
橋
喜
左
衛
門

伊
東
宣
昭

柳
生
厳
長

服
部
金
七

四
、
居
合

（
一
）
吉
田
重
成

（
二
）
　
大
津
文
子

（
三
）
　
中
西
春
一

（
四
）
　
萩
尾
孝
之

（
五
）
　
近
藤
幸
三

（
六
）
鹿
島
清
孝

（
七
）
柳
生
厳
長

五
、
枚
術

打
太
刀
　
柳
生
厳
長

便
太
刀
　
柳
生
延
春

（
一
）
　
雷
刀
及
中
段

一
、
打
太
刀

使
太
刀

二
、
打
太
刀

使
太
刀

三
、
打
太
刀

使
太
刀

（
二
）
　
小
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

（
三
）
　
二
刀

服
部
金
七

少
年
組
柳
生
延
春
他

柳
生
厳
長

鹿
島
清
孝

柳
生
厳
長

服
部
金
七

服
部
金
七

鹿
鴫
清
孝

六
、
居
合
戟
合

（
一
）
打
太
刀

使
太
刀

（
二
）
打
太
刀

便
太
刀

（
三
）
打
太
刀

便
太
刀

鹿
島
清
孝

萩
尾
孝
之

柳
生
厳
長

近
藤
幸
三

柳
生
厳
長

鹿
島
清
孝

七
、
天
狗
抄

打
太
刀
　
柳
生
厳
長

便
太
刀
　
服
部
金
七

八
、
燕
飛

打
太
刀
　
柳
生
厳
長
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使
太
刀
　
中
沢
保
三

九
、
稽
古
試
合

服
部
金
七

柳
生
延
春
（
小
学
生
）

他
六
名

厳
周
の
追
悼
大
会
で
柳
生
厳
長
と
神
戸
金
七
が
九
筒
の
太
刀
・
試
合
勢
法
・
天
狗
抄

と
三
度
も
一
緒
に
演
武
し
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
大
き
い
。
宗
家
と
し
て
厳
長
が
、
厳

周
の
門
人
代
表
と
し
て
神
戸
が
、
柳
生
新
陰
流
を
盛
り
立
て
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
内

外
に
知
ら
し
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

な
お
延
春
氏
と
「
三
学
円
の
太
刀
」
を
演
武
し
て
い
る
柳
生
武
子
は
厳
長
の
娘
で
、

厳
周
の
教
え
を
よ
く
守
り
、
厳
周
が
力
を
入
れ
て
教
え
て
新
陰
流
に
長
じ
て
い
た
が
、

若
く
し
て
夫
逝
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

昭
和
七
年
五
月
に
は
柳
生
新
陰
流
を
澄
宮
の
台
覧
に
供
し
て
い
る
。

台
覧
　
柳
生
流
兵
法
剣
道
仕
演
使
順

丸
太
刀
の
部

第
一
三
学
円
の
太
刀
　
五
箇
の
太
刀

（
一
）
大
転
の
使
方
一
名
取
挙
ケ
使
方

打
太
刀
　
師
範
　
柳
生
厳
長

便

太

刀

　

　

　

　

斉

藤

直

芳

（
二
）
　
小
転
の
使
方

打
太
刀
　
林
健
太
郎

使
太
刀
　
柳
生
厳
長

第
二
　
九
箇
の
太
刀

打
太
刀

使
太
刀

第
三
　
勢
法
試
合

打
太
刀

便
太
刀

柳
生
厳
長

林
健
太
郎

上
下
中
人
勢
法

柳
生
厳
長

服
部
金
七

第
四
　
小
太
刀
　
五
勢
法

打
太
刀
　
服
部
金
七

億
太
刀
　
柳
生
厳
長

第
五
　
二
刀
　
三
勢
法

打
太
刀
　
鹿
島
清
孝

便
太
刀
　
萩
尾
孝
之

第
六
　
天
狗
抄
　
七
筒
の
太
刀

打
太
刀
　
柳
生
厳
長

億
太
刀
　
服
部
金
七

第
七
　
燕
飛
　
六
箇
の
太
刀
　
（
続
け
使
）

打
太
刀
　
柳
生
厳
長

便
太
刀
　
中
沢
保
≡

居
合
の
部

第
一
居
合
立
合
　
三
箇
の
太
刀

萩
尾
孝
之

第
二
　
居
合
立
合
　
三
箇
の
太
刀

鹿
島
　
清
孝

第
三
　
居
合
裁
合

（
こ
　
打
太
刀
　
鹿
島
　
清
孝
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使
太
刀

（
二
）
　
打
太
刀

使
太
刀

稽
古
試
合
の
部

萩
尾
　
孝
之

柳
生
　
厳
長

鹿
島
　
清
孝

服
部
　
金
七

落
合
　
信
夫

柳
澤
　
恒
幸

林

　

一

也

斉
藤
　
直
芳

林

　

　

彰

彦

川
村
左
武
郎

林

　

一

也

服
部
　
金
七

昭
和
八
年
の
名
古
屋
放
送
ラ
ジ
オ
番
組
収
録
に
は
柳
生
厳
長
、
神
戸
金
七
、
鹿
嶋
清

孝
、
中
沢
保
三
が
出
演
し
て
い
る
。
（
写
真
　
左
厳
長
、
右
神
戸
）

（
参
考
）
昭
和
十
年
四
月
一
日
の
日
本
古
武
道
振
興
会
主
催
の
「
流
祝
祭
」
は
下
楳

小
三
郎
門
下
が
演
武
し
て
い
る
。

柳
生
流
　
下
條
小
三
郎

浅
野
正
恭

柳
生
流
　
大
坪
元
治

小
南
英
一
郎

昭
和
十
五
年
五
月
二
七
日
の
奈
良
県
お
よ
び
日
本
古
武
道
振
興
会
主
催
の
「
全
国
古

武
道
各
流
型
大
会
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
こ
の
時
、
厳
長
は
柳
生
流
と
し
て
抜
刀
及

び
居
合
を
演
武
し
て
い
る
。

柳
生
流
（
抜
刀
、
居
合
、
立
合
術
）

柳
生
厳
長

新
陰
流
（
丸
太
刀
、
三
学
・
九
箇
・
燕
飛
・
天
狗
抄
の
型
）

打
太
刀
　
柳
生
厳
長

便
太
刀
　
石
黒
大
介

柳
生
流
　
試
合
勢
法

打
太
刀
　
柳
生
厳
長

使
太
刀
　
神
戸
金
七

昭
和
十
五
年
九
月
三
十
日
の
東
京
市
お
よ
び
日
本
古
武
道
振
興
会
主
催
の
「
全
国
古

武
道
各
流
型
大
会
」
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

貫
流
　
（
槍
術
の
塑
）

打
太
刀
　
神
戸
金
七

億
太
刀
　
佐
藤
政
五
郎

柳
生
流
　
（
試
合
勢
法
）
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打
太
刀
　
柳
生
厳
長

便
太
刀
　
神
戸
金
七

新
陰
流
　
（
丸
太
刀
）

打
太
刀
　
柳
生
厳
長

使
太
刀
　
神
戸
金
七

昭
和
十
六
年
の
宮
内
省
、
済
寧
館
道
場
で
の
　
「
武
道
大
会
剣
道
試
合
」
　
で
の
演
武
は

次
の
通
り
で
あ
る
。
（
神
戸
四
十
七
歳
、
厳
長
四
十
九
歳
）

大
日
本
帝
国
剣
道
形

範
士
　
（
打
）
　
斎
村
五
郎

範
士
　
（
仕
）
　
持
田
盛
二

夢
想
神
傍
流
意
合

範
士
　
橋
本
統
陽

試
斬

範
士
　
中
山
博
道

小
野
派
一
刀
流
の
形

教
士
　
（
打
）
　
笹
森
順
造

教
士
　
（
仕
）
　
鶴
海
成
和

柳
生
流
兵
法
丸
太
刀

二
　
三
学
円
の
太
刀
、
九
箇
の
太
刀
、
天
狗
抄
の
中

打
太
刀
　
柳
生
厳
長

便
太
刀
　
神
戸
金
七

二
、
燕
飛

打
太
刀
　
柳
生
厳
長

便
太
刀
　
成
田
雄
三

斎
村
五
郎
や
持
田
盛
二
と
い
っ
た
剣
道
界
の
大
御
所
、
昭
和
の
剣
聖
と
い
わ
れ
た
中

山
博
通
の
名
が
見
え
て
興
味
深
い
。
当
時
は
剣
道
界
が
活
況
を
呈
し
て
お
り
、
厳
長
は

剣
道
の
高
段
者
を
新
陰
流
の
門
弟
と
す
る
こ
と
に
積
極
的
だ
っ
た
が
、
神
戸
金
七
は
、

そ
れ
で
は
新
陰
流
が
変
質
し
て
し
ま
う
と
危
惧
し
て
い
た
そ
う
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
六
月
下
旬
、
五
日
間
に
わ
た
り
、
京
都
帝
国
大
学
道
場
に
於
て
、
京
都

帝
国
大
学
二
且
命
館
大
学
・
同
志
社
大
学
各
剣
道
部
共
同
主
催
に
て
、
「
柳
生
流
兵

法
・
刀
法
・
抜
刀
術
・
試
斬
講
習
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師
、
助
講
は
次
の
通
り
で

ある。講
師新

陰
流
兵
法
正
統
第
二
十
世

柳
生
流
兵
法
正
統
第
十
三
代
師
範
　
柳
生
厳
長
先
生

立
命
館
大
学
剣
道
師
範

助
講柳

生
流
兵
法
日
録

柳
生
流
兵
法
・
抜
刀
目
録

柳
生
流
兵
法
・
抜
刀
目
録

柳
生
流
兵
法
・
試
斬
目
録

神
戸
金
七
先
生

鹿
嶋
清
孝
先
生

萩
尾
孝
之
先
生

栗
本
倍
三
先
生

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
演
武
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
、
太
刀
始

刀
法
・
抜
刀
　
講
師
　
柳
生
師
範

試

斬

　

　

　

助

講

　

栗

本

先

生
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二
打
太
刀
・
便
太
刀
に
て
演
ず
る
抜
刀
・
居
合
立
合
の
哉
合
太
刀

打
太
刀
　
講
師
　
柳
生
師
範

便
太
刀
　
助
講
　
鹿
島
先
生

一
、
億
太
刀
一
人
に
て
行
ず
る
抜
刀
居
合
立
合
の
裁
合
の
太
刀

使

刀

　

　

鹿

島

先

生

使

刀

　

　

柳

生

師

範

一
、
新
陰
流
兵
法
丸
太
刀
示
範

柳
生
流
兵
法
勢
法

打
太
刀
　
講
師
　
柳
生
師
範

使
太
刀
　
助
講
　
神
戸
先
生

一
、
兵
法
古
道
純
正
刀
法
の
一
般
示
範

（
諸
種
の
太
刀
の
構
及
自
然
自
由
便
刀
の
範
例
）

使
刀
　
　
柳
生
師
範

こ
の
場
合
も
や
は
り
本
来
の
勢
法
は
新
陰
流
と
し
て
、
厳
長
と
神
戸
二
人
だ
け
で
演

武
し
て
い
る
。
江
戸
後
期
に
作
ら
れ
た
試
合
勢
法
は
柳
生
流
と
な
っ
て
い
る
。

昭
和
二
十
九
年
の
第
二
回
全
日
本
剣
道
選
手
権
大
会
で
は
二
人
だ
け
で
新
陰
流
を
演

武
し
て
い
る
。
剣
道
以
外
に
当
日
行
な
わ
れ
た
試
合
並
び
に
演
武
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

（
神
戸
六
〇
歳
、
厳
長
六
十
二
歳
）

二
特
別
試
合
　
錬
士
　
多
賀
菓
子
　
剣
道
教
士
　
武
田
政
富

錬
士
　
高
野
初
江
　
薙
刀
教
士
　
島
田
晃
子

一
、
柳
生
制
剛
流
抜
刀
　
柳
生
制
剛
流
第
十
二
世
　
柳
生
厳
長

一
、
天
道
流
産
刀
之
形

打
　
範
士

仕
　
教
士

美
田
村
千
代

西
垣
き
ん

一
、
新
陰
流
兵
法
正
統

新
陰
流
正
統
第
二
十
世
鮒
銅
管
伝

柳
生
巌
長

神
戸
金
七

太
刀
筋
に
お
い
て
宗
家
で
あ
る
自
分
に
従
わ
な
い
神
戸
に
対
し
、
性
格
の
激
し
い
厳

長
は
、
東
京
の
門
人
に
は
激
情
に
か
ら
れ
て
神
戸
批
判
も
口
走
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
神
戸
金
七
を
頼
り
と
し
て
い
た
こ
と
は
、
春
風
館
道

場
に
遺
さ
れ
て
い
る
晩
年
に
至
る
ま
で
の
神
戸
宛
の
手
紙
が
物
語
っ
て
い
る
。

ま
た
厳
長
亡
き
後
、
厳
長
の
妻
は
若
く
し
て
宗
家
に
な
っ
た
延
春
氏
の
新
陰
流
教
育

を
私
信
で
神
戸
に
依
頼
し
て
い
る
が
、
宗
家
が
人
に
教
わ
る
べ
き
で
な
い
と
い
う
門
人

達
の
反
対
に
よ
り
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

厳
長
は
昭
和
四
十
二
年
没
。
次
の
年
の
昭
和
四
十
三
年
正
月
、
柳
生
新
陰
流
研
究
の

草
分
け
で
あ
り
第
一
人
者
で
あ
る
杉
田
定
一
よ
り
、
神
戸
金
七
宛
年
賀
状
に
次
の
よ
う

に
あ
る
。

乱
丁

濁
紘

敬
整

渡

準

㌻
窟
掌
登
録

溶
－
菅
野

野
馳
馳

厳
長
先
生
の
御
長
逝
、

何
と
も
残
念
。
こ
の
上

は
た
だ
貴
殿
こ
そ
柳
生

流
の
第
一
人
者
で
す
。

切
に
御
自
愛
を
祈
り
上

げ
ま
す
。



神
戸
金
七
は
昭
和
五
十
五
年
四
月
没
、
八
十
七
歳
。
神
戸
の
墓
は
昭
和
五
十
七
年
、

京
都
妙
心
寺
の
麟
祥
院
の
尾
張
柳
生
初
代
柳
生
兵
庫
助
の
墓
の
近
く
に
加
藤
館
長
に
よ

っ
て
建
て
ら
れ
、
春
風
館
門
人
に
よ
っ
て
毎
年
、
供
養
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
『
柳
生
新
陰
流
を
学
ぶ
』
　
で
著
者
（
赤
羽
根
龍
夫
）
が
、
「
厳
周
も
神
戸
先
生

も
居
合
は
や
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
熱
心
な
読
者
か
ら
若
干
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
簡
単
に
言
及
し
て
お
き
た
い
。

柳
生
新
陰
流
の
宗
家
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
居
合
を
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
新
陰

流
や
一
刀
流
な
ど
太
刀
勢
法
を
身
に
つ
け
た
剣
術
家
は
、
刀
を
抜
き
付
け
た
後
は
、
そ

の
太
刀
勢
法
を
使
え
ば
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
居
合
は
余
計
な
も
の
で
あ
る
。
た
だ
尾
張

柳
生
六
代
・
柳
生
厳
春
（
一
七
四
一
～
一
八
〇
八
）
　
の
時
か
ら
尾
張
柳
生
家
の
兵
法
補

佐
役
を
務
め
た
長
岡
家
は
、
も
と
も
と
柔
術
・
居
合
抜
刀
術
・
小
具
足
∴
粗
討
な
ど
を

中
心
と
し
た
総
合
武
術
で
あ
る
制
剛
流
の
継
承
家
で
あ
り
、
尾
張
藩
に
制
剛
流
居
合
が

広
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

春
風
館
に
は
神
戸
金
七
が
写
し
た
「
制
剛
流
居
合
　
古
目
録
・
全
」
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
中
に
「
伝
来
」
と
し
て
制
剛
流
の
系
譜
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

水
早
長
左
衛
門
信
正
　
－
　
梶
原
源
左
衛
門
直
景
－
－
－
梶
原
半
之
丞
貴
明
　
－
　
大
橋
源

右
衛
門
尉
政
事
　
－
　
大
橋
喜
之
助
政
長
　
－
　
長
岡
重
郎
右
衛
門
房
虞
－
－
長
岡
五
左

衛
門
房
英
　
－
　
長
岡
惣
三
郎
房
成

江
戸
時
代
の
初
期
　
長
岡
重
郎
右
衛
門
房
虞
が
柳
生
利
厳
に
師
事
し
て
高
弟
と
な
る

に
及
ん
で
長
岡
家
と
柳
生
家
と
の
関
係
が
密
に
な
り
、
次
の
房
英
が
柳
生
厳
春
の
兵
法

補
佐
役
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
系
譜
は
房
成
で
終
っ
て
い
る
。
房
成
は
柳
生
新
陰
流
の
勢
法
を
集
大
成

し
、
二
百
本
に
及
ぶ
「
試
合
勢
法
」
を
考
案
し
た
が
、
「
刀
法
録
」
の
中
に
「
抜
刀
編
」

は
あ
る
が
、
居
合
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
詳
し
い
調
査
は
済
ん
で
い
な
い
が
、
柳
　
9
0

生
新
陰
流
の
中
興
に
生
涯
を
捧
げ
た
房
成
は
制
剛
流
の
居
合
は
伝
え
な
か
っ
た
と
思
わ

れる。
一
方
、
厳
長
は
尾
張
柳
生
家
の
当
主
を
約
束
さ
れ
た
身
で
あ
り
な
が
ら
、
こ
の
制
剛

流
の
古
日
録
を
も
と
に
独
自
の
工
夫
を
加
え
て
居
合
を
始
め
た
。
厳
周
は
柳
生
家
の
人

間
が
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
と
後
に
問
題
を
起
こ
す
と
た
し
な
め
、
ま
た
刀
は
人
前
で
抜

く
も
の
で
は
な
い
と
い
っ
て
道
場
以
外
で
演
武
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
し
か
し
厳
長

は
聞
き
入
れ
ず
、
厳
周
の
目
の
届
か
な
い
場
所
で
居
合
を
工
夫
し
広
め
て
い
っ
た
。

昭
和
七
年
二
月
の
厳
周
の
死
後
、
厳
長
は
名
古
屋
で
も
積
極
的
に
居
合
を
教
え
始
め
、

「
柳
生
制
剛
流
抜
刀
」
ま
た
は
「
柳
生
流
居
合
」
と
称
し
た
。
そ
の
居
合
の
「
伝
来
」

は
昭
和
十
一
年
三
月
の
厳
長
の
下
書
に
よ
る
と
、
長
岡
房
成
の
後
は
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

長
岡
房
成
　
－
　
長
岡
梅
太
郎
房
憾
　
－
　
長
岡
兵
十
郎
房
恭
　
－
　
柳
生
三
五
郎
厳
周
－

－
柳
生
金
治
　
平
厳
長

し
か
し
房
成
の
後
は
厳
長
の
創
作
で
あ
っ
て
、
厳
周
は
柳
生
家
の
当
主
と
し
て
当
然

の
こ
と
な
が
ら
居
合
は
や
っ
て
い
な
い
。
厳
周
の
教
え
を
護
り
神
戸
金
七
も
居
合
は
や

ら
な
か
っ
た
が
、
後
々
問
題
が
生
じ
た
時
の
た
め
に
と
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
残
し
て
い

る。

厳
長
は
自
ら
の
創
作
し
た
制
剛
流
居
合
の
目
録
を
鹿
島
清
孝
や
萩
尾
孝
之
に
与
え
る

際
に
「
柳
生
流
兵
法
抜
刀
日
録
」
「
新
陰
流
兵
法
抜
刀
日
録
」
と
し
て
授
与
し
て
い
る
。

し
か
し
厳
長
の
日
録
の
内
容
は
新
陰
流
の
抜
刀
で
は
な
く
制
剛
流
居
合
で
あ
る
。
そ
の

後
、
鹿
島
清
孝
と
仲
違
い
し
た
後
、
厳
長
は
自
ら
の
工
夫
し
た
居
合
を
柳
生
制
剛
流
と

称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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鹿
島
の
高
弟
鈴
木
安
近
は
『
新
陰
流
居
合
』
　
で
、
尾
張
柳
生
十
二
代
・
柳
生
延
春
が

「
鹿
嶋
さ
ん
が
勝
手
に
　
『
新
陰
流
居
合
』
と
名
乗
っ
た
、
父
厳
長
も
生
前
　
『
困
っ
た
こ

と
だ
』
と
苦
笑
し
て
い
た
」
（
『
剣
道
日
本
』
平
成
八
年
六
月
号
）
と
い
う
発
言
に
異
を

唱
え
、
厳
長
は
「
昭
和
二
十
年
代
頃
ま
で
は
　
『
柳
生
流
居
合
』
　
『
新
陰
流
剣
術
抜
刀
』

『
柳
生
流
兵
法
抜
刀
』
と
か
称
し
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
昭
和
三
十
年
代
後
半
に

は
柳
生
先
生
は
『
柳
生
制
剛
流
抜
刀
術
』
と
言
っ
て
指
導
し
て
お
ら
れ
、
鹿
島
清
孝
先

生
は
　
『
新
陰
流
居
合
』
と
称
し
て
居
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
」
と
し
て
、
鈴
木
は
鹿
島
か

ら
学
ん
だ
居
合
を
「
鹿
島
清
孝
先
生
伝
『
新
陰
流
居
合
』
」
と
称
し
て
い
る
。

鹿
島
か
ら
広
ま
っ
て
い
る
居
合
は
鈴
木
の
言
う
よ
う
に
「
鹿
島
伝
新
陰
流
居
合
」
と

称
す
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
厳
長
か
ら
の
伝
を
直
接
受
け
継
ぐ
居
合
は
「
厳
長
伝
柳
生

制
剛
流
居
合
」
と
称
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
共
に
柳
生
厳
周
ま
で
の
尾
張
柳

生
家
と
は
か
か
わ
り
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
は
「
厳
長
伝
制
剛
流
居
合
」

と
称
す
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

な
お
鈴
木
安
近
は
平
成
十
八
年
に
没
し
て
い
る
が
、
晩
年
、
病
床
の
中
で
春
風
館
の

加
藤
館
長
に
、
自
分
は
神
戸
先
生
に
厳
周
先
生
の
新
陰
流
抜
刀
勢
法
を
教
え
て
く
だ
さ

い
と
頼
ん
だ
が
、
あ
な
た
は
制
剛
流
居
合
を
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
教
え
な
い
と
云
わ

れ
た
。
病
気
が
よ
く
な
っ
た
ら
、
あ
な
た
が
新
陰
流
抜
刀
勢
法
を
教
え
て
ほ
し
い
と
頼

ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

新
陰
流
抜
刀
勢
法
は
、
こ
の
ま
ま
で
は
厳
周
先
生
が
遺
し
た
新
陰
流
の
抜
刀
が
な
く

な
る
と
い
う
こ
と
で
、
神
戸
が
春
風
館
道
場
に
来
て
始
め
て
教
え
始
め
た
も
の
で
あ
る

の
で
、
そ
れ
以
外
に
は
新
陰
流
抜
刀
勢
法
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
春
風
館
道
場
で
は
稽

古
の
あ
る
日
は
七
時
三
十
分
か
ら
一
時
間
、
ひ
た
す
ら
上
・
中
・
下
、
三
本
の
抜
き
付

け
と
、
真
剣
を
遣
っ
て
の
太
刀
勢
法
の
稽
古
を
続
け
て
い
る
。

上
記
し
た
演
武
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
と
「
新
陰
流
」
「
柳
生
流
」
と
、
言
い
方
が

ま
ち
ま
ち
で
あ
る
が
、
尾
張
柳
生
で
は
上
泉
信
綱
を
初
代
と
し
た
場
合
を
「
新
陰
流
」
、

柳
生
宗
厳
を
初
代
と
し
た
場
合
を
「
柳
生
流
」
と
呼
ん
で
い
る
。

宗
厳
の
孫
の
柳
生
利
厳
は
「
金
剛
館
沿
革
」
に
よ
る
と
「
新
陰
流
兵
法
正
統
第
三
世
」

「
柳
生
流
正
系
第
二
代
」
と
な
る
。
厳
長
は
自
ら
を
「
新
陰
流
正
統
第
二
十
世
」
「
柳
生

流
兵
法
正
統
第
十
三
代
」
「
柳
生
制
剛
流
第
十
二
世
」
と
称
し
て
い
る
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
か
ぎ
り
、
厳
長
自
身
は
、
伝
統
的
な
勢
法
を
演
武
す
る
場
合

は
「
新
陰
流
」
、
試
合
勢
法
や
居
合
を
演
武
す
る
場
合
は
「
柳
生
流
」
と
云
い
た
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
名
古
屋
に
あ
っ
た
尾
張
柳
生
の

道
場
で
あ
る
「
金
剛
館
」
　
の
名
称
は
「
柳
生
流
兵
法
道
場
」
で
あ
り
、
昭
和
七
年
の
厳

周
追
善
武
道
大
会
で
は
厳
長
は
「
柳
生
流
師
範
」
と
し
て
挨
拶
し
て
い
る
。

私
た
ち
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
上
泉
信
綱
は
正
統
的
な
新
陰
流
は
疋
田
豊
五
郎
に
伝
え
、

そ
の
後
、
柳
生
石
舟
斉
宗
厳
と
新
た
な
新
陰
流
を
工
夫
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
柳
生
宗

厳
は
上
泉
信
綱
と
別
れ
て
徳
川
家
康
に
出
会
う
ま
で
の
二
十
七
年
間
に
新
た
な
工
夫
を

加
え
て
い
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
（
赤
羽
根
大
介
・
赤
羽
根
龍
夫
校
訂
『
上
泉

信
綱
伝
　
新
陰
流
軍
学
「
訓
閲
集
」
』
　
〔
ス
キ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
ル
社
〕
　
の
　
「
解
説
」
参
照
）

疋
田
伝
と
柳
生
伝
の
両
方
を
伝
え
た
熊
本
の
細
川
藩
は
疋
田
伝
を
「
新
陰
流
」
と
呼
び
、

柳
生
宗
厳
が
伝
え
た
新
陰
流
は
「
柳
生
流
」
と
呼
ん
で
い
る
。

家
康
は
「
小
野
流
二
刀
流
〕
　
は
剣
術
な
れ
ど
柳
生
流
は
兵
法
な
り
」
と
言
い
、
ま

た
尾
張
柳
生
二
代
の
利
方
は
　
『
討
太
刀
日
録
』
　
の
　
「
当
新
陰
流
兵
法
由
来
」
　
で
　
「
宗
厳

は
　
〔
上
泉
信
綱
と
別
れ
た
後
〕
昼
夜
・
旦
暮
、
稽
古
工
夫
、
間
断
な
く
、
つ
い
に
無
刀

の
道
を
開
眼
し
、
京
、
大
阪
、
伏
見
へ
出
て
数
多
の
弟
子
を
取
り
立
て
、
そ
れ
以
来
、

天
下
に
柳
生
流
と
謂
い
な
ら
わ
す
と
か
や
」
と
書
い
て
い
る
。

以
上
の
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
二
つ
の
名
称
を
あ
わ
せ
て
「
柳
生
新
陰
流
」
と

称
す
る
こ
と
が
伝
統
を
重
ん
じ
た
正
し
い
名
称
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
江
戸
時
代

に
お
い
て
も
「
柳
生
流
」
と
も
「
新
陰
流
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る

の
で
、
ど
う
呼
ん
で
も
問
題
は
な
い
。
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さ
て
厳
長
は
自
分
で
も
「
は
げ
し
い
感
傷
に
堪
え
ら
れ
な
い
性
癖
の
私
」
（
『
正
伝
新

陰
流
』
一
七
四
頁
）
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
感
情
的
に
激
し
や
す
く
個
性
が
強
い
人

物
で
あ
っ
た
。
大
坪
指
方
の
　
「
厳
長
先
生
は
工
夫
し
す
ぎ
て
新
陰
流
を
変
え
て
し
ま
っ

た
」
と
い
う
証
言
に
も
あ
る
よ
う
に
、
厳
長
は
父
か
ら
受
け
継
い
だ
伝
統
の
勢
法
に
あ

き
た
ら
ず
、
下
条
に
倣
っ
て
独
自
の
工
夫
を
加
え
て
い
っ
た
。
父
厳
周
は
そ
れ
を
認
め

ず
、
特
に
天
狗
抄
の
「
花
車
」
　
の
片
足
に
よ
る
勢
法
は
「
金
治
の
奴
踊
り
は
真
似
を
す

る
な
」
と
門
弟
を
戒
め
て
い
た
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
厳
長
の
技
が
江
戸
武
士
の
技
と
大

き
く
異
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
近
衛
師
団
の
剣
道
師
範
と
も
な
っ
た
厳
長
が
、
近
代

戦
の
軍
刀
の
操
作
に
合
わ
な
い
と
の
考
え
で
、
膝
の
バ
ネ
を
使
い
、
腰
を
垂
直
に
沈
め

る
新
陰
流
の
刀
法
を
否
定
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
厳
長
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
江
戸
柳
生
に
頭
を
押
さ
え
ら
れ
て
い
た
と
い
う

思
い
か
ら
、
尾
張
柳
生
こ
そ
が
新
陰
流
の
本
流
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
た
め

に
「
江
戸
が
本
家
、
尾
張
が
分
家
」
と
い
う
柳
生
家
本
来
の
教
え
に
背
き
、
「
正
統
尾

州
柳
生
、
別
派
江
戸
柳
生
」
　
「
宗
矩
は
親
父
の
本
伝
を
宗
矩
流
に
解
釈
・
祖
述
し

て
、
二
　
二
二
代
宗
冬
の
不
肖
の
遺
業
を
も
っ
て
、
古
伝
の
正
伝
は
亡
侠
・
誤
伝
の
著

し
い
も
の
を
、
後
世
に
遺
す
に
い
た
っ
た
」
と
江
戸
柳
生
を
必
要
以
上
に
配
め
、
柳

生
新
陰
流
の
歴
史
を
歪
め
て
し
ま
っ
た
。

本
来
、
江
戸
柳
生
と
尾
張
柳
生
は
「
三
学
円
の
太
刀
」
の
「
一
刀
両
段
」
以
外
は
技

の
上
で
は
そ
れ
ほ
ど
違
い
は
な
く
、
尾
張
柳
生
で
は
江
戸
柳
生
の
技
も
伝
え
、
ま
た
そ

の
研
究
も
怠
っ
て
い
な
い
。
寛
政
期
の
一
時
期
、
江
戸
の
木
挽
町
の
江
戸
柳
生
道
場
に
、

長
岡
家
の
出
身
で
あ
る
柳
生
厳
光
、
柳
生
義
質
が
尾
張
よ
り
応
援
に
か
け
つ
け
た
こ
と

も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
江
戸
柳
生
と
尾
張
柳
生
の
技
に
大
き
な
違
い
が
あ
れ
ば
こ
の

よ
う
な
交
流
は
起
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

江
戸
柳
生
と
尾
張
柳
生
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
厳
周
か
ら
江
戸
柳
生
の
勢
法
も
学
ん

で
い
た
神
戸
に
よ
り
『
月
の
抄
と
尾
張
柳
生
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
同
書
は
江

戸
柳
生
二
代
・
柳
生
十
兵
衛
の
主
著
『
月
の
抄
』
を
尾
張
柳
生
の
立
場
で
解
説
し
た
も

の
で
、
江
戸
柳
生
と
尾
張
柳
生
の
違
い
が
詳
説
さ
れ
て
い
て
興
味
深
い
。
現
在
の
と
こ

ろ
は
僅
か
な
発
行
部
数
の
私
家
版
（
発
行
者
　
加
藤
伊
三
男
）
で
あ
る
が
、
折
を
み
て

公
刊
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
「
刀
法
録
」
に
は
宮
本
武
蔵
の
円
明
流
に
つ
い
て
の
記
載
が
各
所
に
見
ら
れ
る
。

尾
張
柳
生
は
円
明
流
の
稽
古
も
し
て
い
た
こ
と
は
、
杉
田
定
一
の
「
名
古
屋
柳
生
流
で

は
二
刀
流
も
と
り
入
れ
て
い
た
」
（
『
い
ろ
は
柳
生
物
語
』
）
と
い
う
証
言
で
も
明
ら
か
で

あ
る
。
春
風
館
道
場
で
は
神
戸
金
七
よ
り
伝
え
ら
れ
た
円
明
流
を
現
在
で
も
稽
古
し
て

い
る
。
そ
れ
は
貫
流
槍
術
家
か
ら
神
戸
が
相
伝
を
受
け
た
円
明
流
で
あ
る
が
、
『
刀
法

録
』
　
に
載
せ
ら
れ
た
柳
生
道
場
の
円
明
流
と
同
じ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
柳
生
新
陰
流
に
は
槍
も
あ
り
、
江
戸
時
代
か
ら
尾
張
貫
流
槍
術
の
道
場
も
柳
生

道
場
の
近
く
に
あ
り
、
槍
剣
一
体
と
い
う
発
想
の
も
と
、
厳
周
も
槍
の
稽
古
を
怠
ら
な

か
っ
た
。
し
か
し
他
に
教
え
を
請
う
こ
と
を
好
ま
な
か
っ
た
厳
長
は
槍
の
稽
古
を
し
な

か
っ
た
。

厳
長
は
父
厳
周
と
共
に
明
治
以
降
の
柳
生
新
陰
流
興
隆
の
も
と
を
作
り
、
ま
た
　
『
正

博
新
陰
流
』
　
は
厳
長
の
大
言
壮
語
癖
に
よ
る
創
作
部
分
を
除
け
ば
名
著
と
い
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
上
述
し
た
よ
う
に
、
柳
生
新
陰
流
の
技
を
変
え
、
柳
生
新
陰
流
の

宗
家
と
し
て
や
る
べ
き
で
な
い
居
合
を
創
作
し
、
不
用
意
な
発
言
に
よ
り
世
間
に
多
く

の
誤
解
を
与
え
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
厳
長
の
功
罪
は
半
ば
す
る
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

神
戸
金
七
は
　
『
柳
生
の
芸
能
』
　
に
、
「
他
流
の
是
非
を
論
じ
る
こ
と
な
く
」
と
書
い

て
い
る
。
加
藤
館
長
も
同
じ
考
え
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
本
書
が
厳
長
伝
に
つ
い
て

云
々
す
る
の
は
以
下
の
理
由
に
よ
る
。

明
治
二
十
年
代
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
兵
式
体
育
が
小
学
校
教
育
を
通
じ
て
日

本
全
国
に
広
ま
っ
た
結
果
、
日
本
人
の
身
体
文
化
の
多
く
が
失
わ
れ
、
日
本
人
の
足
腰
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の
力
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
人
再
生
の
た
め
に
は
、
伝
統
的
日
本
文
化
の
見

直
し
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
あ
る
。

日
本
人
の
伝
統
文
化
は
江
戸
時
代
に
形
文
化
と
し
て
自
覚
化
さ
れ
た
。
特
に
武
士
の

表
芸
で
あ
っ
た
剣
術
、
そ
れ
も
将
軍
家
の
御
家
流
で
あ
る
柳
生
新
陰
流
の
中
に
伝
統
的

日
本
人
の
身
体
文
化
が
由
緒
正
し
く
体
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
今
日
、
正
し
く
伝
え

て
い
る
の
は
、
明
治
と
い
う
日
本
人
の
身
体
操
作
の
改
革
期
（
古
流
武
術
の
多
く
も
そ

の
波
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
）
に
あ
っ
て
、
か
た
く
な
に
江
戸
時
代
最
後
の
尾
張
柳

生
宗
家
・
厳
周
の
教
え
を
護
り
続
け
た
神
戸
金
七
の
柳
生
新
陰
流
を
お
い
て
他
に
な

い
。
神
戸
金
七
が
加
藤
館
長
に
伝
え
た
厳
周
伝
新
陰
流
を
正
し
く
学
び
、
後
世
に
伝
え

る
こ
と
こ
そ
が
著
者
た
ち
の
最
大
の
願
い
で
あ
る
。

日
本
の
伝
統
文
化
を
踏
ま
え
た
新
し
い
身
体
文
化
の
創
造
が
現
代
日
本
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。

摩
利
支
尊
天
画
像
（
春
風
館
蔵
）
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古
武
道
の
発
展
の
た
め
に
は
子
僕
た
ら
を
大
事

に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
加
藤
館
長
の

考
え
に
よ
り
、
今
回
か
ら
子
供
た
ち
　
（
小
学
2

年
生
か
ら
中
学
1
年
生
）
を
演
武
者
に
か
ぇ
る
こ

と
に
し
た
。
日
本
人
の
身
体
操
作
を
確
か
な
も

の
と
す
る
た
め
に
、
伝
統
武
適
を
学
ぶ
子
供
た

ら
を
育
て
て
い
き
た
い
。




